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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　もし願いが叶かなうなら、わたしはあなたを産み落としたかった。

　わたしの胎たい内ないで十月十日抱きしめて、わたしの体に流れるすべての血と水をあなたに注そそぎ、ふくらんだおなかにそっと手をあて、あなたの鼓こ動どうとわたしの鼓動が重なりあう音を痺しびれるほどの至福とともに聞きながら、愛していると繰くり返かえしたかった。




　あいしているわ。





　　　あなたを、愛しているわ。






　わたしの幸福よりも未来よりも、あいしているわ。





　　　たとえ罪でも、愛している。狂おしいほどに愛しているわ。






　そうして、産まれてきたあなたを、誰だれにも見せずに隠しておきたかった。













　是これ光みつは口の端を下にひん曲げ、悩んでいた。

　すでに陽射しが夏の熱気を帯びはじめた六月の午後である。教きよう壇だんでは古典の教師が、授業を行っている。

　その声に混じって、ふくよかな甘い声が降ってくる。

「合ね歓むの木に咲く花は、天女の羽は衣ごろものようだね。薄うす紅べに色の長い雄お蕊しべが、枝の先にふわりふわりと広がって、夢のような甘い香りを振りまくんだ。あのやわらかな花にくるまれて眠ったら、桃とう源げん郷きようにいる気分だろうね」

　是光の頭の上で、天女のように美しい少年が、羽衣もまとわずにふわふわ浮きながら、しゃべり続けている。

　しなやかな手足も、細い首筋も、光に透すけて金色に輝くやわらかな髪かみも、少女めいた顔立ちも、現実離れした麗うるわしさと清らかさをたたえている。半はん袖そでシャツにスラックスという学園の制服に身を包んでいても、美び貌ぼうの点で他の生徒たちから飛び抜けている。

　実際、ヒカルは世間的には幽霊と呼ばれるイレギュラーな存在で、その姿は是光以外の人間には見えないし、声も聞こえない。

　それをいいことに、一人うっとりと語り続けているのだった。

「合歓の木といえば、恋愛歌人として有名な紀きの女いら郎つめがこんな歌を詠よんでいるよ。──『昼は咲き　夜は恋こひ寝ぬる　合歓木ねぶの花　君のみ見めや　戯わ奴けさへに見よ』──昼は花開き、夜は慕したいあって閉じるという合歓の花を、私だけが見てもよいものでしょうか。あなたも一緒にご覧らんなさいな──という意味だよ。知的で茶目っ気もある、セクシーなお姉さんに、こんな優しい歌で誘われたら、ぼくなら大おお伴ともの家やか持もちのように、『あなたの合歓の木に実はならないでしょう』なんてつれない返歌は送らないよ」

　ひどく残念がっている口調で言う。

　女の子からの告白は、すべてわけへだてなく受け入れてきたハーレム皇おう子じのヒカルからすれば、たとえ千年前の色いろ恋こい沙ざ汰たとはいえ、女性からの誘いを断るなんて理解に苦しむことなのだろう。

（けどよ、いっくら告白されたからって、ほいほい受け入れるわけにいかねー場合もあるだろ）

　能天気なヒカルの語りを聞きながら、是光の口の端はどんどん下がってゆき、眉み間けんの皺しわも深くなってゆく。

　悩みのタネは、この幽霊ではない。ヒカルがおしゃべりなのも、宙に浮いているのも、いまさらだ。最初はパニクったが、一ヶ月も経たてば慣れる。

　それよりも──。

　息をひそめて、目玉を慎しん重ちように、左へ左へと動かすと──。

「！」

　隣の席の女子も、是光と同じように体をこわばらせ、緊きん張ちようでいっぱいの顔で、こちらを見ていた。

（げっ）

　目と目が合った瞬間、頭の奥がカッと熱くなり、慌あわてて目をそらそうとする。

　が、その前に向こうが林りん檎ごのように真っ赤になり、手に持っていた教科書を落とし、それを慌てて拾おうとして前のめりになったとたん、椅い子すの脚がぐらりと揺れてつんのめり、危うくコケかけた。

「危ない！　式しき部ぶさん」

　ヒカルが声を上げる。

　それが聞こえたわけではないだろうが、教室中の視線が集まり、小声で「……スミマセン」とつぶやき、椅子に座り直す。

　そうして、是光に顔を見られないように教科書で隠してしまった。

「……っ」

　けれど、半袖の白いシャツの襟えり元もとからのぞく首筋が、ますます赤く染まるのが見えて、是光は自分がコケかけたかのようにどぎまぎし、同時に胃がしめつけられるような感覚を味わっていたのだった。

「式部さん、最近よくコケるよね。きみにも責任があるんだから、怪け我がをしないようにちゃんと見ていてあげなよ、是光。さっきは、手をさっと伸ばして支えてあげてもよかったと思うよ」

　ヒカルが、フェミニストらしい発言をした。





　　　　◇　◇　◇






　──あたし──あんたのことが、好きみたい。




　雨上がりの屋おく上じようで、式部帆ほの夏かに震える声で告白されたのは、数日前である。

　是光は、それは仰ぎよう天てんした。

　こいつ正気か！　おかしな電波で操あやつられてんのか！　と疑うたがったほどだ。

　なにしろ、これまで動物と女子にはさんざん嫌われてきた。中学時代も、赤い髪が不良だの、目つきがヤクザだのと避さけられ続け、是光の隣となりの席になった女子は恐怖のあまり一週間で三キロ体重が落ちると噂うわさされたほどである。

　帆夏にしても最初の頃は、是光を痴ち漢かんと間違えて、人前で蹴けり倒たおすほど嫌けん悪おしていた。

　そのあと、葵あおいや夕ゆ雨うのことで相談に乗ってもらうようになり、実は面めん倒どう見みの良い、さっぱりしたやつであることがわかり、それなりに良好な関係を築きずきつつあった。

　が、何な故ぜ？　そこからいきなり！　こんながさつなヤンキーを、赤い顔で、

『好きみたい……』

　ということになるのか！

　是光にしてみたら、帆夏の告白は唐とう突とつすぎて、とんでもない落とし穴があるのではないかとしか思えない。

　屋上で目をむいたまま長い間固まっていると、帆夏は眉まゆを下げて泣きそうな表情を浮かべたあと、急にキッとした顔つきになり、声を張り上げた。




　──く、クラスメイトとしてって意味だからっ！　へ、へへへ変な誤ご解かいとかしないでよねっ。




　と、目いっぱい上うわ擦ずりながら主張し、




　──本当に、単にクラスメイトとしての〝ＬＩＫＥライク〟なんだからねっ！




　と、じりじり後ずさり、屋上の出入り口のところで後ろにコケかけ、半べそになり、そこから猛ダッシュで階段を駆かけ下おりていったのだった。

　結局、是光は一言も、言葉を返すことができなかった。

　隣で一部始終を見ていたヒカルが、頭に手をあて、




　──ゴメン、是光。ぼくがこういう場合の対処の仕方を、教えておくべきだったよ。式部さんが行動に出るのが予想より三倍くらい早かったから、油ゆ断だんしてた。




　と、すまながっていた。

　あれから帆夏は、是光を避け続けている。

　是光が声をかけようとすると、ぱっと背中を向け、ものすごい勢いで携けい帯たいのメールを打ちはじめ、休み時間になると早々に席を立ち、途と中ちゆう、なにもないところでつまずきながら、友人であるお下げの級長のもとへ走る。

　ぎくしゃくした動きから、あきらかにこちらを意識していることが伝わってきて、是光まで汗が吹き出て、あちこちの関節がこわばるのだった。





　　　　◇　◇　◇






「もういっそ、式部さんとつきあってみたら」

　休み時間。

　帆夏が恥ずかしそうに両手を頰ほおにあて、唇くちびるを嚙かみしめ、よろめきながら教室を出ていったあと、是光は渋しぶい顔で廊ろう下かを歩いていた。

　ヒカルが是光の隣を、あたりまえのように歩きながら、とんでもないことを言う。

「そりゃぼくとしちゃ、ぼくの選んだ笑い上じよう戸ごの女の子ときみが恋人同士になってくれたらなって希望はあるけれど、式部さんみたいに美人で足がすらっとした、素す敵てきな女の子に、あんな可か愛わいい赤面をされたら、それはそれできみにとってイイコトかもって。式部さんのあの足は、形も威い力りよくも学年で一、二を争うよ。蹴られたいとか踏ふまれたいとか思っている男子は、大勢いるはずだよ」

「っっ、俺はそういう趣しゆ味みはねー」

　苦い声で、ぼそりとつぶやいた。

　そもそもクラスメイトとして好きなのだと帆夏が主張する以上、こちらもそういう態度で接するしかない。

　それに、クラスメイトとしてではない、単に好きなのだと言われても、正直──困ってしまう。

　足がイカしてるとかは関係なく、式部帆夏は間違いなくイイヤツだと思う。けど、惚ほれているか、つきあいたいかと問われると、やっぱりものすごく弱ってしまうのだ。

　奏かな井い夕雨にはじめての恋をして、別れたのは、ほんの数日前だ。

　あの儚はかなげな微笑ほほえみや、握りしめた手のやわらかさや、唇がふれあったときにかいだ雨の匂においを思い出すと、今も胸がぎゅーっとしめつけられる。

　夜の闇やみにひっそりと咲いていた、幻まぼろしのような少女。

　朝が来て幻は消え、弱かった少女は自分の意志で昼の世界に足を踏み出し、去っていったけれど、恋する気持ちは残っている。

　なのに、急に帆夏に傾かたむいたりできないし、そんなのは夕雨にも帆夏にも失礼ではないか。ヒカルなら、『女の子はみんな花なんだよ。どの花もそれぞれに魅み力りよく的てきで、愛すべき価値があると思わないかい』なぞと一点の曇くもりもなく爽さわやかな笑みを浮かべて言い放つだろうが、自分にはハーレム皇子の真ま似ねは無理だ。犬が、じょうろで花に水をやるようなものだ。

　なので、帆夏がクラスメイトとしてＬＩＫＥだと言うなら、是光のほうも、これまでと変わらない態度で接しようと目一杯努力しているのだが、

（あんな風にぎくしゃくされると、逆に意識しちまうっつーか……顔が熱くなるっつーか……）

　頭をかきむしり出す是光に、ヒカルが仕方ないというように微笑んだ。

「まぁ、夕雨のこともあるし、式部さんにすぐ靡なびくわけにいかないって考えるのは、是光らしいよね。式部さんも、そのへんはわかってるんじゃないかな」

（ぐっ、そうなのか）

　それはそれで、帆夏の好意に甘えて負担を強しいることになり、男らしくないのではないか。

「ああ、また悩んでる。その若さで眉間に皺を寄せすぎだよ、是光。大丈夫、式部さんもきみと普通にしゃべりたいと思っているはずだから、もう少ししたらもとに戻るよ」

　ヒカルが大人びた口調で言ったとき。




「赤あか城ぎ、ちょっといいか」




　意外な相手が声をかけてきた。

　三年生の頭とう条じよう俊しゆん吾ごだ。

　ノーブルで男らしい顔立ちと、すらりと伸びた長身で、どこにいても目立つ華のある男だ。

　夕雨の事件で多少縁えんがあったものの、学園内で貴族階級に所属する彼が、最下層のさらに下の野良犬扱いの是光に、わざわざ会いにくるなど、常時ならありえない。

　廊下にいた生徒たちが、驚おどろいて、こちらを見ている。是光も顔をしかめた。

「なんだ？　夕雨のことか？」

「いいや、彼女が飼っていた猫を、きみが引き取って飼いはじめたのは聞いているが、それをどうこう言うつもりはない。それより」

（誰だれに聞いたんだっ、誰にっ）

　確かに夕雨のところにいた白猫のこるりは、是光の家にいる。夕雨と別れたあと、こるりは『しばらく、世せ話わをさせてあげるわ』とでも言っているような尊大な態度で是光についてきたのだ。

　が、是光はそのことを校内で誰にも話していないはずである。というか、周囲に避けられているので、話す相手がいない。

　なのに何故知っている？

　不ぶ気き味みに思う是光に、頭条はぐっと身を乗り出し尋たずねた。

「赤城、きみは今、交際している女性はいるか？」

「は？」

　眼まな差ざしの異様な真剣さと、謎なぞな質問に困こん惑わくしながら、

「いねーけど……」

　答えると、頭条はそれがさも重大な問題であるかのように、眉根を寄せて、

「では、仮に物陰から、きみを見つめる女子がいたらどうする？」

「言いたいことがあるなら、さっさと言え──って声をかけるんじゃねーか」

「その女子が思いつめた様子で近づいてきて、きみをじっと見上げたら？」

「いや、ガンつけられても、女とは喧けん嘩かする気ねーし」

「彼女が、頰を染めて服を脱ぎはじめたらどうする？」

「救急車を呼ぶに決まってんだろ！　そいつは高熱で頭が朦もう朧ろうとしてるか、露ろ出しゆつ狂きようの変態だ！」

　頭条が是光の両肩を強くつかみ、信頼のこもる口調で言った。

「きみのその健全な思考は貴き重ちようだ。どうかそのままでいてくれ」

　そうして、是光の肩をぽんぽんと二度叩たたき、去っていったのだった。

「……なんだったんだ、一体」

「びっくりした。俊吾さん、あんな真剣な顔で……愛の告白でもするのかと思っちゃったよ」

　ヒカルが洒落しやれにならないことをつぶやく。

「バカっ、なに言ってんだ」

　是光が目をむいたとき──。

「頭条さんが、ヤンキーキングの肩を抱いて熱い視線を」

　そんなささやきが聞こえた。

　さらに、

「頭条さんが、ヤンキーキングに告白！」

「頭条さんが、ヤンキーキングと熱愛！」

　と、どんどん声が大きくなってゆく。

（よせっ、俺をホモのヤンキーキングにするなぁっ！）

　顎あごを突き出し目をぎらりと光らせ、周囲を威い嚇かくしたら、廊下の隅のほうに立っていた帆夏の友人のおさげの級長と目が合った。

　一連のやりとりを見ていたのか、それとも早くも噂が拡かく散さんしているのか、眼鏡めがねの向こうの目を見開き、

「あ、赤城くんと、頭条先せん輩ぱいが……お、男同士で？」

　臆おく病びようそうにぷるぷると震ふるえたあと、

「わ、わたしは、人を好きになる気持ちに、異性とか同性とかの区別はないと……おおお思う」

　と、ぎこちなく微笑み、

「ほのちゃ～ん」

　と、走っていってしまった。

「こら！　待てっ！」

　是光は眉をつり上げ、追いかけた。子こ豚ぶたの尻尾しつぽのような短いお下げをぴょんぴょんはね上げ、眼鏡の級長が逃げる。

「ほのちゃん、ほのちゃん、ほのちゃ～～ん」

「みちる！」

　ちょうど教室の前にいた帆夏が、驚きの表情で友人の名を呼ぶ。

　是光の頭がカァッと熱くなる。

（やめろぉっ！　式部には言うな！）

「どうしたの？　みちる」

「赤城くんと頭条先輩が、廊下でホモってたの！」

「！」

（うわああああああ、この眼鏡っ、おとなしそうな顔して、思いきりストレートにぶちまけやがった）

　帆夏は友人の言葉に凍りついていたが、肩で息をしている是光に気づき、ハッと肩を跳はね上あげた。

　こちらへ向けられた顔に激しい混乱と葛かつ藤とうが浮かび、噓うそでしょうと懇こん願がんするような表情に変わってゆく。

（信じるな、式部っ。俺は──）

「頭条先輩が赤城くんの肩を抱いて、愛の告白をして、赤城くんも頭条先輩を熱い眼差しで見つめてたんだよ！　もう絶対デキてるよぉっ！」

（俺に恨うらみでもあんのか、眼鏡ぇ！）

　帆夏はまたびくっと肩を上げ、それから怒っているようなべそをかいているような目で、是光をキッと見て、

「行こう、みちる」

　顔をそむけ、お下げの級長と一緒に教室へ入ってしまったのだった。

　口を開けたまま立ちつくす是光に、ヒカルが同情のにじむ声で、

「えーとその……式部さんもショックだったんだよ。告白した相手が学校の廊下で上級生の男子と、いだきあってたなんて聞かされて。まぁ、あとで式部さんの様子を見ながら、誤解だって説明すればわかってもらえるから、落ち込まないで」

　と、肩にそっと手を置く。もちろん幽霊のヒカルの手は是光の肩にめりこんでしまう。

「……落ち込んでなんかいねーぜ」

　是光はこぶしを握りしめ唸うなった。

「はんっ、考えてみりゃ、式部に頭条と俺がホモとか吹き込まれても、どーってことねーんだよな。はは……式部に、ヤローと噂になるような男とはつきあえねーって思ってもらえりゃ、好こう都つ合ごうじゃねーか、ははは」

「是光、笑ってるつもりかもしれないけど、顔がひきつってて目が尖とがってて怖いから。そんな無理して式部さんに愛あい想そをつかされようとしなくても」

「む、無理なんかしてねー」

　つっかえながら、言い切る。

　ヒカルが溜ため息いきをつきそうな顔で見ているのが、むかついて、

「つか！　他人の評価なんか、いちいち気にしてられるか。そんなことより、おまえの次の〝心残り〟を、とっとと片付けよーぜ」

　ぶっきらぼうに言ったのだった。





　　　　◇　◇　◇






「本当にいいの？　式部さんの誤解を解かなくて。帰り際、式部さん、気がかりそうにきみのこと見てて、そのあとぷるぷる首を横に振って、軽くよろめいてたよ」

「しつこい！　そっちはもういいってゆってんだろ。それよか、場所はここで間違いねーのか」

　放課後。

　ヒカルの心残りをはらすためにやってきたのは、公立小学校の校門前だった。

　小学生の下校時間は高校生よりも早い。なので門から出てくる生徒はほとんどいない。

　たまに現れるランドセルを背負った子供たちは、赤い髪に鋭するどい目つきのヤンキーが立っているのを見て、あからさまにびびり、わーっと叫んで逃げ出したり、べそをかいてがくがく震えたり、校舎のほうへ戻ってしまったりする。教師を呼ばれたら困る。

　ヒカルは、まだなにか言い足りなそうな顔で、「うん……場所は合ってるけど」ともごもご答えた。

（ふんっ、今度の相手は女教師か？　まさか生徒の母親とかじゃねーよな、不ふ倫りんはやめてくれ）

　昼休みに学園の屋上で、ヒカルに言われるままにメールを打った。




『可愛いしーこ、約束のものを用意したよ』




　よくまぁ、女のアドレスを細かに覚えているものだと、感心する。ヒカルの自己申告によると、女性に関することでは記憶力が通常の十倍増しになるらしい。

　しーこというのは、相手の女の名前だろうか。

　返事が来て、小学校の校門前で会うことになったのだった。

（けど、約束のものってなんだ？）

　もうひとつ謎なのは、

「おい、この首輪は、なんの意味があんだよ」

　こめかみを引きつらせて尋ねる。

　是光の首には、途中のペットショップで購入した黒い首輪が巻かれている。

　何故、首輪？

　派は手でな赤い髪との相乗効果で、余計にヤンキーっぽく見える。

　ヒカルは急に、にっこりし、

「目印、かな」

　涼しげに答えた。

「よく似に合あってるよ、パンクバンドのボーカルみたいだ」

「小学校の校門前に、パンクバンドのボーカルが立ってたら怪あやしいだろーが。あー、くそっ、喉のどがむずむずするぜ。つか、約束の時間十分も過ぎてんだが。俺の顔見て、びびって逃げたんじゃねーだろうな」

「それはないよ。むしろ逆。だってきみは、ぴったりだもの」

「へ？」

　と是光は聞き返した。

　ヒカルがとろけそうな目になり、さらに言う。

「しっかりした子だから。きっと、きみのこと観察してるんだよ」

（しっかりした──子？）

　教師相手に、〝子〟は、ねーんじゃねーか？　事務員だって、高一のヒカルよりは大人なはずで……。

　と、そのとき、可愛らしい声が下のほうから聞こえた。




「お兄ちゃん……」















　視線を落とすと、赤いランドセルを背せ負おい、若草色のポシェットを斜ななめにかけた小さな女の子が、是光を見上げていた。

　黒目がちの大きな瞳に、涙がいっぱい浮かんでいる。

（なんだ！　俺の顔見て、びびって泣いてんのか！）

　動物と子供と女の扱いは、苦手だ。

　けど、こんな風に泣かれては放っておけない。ハンカチで顔をこすったら、余計に怖がらせてしまうだろうか？

　あたふたしていると、女の子が内気そうな愛らしい声で、

「お兄ちゃんが、ヒカルのお友達……なの」

　と、尋ねた。

「えっ！　お、おう」

（まさか、このガキが……）

　是光の額ひたいに汗がにじむ。

「しーこにメールをくれたのも……お兄ちゃん？」

「……おう」

　是光は声をつまらせ、あらためて少女をまじまじと見おろした。

　さらさらと素直にこぼれ落ちる長い黒髪を二つに結んでいて、大きな瞳は濃こいまつげに縁ふち取どられている。

　すべすべしたミルク色の肌と、薔ば薇ら色の頰。ピンク色の唇。折れそうに細い首筋、足、ランドセルのベルトを、きゅっとつかんでいる小さな手。

　女の子らしいふんわりしたスカートからは、くりっとした膝ひざ小こ僧ぞうがのぞいていて、足元は清せい潔けつな白いソックスを履はいている。

　どこからどう見ても、子供だ！　小学生だ！

　せいぜい十歳か、それ以下だ！

「おまえが、しーこなんだな」

　ごくりと唾つばを飲む。

　女の子は小さくうなずき、すんと鼻をすすって、

「若わか木ぎ紫し織おり子こです。泣いちゃってごめんなさい、お兄ちゃん。ヒカルのこと思い出しちゃったんです」

　と言ったあと、

「あの、えっと、よろしくお願いします」

　と、いじらしい仕し草ぐさで頭を下げた。

　是光は鼻息を飛ばして、ヒカルのほうを振り向いた。

（こいつが、心残りの相手なのか！　ランドセル背負ってるぞ、おい！）

　ところがヒカルは、是光など眼中に入っていない様子で、

「ああ、やっぱりしーこは可愛いなぁ！　白いソックスがしーこほど似合う女の子はいないよっ！　スカートの長さも絶妙だね。膝小僧は当然見せなきゃだし。唇もつやつやしたさくらんぼみたいだ！　ああっ、その流れ落ちる黒髪も最高にロマンチックだ。しーこはぼくの妖精だよ！」

　と、壊こわれていた。

（お……おい、おまえ、顔がとろけまくりだぞ。でれでれだぞ。つか、ガキを見る目が、いっちまってて、こえーんだが）

　このゆるみきった顔をヒカルのファンの女の子たちが見たら、さすがに引くことだろう。

「あの、お兄ちゃんは……どうして、しーこのところへ来たの？」

「えっ、あー、その」

「もちろん、しーことの約束をはたすためさ、マイ、リトルレディ」

　紫織子の前に中世の騎き士しのように片膝をつき、きらきらした笑顔でヒカルが答える。

　是光は蹴飛ばしてやりたくなった。

「おまえ、ヒカルとなんか約束しただろ？　俺がそれを代わりにはたしてやる」

　紫織子が薄い肩をぴくっと揺らす。

「約束？」

　一瞬、顔を引きつらせたあと、今度はぽーっと赤くなり、もじもじした。

「えっと、約束って、アノコト……かな」

　小さな顔を、恥ずかしそうに伏せてしまう。二つに結んだ黒髪が、可か憐れんにさらさら揺れる。

（まぁ、子供との約束なんて、たいしたもんじゃねーだろ。とっとと終わらせて帰るぜ）

　でないと、かたわらで、

「しーこ、その仕草っ、可愛すぎる！　ぼくの心しん臓ぞうの鼓動をこんなに高めて、なんて罪な子なんだ」

　と、悶もだえている友人がキモすぎる。

（てか、心臓動いてねーだろ、おまえ）

　ジト目で見ていたら、紫織子が赤く染まった顔を少し上げ、是光の左手の中指と人差し指を、きゅっ、と握った。

「うぉっ」

　びっくりする是光に、恥ずかしくてたまらなそうな上うわ目め遣づかいで確認する。

「じゃあ、あの……赤い髪のお兄ちゃんが、ヒカルの代わりに、しーこのバージンをもらってくれるの……ね」

「！！！！！！」

　今、なんて言った？　このガキ？




　しーこのバージンを、




　ヒカルの代わりに──。




（ヒカル～～～～～～～～！）

　是光は鬼のような形ぎよう相そうで、ヒカルを見た。幽霊でも身の危険を感じるものなのか、ヒカルが後ずさる。

「こ、是光っ、顔が怖いよ……っ。しーこが怯おびえるから落ち着いてっ！」

（落ち着けるか！　アホ！）

「事情があるんだ！　バージンだって、今すぐいただくわけじゃないから」

（いつかは、美お味いしくいただく気でいたのかよ！）

「ぐすっ、ヒカルはとっても親切で優しくて、しーこがお金に困っているとき、しーこのバージンを買ってくれたの」

（おまえというやつは～～～～～～！）

「是光っ！　それ以上人相が悪くなったら、将来就しゆう職しよくにさしさわる！　こらえて！」

（誰のせいだ！　よりによって小学生を買っただと！　このロリコン皇子！　犯罪者！）

　怒りのオーラで幽霊を調ちよう伏ぶくできるのなら、宇宙のはてまで吹き飛ばしてやりたい。

　真剣に念じたとき、紫織子が是光の指をそっと引っぱった。

「しーこは……お兄ちゃんなら、いいよ」

　真っ赤な顔で、うつむきながらつぶやかれて、是光は卒そつ倒とうしそうになった。

（よくねーっ！　つか、俺ってひょっとして、ヒカルの代わりに小学生と淫いん行こうしにきたロリコンに思われてんのか！）

　冗じよう談だんじゃない！　変態仲間と思われたくない！

　口をぱくぱくさせる是光の手を引いたまま、紫織子が校舎のほうへ歩き出す。

「お、おい、勝手に入ったらやべぇだろ。はなせ」

「この時間は、みんないないから」

　紫織子はすでに決意をしているのか、顔を伏せたままどんどん進んでゆく。

　握られているのは、たかがひと差し指と中指だけなのに、作り物みたいに細くてあたたかな指が健けな気げにからみついてきて、無む下げに振り払えない。

「ごめん、是光。しーこにつきあってあげて」

　なんと、ヒカルは手をあわせている。

（つきあうって、俺はロリじゃね～～～～～～！）

　心の中でわめいているうちに、教室とは別棟に設置されたプールのシャワー室まで来てしまった。

「ここなら……誰も、来ない、から」

　塩えん素その匂いの立ちこめる生ぬるい部屋で、ドアを背にした紫織子が、恥じらいに染まった顔を上げて、ささやく。

（シャワー室って、マニアックすぎだろ！）

「いいなぁ、シャワー室。中等部のシャワー室と高等部のシャワー室と、女子校のシャワー室は経験あるけど、小学校のシャワー室は、ぼくもはじめてだよ」

（って、なにうっとりと眺ながめ回まわしてんだよ、このエロ幽霊！）

「おい、マジやべぇって！　そもそも俺はそこまでヒカルの代わりをする気はねーわけで。いや、ヒカルともこんなことすんのは、よくねー！」

　汗をかきかき説せつ得とくを試こころみる是光に、

「お兄ちゃんは、しーこじゃダメ？　しーこが嫌い？」

　幼げな顔で尋ねる。

「いや、好きとか嫌いとかの問題じゃなくて。おまえ、いくつだ」

「九歳、小学四年生」

（完かん璧ぺきアウトだろ──っ！）

　背筋を戦せん慄りつが貫つらぬく。

　が、紫織子は是光の腰に両手をまわして、抱きついてきた。

　是光の胸に紫織子の体重がかかり、制服の薄いシャツを通して、肌のあたたかさが伝わり、牛乳に砂糖を入れたような甘ったるい匂いが、鼻をつき、驚くほどやわらかな黒髪が是光の腕にふりかかる。

　それどころか、是光のズボンのベルトをゆるめ、ホックをはずし、ファスナーまでおろしてしまう。

（な、なんだ、なんでこいつ手慣れてんだ？　うわああああああ、よせ！）

　強ごう引いんに突き放そうとしたとき。

　ふいに、下半身が涼しくなった。




（へ？）




　紫織子が下着ごとズボンを引き下ろしたのだと気づき、ぎょっとした次の瞬間、まぶしい光が目を射た。




　カシャ！




　そんな音がして目を開けると、携帯を持った紫織子が薄い笑みを浮かべていた。

（って、あれ？）

　是光は混乱した。

　いきなり下半身をむかれて写真を撮とられただけでも、パニックに陥おちいるのにはじゅうぶんだが、それよりシャワー室のドアの前にランドセルを背負って仁に王おう立だちしている紫織子が、別人と入れ替わったように見えたのだ。

　さっきまで頰を赤らめ、いじらしくこちらを見上げていた少女が、ふてぶてしく目を輝かせ、ピンク色の唇を生なま意い気きそうにつり上げている。

　それどころか、「お兄ちゃん……」と恥ずかしげに呼びかけていたのと同じ口で、

「この変態」

　さげすむように言った。

「いつまで、粗そ末まつなもの、さらしてるのっ」

　なんだ？　この声は？　どこから聞こえてくるんだ？

「小学生をシャワー室につれこんで淫行しようとするなんて、便所虫以下ねっ」

「な、なに言ってるんだ、おまえ──」

　下着とズボンを上げながら、声を上擦らせる。紫織子が今撮さつ影えいした画像を是光のほうへ向ける。

　そこには、眉をつり上げ目をぎらつかせ、鼻の穴を広げた凶悪な面つら構がまえの少年が、両腕を振り上げ、下半身を丸出しにしていた。

　まるで、これから獲え物ものに襲おそいかかろうとしているように見える。しかも、シャツについた校章も、シャワーの後ろに表示してある『なごみ小学校、シャワー使用時間』という表示も、しっかり映っている。

　どう見ても小学校のシャワー室に侵入し、性を暴走させている野獣高校生だ！

　愕がく然ぜんとする是光の前で、紫織子がシャワー室のドアを、小さな手で悠ゆう然ぜんと開く。

　そうして、ピンク色の唇に携帯の端をちょっとあて、目を冷たく細め、居い丈たけ高だかに言った。

「この写真をあんたの学校に持ち込まれたくなかったら、今日から、あたしの犬になるのよっ」





　　　　◇　◇　◇






　その夜。

「頼むよ、是光。しーこを任せられるのは、信頼できる大親友のきみだけなんだ」

　畳たたみに膝をそろえて正座し、必死に拝おがみ倒たおし、かきくどくヒカルを、是光は胡座あぐらをかき、腕組みしながら、むっつりと睨にらんでいた。

　ヒカルの横では、猫のこるりが白い体を丸めている。時々、瑠る璃り色いろの目で是光のほうをちらりと見るが、すぐに興きよう味みなさそうに目を閉じてしまう。

「しーこは、野に咲く紫草のような子なんだよ。見た目は白くて小さくて可憐だけど、中身は紫の高貴さと、あでやかさと驕きよう慢まんさを持ち合わせているんだ。国産の紫草はいまや絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆで、しーこにも、しっかりした保ほ護ごとケアが必要なんだ。でないと、踏みつぶされたり引き抜かれたりして、枯れてしまうかもしれないよ。しーこは本当はすごくいい子なんだけど、子供だから無む謀ぼうなところがあって、お金のために危ないことをしちゃったりするから」

「……俺を脅おどした手口も、えらく慣れてたよな」

　地を這はうような是光の声に、ヒカルが、うっと黙り込む。

「……あのガキ、初犯じゃねーだろ」

「そ、それは、しーこには、いろいろ事情があって……引っかかる大人のほうにも問題が──あっ、是光のうかつさを責めてるわけじゃないからっ。しーこにあんなに可愛く迫られたら、キリストだってふらっとしちゃうよ」

「宗教団体から抗こう議ぎが来そうなこと言うなっ！」

　是光はわめいた。

　こるりが片目を開ける。

　肩をすぼめて小さくなっているヒカルを、是光はぎろりと睨んだ。

「おまえ、あのガキとどこでどう知り合った」

「えっと……公園かな。しーこが花か壇だんでチューリップを眺めていて、親指姫が住んでいそうね、とっても綺き麗れいね、お兄ちゃん、って天使のように愛くるしく……」

「うそつけ。おまえがあのガキのバージンを買ったってことは、しっかり記憶してんだ。おまえ、否定しなかったよな」

「ぅぅ、本当に公園で会ったんだよ」

　ヒカルが観かん念ねんしたように、話しはじめる。

「去年の春頃、しーこが、いかにもロリコンって顔の、油ぎったおじさんに百万円でバージンを売りつけようとしているところに通りかかって。それならぼくがもっと高く買うよ。いくら欲しい？　って、わっ！」

　体をすり抜けてしまうとわかっていても、是光はこぶしを振り下ろしていた。

　ヒカルが座ったままのけぞり、こるりが巻まき添ぞえをくわないように、ゆっくり部屋の隅に待たい避ひする。

「よけるな！　犯罪者！　児童買春野郎！　ロリペド皇子！」

「よけるなと言われても、そんな地じ獄ごくの閻えん魔ま大王みたいな形相で殴なぐりかかってこられたら、体が勝手に動いちゃうよ。それに、しーこのバージンだって、予約購入しただけで実際には手を出してないし。ぼくも、あと四年は待つつもりだったんだから、ロリペドは取り消してよ」

「たった四年かよっ！　大学生が中学二年生と淫行するのも立りつ派ぱに児童法違反だ!!」

　逃げるヒカルを追いかけ回して殴りかかるが、こぶしはすかすかとヒカルの体をすり抜けるだけで当たらない。

　部屋の外から、「うるせーぞ！　是光！　運動なら外でしろ！」　と、叔お母ばの小こ晴はるに怒ど鳴なられてしまった。

　是光自身も無む駄だに体力を消しよう耗もうしただけで、畳に両手をついてへばり、肩でぜいぜい息をする。

「てめぇが、四年後まで生きてなくてよかったぜ」

「今、グサッときた」

「つか、そんなに金があるなら、今まで俺が払った遊園地のチケット代だの、夕雨への差し入れ代だの、耳そろえて返せ」

　手を突き出してやると、

「えー、今まで友達もいないし趣味もなかったから、お小こ遣づかいもお年玉も貯たまる一方でやっと使う機会が来て嬉うれしいくらいだから遠えん慮りよすんな、任せとけって……」

「誰かさんが、ランドセル背負ったガキのパトロンになるようなお大だい尽じん様とは知らなかったんでな。いくら払ったんだ」

　ヒカルは曖あい昧まいな笑みを浮かべた。

「きみが考えているより、ちょっと多いくらい、かな。まぁ、しーこになら一億払っても惜しくないけど」

　突き出した手を瞬しゆん時じに握りしめ、ヒカルの顔に叩き込む。

　ヒカルが「わっ」と声を上げる。

「顔はよしてよ」

「るせー、傷ひとつついてねーくせに文句垂れるな。本当──に、小遣いをやってただけで、手は出してねーんだな」

「うん、ぼくを信じて」

（おまえだから、信じられねーんじゃねーか）

　ジト目でそう思ったが、さすがに口にするのは控ひかえた。

　それより、もうひとつ確認しておかなければならないことがある。

「おまえ、あのガキのとこへ行く前に、俺に首輪をはめさせたよな」

「そうだったね。ワイルドなデザインが是光にとても似合ってて……」

「目印とか言ってたが、最初から俺を犬としてあのガキに差し出すつもりだったんじゃねーのか？」

　びくつく顔を睨み据え、ドスをきかせた声で尋ねると、ヒカルは弱気な笑いを浮かべながら、

「し、しーこが、顔の怖い獰どう猛もうで忠実な犬を欲しがっていてね、ぼくがプレゼントするよって約束してたんだ。ほら、きみならしーこの要望にぴったりだし、絶対にしーこも気に入ってくれると思って。予想通り、しーこは食いついてきただろう」

「ぴったりって、そういうことかよっ！」

　校門の前でヒカルがつぶやいた言葉を思い出し、再び怒りが脳天を突き破った。

「このお気楽皇子！　決めた！　修しゆ験げん者じやに弟で子し入いりして、幽霊の調伏を習得してやるぜ！」

「ごめんっ！　けど、普通に近づいてもしーこは警けい戒かいするだろうし、まずはしーこの信頼を得る必要があって──苦く肉にくの策さくだったんだ」

「信頼だぁ！　犬になれっつーあの言葉のどこに信頼がある！」

「そりゃ、あんな写真まで撮られて小学生の女の子に脅されて犬扱いされるなんて、ヤンキーキングと呼ばれるきみには屈くつ辱じよくだろうけど。しーこを助けると思って、しばらく犬になってあげてくれないか。きみなら立派な犬になれるはずだよ！　ぼくが保証する」

「人のこと、〝犬〟〝犬〟言うなぁ！　保証すんなぁ！」

　こるりが、うるさそうに顔をしかめる。

「とにかく、いくらおまえが、あのガキに犬をくれてやるって約束したからって、俺はあんなしつけのなってねぇガキのお守りなんてお断りだぜ」

　是光がきっぱり言い放つと、ヒカルは急にしゅんと肩を落とし、哀かなしげな顔になった。

「しーこには、厳きびしく叱しかってくれる親がいないんだ」

　その言葉に、ドキッとする。

　ヒカルがさらに切々と語る。

「しーこは、おじいさんとずっと二人暮らしで、小さな頃からお金に不自由してきたんだ。そのせいで、あんなシビアな子になっちゃったけど、根は純じゆん粋すいで優しい子なんだよ。だから、ぼくが、しーこを一人前のレディにしてあげようって思っていたんだ。ぼくが一緒にいる間は、是光にしたみたいなことは、もちろんさせなかった」

　うつむいた瞳に憂うれいがにじみ、唇にも声も悲哀がただよっている。

「けど、心配していたとおり、ぼくがいなくなって、しーこはまた危ないことをしようとしている」

　形のよい唇を、ちょっと嚙んだあと、ヒカルが顔を上げ、急に力のこもる眼差しで是光に訴うつたえる。

「あのままじゃしーこは、ヤクザにでも引っかかって売り飛ばされかねないよっ。だから、ぼくの代わりにきみがしーこに、レディは詐さ欺ぎや恐きよう喝かつをするものじゃないって教えてあげてほしいんだ！　ね、頼むよ！　是光！」

　また是光を見上げ、訴えるのだった。

（……こいつは、女のことになると本当に真剣だな）

　普段は幽霊のくせしてへらへらしていて、能天気で腰抜けで──なのに、こんなとき胸をつかまれるような真しん摯しな目をする。

　多分あの生意気な小娘のことも、本心から大事に思っていたのだろう。

（仕方ねーな。確かに、あんなガキ放置しといたら、なにをしでかすかわからねーし、悪い連中に目をつけられそうだしな）

　そう、仕方がない。

　女に甘い友人の〝心残り〟に最後までつきあうと、約束してしまったのだから。

　髪をぐしゃぐしゃとかきむしり、唸る。

（～～～～っ、ガキは本当に苦手なんだが）

　膝をそろえて正座したまま大おお真ま面じ目めに身を乗り出しているヒカルに、是光は渋々言ってやった。

「ちょっとの間、犬になってやるか」













　翌日の放課後。授業が終わる時間を見すましたように、紫し織おり子こから携けい帯たいに呼び出しが入った。

「今すぐ来なさい、犬」

　一方的に場所を指定し、切れてしまう。

「おまえ、本当にこいつにレディ教育とかしてたのかよ。礼れい儀ぎが全然なってねぇ！」

「もちろん、ちゃんとレディとして扱っていたよ。道では必ずぼくが車道側を歩いたし、ベンチに座るときは、ハンカチを敷しいてあげたし、階段では手を添えてエスコートしたし、休日には美術館や劇場へ行って、服だってしーこは、なにを着ても可か愛わいいから、つい、ひとつの店でワンピースだけ五着買っちゃったりとか。しーこが生まれてから一度も伊い勢せエビを食べたことないっていうから、シェフにお願いして伊勢エビの特別フルコースを用意してもらったり、しーこだけのスペシャルなステーショナリーグッズを特注したり──は、百均の文房具で間に合ってるって断られたんだっけ」

「それは、しつけてんじゃなくて、べたべたに甘やかしてるっつーんだっ。実は、うざがられてたんじゃねーか、てめぇ」

　低い声でぶつぶつつぶやきながら、廊ろう下かを進み、下げ駄た箱ばこへ向かう。

　すると、先に教室を出たはずの帆ほの夏かが、下駄箱の前に立っていた。

（うっ）

　声をつまらせる是これ光みつに、

「あのさ……頭とう条じよう先せん輩ぱいのこと」

　口を尖とがらせ視線を微妙にそらしながら、ぼそりと言う。そこから急にもじもじしはじめたと思ったら、

「別にっ、ああああたしはっ、全然気にしてないんだけど」

　また早口でぼそぼそ話し出し、途と中ちゆうで頰ほおを染めて目玉をぐるぐる回したあげく、

「やっぱりいい！」

「あ、式しき部ぶさん」

　ヒカルが呼び止める声にも振り向かず（当然だ）、ばたばたと走っていってしまった。

「あ～あ、あの走り方じゃ、またコケそうだ。前が見えてないよね、あのフォーム」

「～～～～っ、行くぞ」

「追いかけなくていいの？」

「俺と口ききたくねーから、逃げたんだろ」

「違うと思うけど……」

　ヒカルが心配そうな顔をしたが、是光はむっつりと唇くちびるを結んだまま靴くつを履はき替かえ、外へ出た。

（くそっ、追っかけても、俺もあいつとなに話していいのかわかんねーんだよっ）

　と、心の中で唸うなりながら。





　　　　◇　◇　◇






「もーっ、遅いっ！　犬！」

　むしゃくしゃした気分のまま繁はん華か街がいの待ち合わせスポットに辿たどり着つくと、ランドセルを背せ負おった紫織子が、小さな足でぴょんぴょん地じ団だん駄だを踏ふんでいた。

　一緒に、二つに結んだ黒くろ髪かみと、斜ななめがけした若草色のポシェットも跳はねる。

「ああっ、首輪つけてないっ！　首輪つけなきゃダメっっ。あんたは、あたしの犬なんだから」

　不満そうに頰をふくらませる。

「首輪、持ってきてるんでしょ？　つけて！　首輪つけてっ！」

　是光は、誰だれがつけるか！　と言いかけたが、広い心で犬になってやろうと決めたことを思い出し、

「ぐっ、これでいいだろっ」

　首輪をはめてみせた。

　紫織子が頰を紅潮させて是光を見上げ、にっこりする。

「そうよ、これからはいつも、首輪をつけておくのよ」

　偉えらそうだが、年とし相そう応おうの子供っぽい無む邪じや気きな笑顔だった。

「しーこは、ずぅぅぅっと犬を飼いたがってたから、喜んでるんだよ。やっぱり犬として、しーこの信頼を得る作戦は成功だよ」

（そうかぁ？）

　信頼というより、完全に下げ僕ぼく扱いでは。

「おい、首輪はつけてやったが、俺の名前は犬じゃねーぞ。赤あか城ぎ是光だ」

　夕ゆ雨うのことで帆夏に相談を持ちかけたとき、『俺のことは犬と呼んでくれてかまわねぇ』と言ったことがあるが、実際に、犬、犬、と連れん呼こされるとむかつく。

　ましてや自分の半分も体重のなさそうな、ちびっこいガキに。

　けどそのガキは、さげすむような目で却下した。

「あんたなんて、犬でじゅうぶんよっ。それとも変態ポチとでも呼んでほしい？　ロリ犬太郎とでも？」

「ヒカルは変態でロリかもしれんが、俺はちげー」

　思わず主張すると、

「是光、ひどいよ」

　ヒカルが眉まゆを下げ抗こう議ぎした。

　紫織子が、人通りの多い道を器用にするすると進みながら、ふんっと鼻を鳴らす。

「男なんてみーんなおんなじよっ。やらしいことしか考えてないんだからっ」

「おまえ、小学四年生にしてその男性観は、シビアすぎだぞ」

「あたしみたいな超──美少女は、幼女の頃から、キモイ男につきまとわれて苦労してるのっ」

「そうなのか！」

「道を歩いているだけで、『お嬢じようちゃん、おじさんといいとこにいかないかい』とか、しょっちゅうだし、隠かくし撮どりされた写真がいつのまにかネットに流れてたりするし、学校でも体たい操そう着ぎを盗ぬすまれたり、縦たて笛ぶえがなんかしめってたり、下駄箱にエッチなおもちゃが入ってたり、ああ、もうっ、思い出すだけで鳥肌立つったら！　特に体操着を盗んだ変態は、許せなーい！　体操着買いかえるために、夕飯のおかずが一週間カレーだったんだから」

　悔くやしそうに、またぴょんぴょん地団駄を踏む。

「以来、あたしは、一度たりとも体操着はロッカーに入れていないわ。私物も全部持ち帰ってるし、防犯ブザーとスプレーは手放したことがないわ。それもリサイクルショップで値切って買ったけどすごい出しゆつ費ぴで、夕飯に一週間もおからを食べ続けたのよっ」

「そ、そうか……。見かけによらず苦労人だな、おまえ」

　是光の額ひたいを、汗が流れてゆく。

「しーこみたいな可愛い子には、国の予算でＳＰをつけてガードすべきだよ」

　と、ヒカルは真ま面じ目めに主張している。

　紫織子は、ふんっと背中を向けた。

「おかげで、あんたみたいな幼女趣しゆ味みの変態の扱いはうまくなったけどね」

「誰が幼女趣味だ、ヒカルと一緒にすんな」

　わめく是光のほうへ、ちょっとだけ顔を向け、

「ひとつ言っておくわ。ヒカルは変態でロリだったかもしれないけど、あたしの前でヒカルの悪口言わないでよねっ、ムカツクから」

「へ？」

　是光は、目を見張った。

　紫織子はピンク色の唇をきゅっと結んで、怒っているような恥ずかしがっているような曖あい昧まいな表情を浮かべている。そうして、それを是光に見られまいとするように、すぐに前に向き直り、さくさく歩き出した。

（今、こいつ、ヒカルのこと庇かばったよな？　変態でロリ……は、しっかり認めたけど、悪口言うなって……）

　ヒカルは、すっかりじぃんとしている。

「しーこ、やっぱりぼくのこと想ってくれていたんだ」

　と、つぶやき、そのあと、とろけそうな顔で是光のほうを見て、

「ね？　ねっ？　今の聞いたでしょ、是光。しーこは根はイイコなんだよ」

　と、のろけまくった。

（うるせーよ、ロリ皇おう子じ）

　耳元で騒さわがれて、是光は顔をしかめた。

　その間も紫織子は表通りをはずれ、人通りの少ないほうへ進んでゆく。

　腰で若草色のポシェットが、ひらひら揺れる。

「おい、どこ行くんだ」

　尋たずねると、立ち止まって周囲を鋭するどい目で見渡したあと、

「あんたはここで待たい機きしてて。あたしがピンチになったら助けるのよ」

「は？　なんだそりゃ？」

　困こん惑わくする是光に、目をちかっと光らせ、ピンク色の唇をつり上げる。九歳の子供とは思えない迫力のある眼まな差ざしだった。

「雀すずめ狩がりよ」

　雀狩りって、バードウォッチングでもするのか？　こんな薄暗い場所に雀なんていんのか？

　詳くわしく聞き出そうとしたときには、紫織子は二つに結んだ髪を跳ね上げ、走っていってしまった。

「是光、追いかけて！　雀狩りはさせちゃダメだよ！　ああああ、やっぱり再開しちゃった。あれほど雀狩りは禁止だって言ったのに」

　ヒカルが珍めずらしく取り乱している。

「雀と戯たわむれるくらい、小学生っぽくていいんじゃねーか」

「違うよ。雀っていうのは──」

　そのとき、きゃっ！　という声がした。

　紫織子の声だ！

　ヒカルが、「あぁ～」と、情けない声を上げる。

　是光は慌あわてて紫織子が去った方向へ走った。

　すると、ごみごみした路ろ地じに紫織子がうずくまり、そのそばでスーツを着た中年男性がおろおろしていた。

「ごめんなさい、おじさん。あたし、急いでいて」

「いや、いいんだよ。それより立てるかい、お嬢ちゃん」

「あっ、痛いっ」

「骨が折れたんじゃ！　救急車を」

「ううん、たいしたことないわ。けど、おじさん、ちょっとさすってくれる」

「えっ」

「お願い……そうしたら、きっとよくなるから」

　紫織子の声が急に弱々しく掠かすれる。それとともに相手の声も、しだいに上うわ擦ずってゆく。

「そ、そうかい……じゃあ」

「あっ、おじさん」

（おいおいおいおいっ！　なにをやらかしてんだ！）

　是光は、眉をつり上げ叫んだ。

「やめろぉっ！」

　すると、紫織子の足にふれようとしていた中年男性が、びくっと肩を跳ね上げた。

　さらに、是光を見て青ざめる。

「あわわわ」

「お兄ちゃん！　このおじさんが、無理矢理えっちなことしたの！」

　足を怪け我がしていたはずの紫織子が、ダッシュで是光に駆かけ寄よりしがみつく。

「い、いや。私はなにも──その子がさすってと言うから」

「おじさんは、あたしにヘンなとこ、さわらせようとしたの」

「ち、違うっ」

　男性は気の毒なほどうろたえている。ヒカルが、是光の隣となりで頭に手をあてている。是光が口を開こうとすると紫織子がそれを制するように叫んだ。

「ダメっ！　お兄ちゃん！　いくらこのおじさんがあたしにえっちなことしたからって、このまえみたいに、ぼこぼこの半殺しにしちゃったら、また少年院に入れられちゃうよ。いくらお兄ちゃんが、少年院に入るのが五回目で、組の人からスカウトされてるからって、おじさんの頭かち割ったり、骨とか折ったりしちゃダメぇぇぇっ」

（誰が少年院に入るの五回目だっ！）

　ヤンキーだホモだと言われている学園でだって、そこまでひどい噂うわさを立てられたことはない。

　しかし男性は、ひぃぃぃと叫び、土ど下げ座ざした。

「すみません、すみません」

「お願いっ、お兄ちゃん。おじさんを許してあげて。おじさんが治ち療りよう費ひをくれたら、お兄ちゃんも面めん子つが立つよね。そしたら、おじさんの生爪をはがしたり、おなかに焼きごてとかあてて、ドラム缶につめて、海に放り投げたりしなくてすむよね」

　その言葉を聞くなり、男性は財さい布ふを取り出し、そこから紙し幣へいを数枚抜き取り、

「こ、これでどうかご勘かん弁べんをっ！」

　と差し出した。

（そういうことかよ）

　是光はようやく合が点てんがいった。

　怪我をしたふりをして、すけべそうな中年に介かい抱ほうさせるように仕向けて、そこに強こわ面もての是光が乱入し、治療費をふんだくる──小学生のくせに、とんだ女詐さ欺ぎ師しだ。

「ありがとう、おじさん」

　天使のように愛くるしい笑みを浮かべて紙幣を受け取ろうとする紫織子の手を、是光はがしっとつかんだ。

「なっ」

　紫織子が目を見開く。

「おい、こいつはどこも怪我してねーから、その金しまって、とっとと行け」

「ちょ、ちょっと、お兄ちゃ──なに言ってんのよ」

「行け！」

「ひぃぃぃぃ、すみません、すみません」

　中年男性はよろめきながら立ち上がり、あっという間に走っていってしまった。

「あああああああっ、あたしの雀を、バカ犬が逃がしちゃった～～～～～～！」

　紫織子が半べそで叫ぶ。

　それから手をぱしっと払い、小さな顔を思いきり上げて、つま先立ちで是光にくってかかった。

「なんてことしてくれるのよっ！　せっかく、うまくカゴに誘いこんだのに！」

「バカヤロー！　なにが雀狩りだ！　雀ってのはオヤジのことかよ。おまえのやってることはただの詐欺だ！　犯罪だ！　警けい察さつにつかまるぞ」

「是光、もっと言ってやって！　レディはナイトにかしずかれて守られているものだって。ただ気高く微笑ほほえんでいるだけで、周りの人たちを幸せにするんだよって、あんな中年太りのおじさんに、気安く太ももを見せたりしちゃダメだって」

「警察になんか、つかまらないわよっ」

　紫織子が、頰をふくらまして言い返す。

「小学生にふらっときてお金をとられたなんて、自分からすけべなロリコン親父ですって告白するようなものだもの！」

「大人なめんじゃねぇ！　本気で襲おそってきたら、どうする気だ！」

「そのときのために、あんたがいるんでしょう！　バカ犬！」

「ざけんな！　犯罪の共犯なんてやってられるか！」

「犬の分ぶん際ざいでご主人様に逆らうの！　あんたがロリコンの変態だって証しよう拠こを、バラまいてやる」

「あーくそっ！　汚ねーぞ、てめぇ！　つか、携帯寄よ越こせ！　この場で消去してやる」

「残念でした。とっくにメモリに保存して、家に隠してあるわよ」

「くぅぅぅぅ、なんて悪知恵の働はたらくガキだ」

「わかったら、おとなしく言うことを聞きなさい。あんたなんか、雀狩りくらいにしか使えないバカ犬なんだからっ」

「なんだと！」

「ちょ、ちょっと、二人ともヒートアップしすぎ」

　ヒカルが慌てて割って入る。

　けれど、是光も紫織子もお互い一歩も引かず、睨にらみあっている。

　と、ヒカルが叫んだ。

「あっ！　しーこの肩にガラガラヘビが！」

「はぁ？　どこにヘビがいるって？」

　是光が喧けん嘩か腰ごしに返したとき、

「！」

　紫織子が、ぴょーんと飛とび退のいた。

　真っ青な顔で、自分の体や足元をきょときょと見おろし、それだけでは足りず、くるくる回りながら、手で、胸や肩や腕を、ぱたぱた叩たたく。

　その様子を是光は茫ぼう然ぜんと見ていたが、やがてぼそっと、

「ヘビが」

「！」

　紫織子がまた、飛び退く。

「おまえの右足に」

「！」

　半泣きで、右足を振る紫織子。

「苦手なんだ、ヘビ」

　そうつぶやくと、真っ赤な顔で是光を睨み、

「ににににに、苦手じゃないわっ」

　と、主張する。

「しーこは五歳の頃、縁えん側がわで昼寝をしていて目を覚ましたとき、顔の上をヘビが這はっていて、それからにょろにょろしたものがダメになったんだ。給食でうなぎの蒲かば焼やきが出たとき、はじめて食べ残しをしちゃったことをものすごく悔しがってて、あのときのしーこは涙目で可愛いかったな」

「そうか、うなぎもダメか」

「～～～～っ！」

　紫織子はますます追いつめられた顔で、是光を睨みつけ、

「ひ、ヒカルに聞いたのねっ。べ、別に、うなぎなんて高級品一生食べなくたって家計的に全然困らないし、かえって大助かりだし、へ、ヘビだって、今はそんなに怖くないんだからっ」

　と、強がった。

　そんな紫織子を、ヒカルはにこにこと見つめている。

　是光もヒカルのおかげで頭が冷えた。

　壁かべ際ぎわで硬直している紫織子に、静かな口調で言った。

「あのな、おまえの家のこととかも、ヒカルからちょっと聞いてるから、おまえが体を張ってでも金を稼かせがなきゃって思う気持ちは、わからんでもない。けど詐欺はダメだ。新聞配はい達たつとかしたらどうだ」

　紫織子がぴくりと体を震ふるわせ、頰をこわばらせる。

「……断られたもの」

「え」

「法律で、中学一年生の誕生日まで雇やとえないって」

「そ、そうなのか」

「それに……新聞配達じゃ、足りないものっ。もっといっぱいお金が欲しいんだもの」

「ぼくも反対！　しーこみたいな美少女が、朝の薄暗い時間から新聞配達なんかしてたら誘ゆう拐かいされちゃうよ。あっ、皿洗いとかもやめてよね。しーこの白魚のような指が荒れちゃう！　ファーストフードの店員も、制服超似に合あいそうだけど、ヘンなお客にからまれそうだし、本屋さんも結けつ構こう重労働だし」

（～～～この、過か保ほ護ご皇子）

　是光は、思いきり顔をしかめた。

　それを見た紫織子も、反抗的に唇を尖らせる。

「っっ、なら芸能界とかどうだ。おまえ演技力あるし、子役とかイケんじゃねーか」

　これはなかなか良案に思えた。

　絶ぜつ滅めつを危き惧ぐされるほどの美少女という点はヒカルのお墨すみ付つきだし、この度ど胸きようの良さなら、ああいう業界でもやっていけるだろう。

　ところが紫織子は、なんてバカなことを言う犬なのかというように、軽けい蔑べつしきった目になった。

「やっぱり犬は犬ね。そんなくだらないことしか言えないんだから。子役の芸能人なんて、稼いだ分はほとんど事務所に搾さく取しゆされて、本人の取り分なんてそれこそ雀の涙程度なんだから」

　と、一いつ蹴しゆうした。

　さらに、

「あたしのママは、十三歳で大手事務所にスカウトされて、アイドルデビューする直前までいったけど、十四歳でどこの誰ともわからない男の子供を妊にん娠しんして、十五歳であたしを産んで死んじゃったのよ。まさに転落の一いつ途とよっ。あたしは、いくら甘い言葉を並べられたって、芸能人にだけはならないわ！」

　と、きっぱり断言する。

　目が完全に据すわっていて、顎あごをくいっと反そらしている。二つに結んだ長い黒髪が風に吹きなびき、バックに尖った灰色の岩山かなにかが、ど────んと出現しそうな迫力だ。

　ハードな生い立ちをこうも力強く語られて、言葉を失う是光に、九歳の少女は世の辛しん酸さんをなめきった中年男性のような乾かわいた笑みを、フッと浮かべる。

「要するに、あたしのこの変態を引き寄せずにいられない愛くるしさを充分に生かして大きく稼ぐには、雀狩りしかないということよ。だから、あんたは犬らしく主人の命令に従ってなさい。今度、余計なこと言ったら、保健所に引き渡すからねっ」

　そうして、

「今日はもう帰るわ。夕方のタイムサービスに遅れちゃう」

　と、背中のランドセルと若草色のポシェットを果か敢かんに揺らして、走っていったのだった。

「おい、ヒカル、あいつ簡単に改心しそうにねーぞ。なんつーか、小学生のくせしてハードボイルド？」

「そこをなんとか！　ぼくも、しーこの弱点を提供するから」

「弱点、ヘビ以外にもあんのか？」

「しーこは耳が弱い。ちょっと息を吹きかけただけで、ものすごくくすぐったがるんだ。それと、絵が下へ手ただ。図工の宿題でしーこが描いてた桜の木は、ピンクのブラックホールにしか見えなかった。おなかがすきすぎると、骨が溶けたみたいに、ふにゃふにゃになる。ぼくが冷蔵庫に入ってた人にん参じんの皮を捨すてたら、きんぴらにする予定だったのにって、毛を逆立てた猫みたいに怒って、三日も口をきいてもらえなかった。好物はバウムクーヘンで、巻いてあるのをちまちまはがしながら食べてるときは、幸せそうににこにこしてて可愛いんだけど、本当はお行ぎよう儀ぎが悪くてレディらしくないからやめさせたいんだよね。それと、髪を伸ばしているのは非常時に切って売るためで、けど、最近の日本では髪を買い取ってくれるところはないことに気づいてない。きっと真実を知ったら『若草物語』のジョーをリスペクトしているしーこはショックを受けるだろうと思うと、ぼくの口からは、なかなか伝えにくくて……」

「もういい」

　是光は、友人からそっと顔をそむけた。

（全然使えねー）

　路地裏は、建物の隙すき間まから射し込む夕日に染まりはじめている。

　どうも今度のヒカルの〝心残り〟も、一ひと筋すじ縄なわではいかなそうだ。

　けど。

　紫織子がヘビを怖がって、半べそでぱたぱた肩を叩いていたことや、強がって赤い顔で是光を睨んでいたことを思い返しながら、つぶやいたのだった。

「まぁ、根こん気きよくしつけるしかねーか。おまえが言うように、ちっとはその……可愛いとこもあるみてーだしな」
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　翌日の休み時間。

　是光は『はじめての猫の飼い方』という本を読みながら、校内の廊下を歩いていた。

（──犬と違い猫には服ふく従じゆうという概がい念ねんがなく、主人の言いつけを守らなければという義務感を持たない。猫にとって重要なのは、自分がいかに安全に快適に過ごせるかである。そのため猫のしつけは非常に難むずかしく、まず……）

「ねぇ、是光」

　隣を歩くヒカルが、遠えん慮りよがちな口調で言う。

「しーこのこと、本気で考えてくれているのは嬉うれしいんだけど、なんで『猫の飼い方』をそんなに熱心に読んでるの？」

「ちょうど家にあったからだ」

　眉み間けんに皺しわを寄せページを凝ぎよう視ししながら、低い声で答える。

「それ、こるりのために買ったんだよね」

「ああ、けど考えてみりゃ、こるりは賢かしこいからしつけとか必要ねーし、古本屋へ持ってくのもなんだから、有効利用しようと思ってな。あいつも猫みてぇなもんだろ」

「確かにしーこは猫っぽいけど……」

　ヒカルが口ごもり、それから小声で、猫のしつけと女の子の教育を一緒にするのは斬ざん新しんすぎなんじゃ……とか、ぼくはしーこを、猫じゃなくて麗うるわしいレディに育て上げようと思ってて……などと、ぶつぶつ言っていた。

「なるほど、猫が悪いことをしたときは、その場ですぐ叱しからなければいかんのだな。あとで叱っても、猫には意味がわからない。それと大声を出すと敵と見なされるので、静かな優しい声で根気よく──」

　是光が、しかめっつらでつぶやいたとき。




「赤城くん」




　恥ずかしそうな、やわらかな声に呼び止められた。

　顔を上げて立ち止まる。

　すると、左さ乙女おとめ葵あおいがほんのりと頰を染めて微笑んでいた。

　さらさらの長い黒髪が、小柄でほっそりした体を上品に包んでいる。黒目がちの瞳はおだやかに澄んでいて、透すきとおるように白い肌も、内側から健康的に輝いている。

「よぉ」

　是光は自然と優しい眼差しになった。

　多分、是光のかたわらにいるヒカルが、そんな目で葵を見ているからだろう。

　葵はヒカルの幼なじみで、婚約者だった。ヒカルが生きていた頃は、ヒカルのあまりのハーレム皇子っぷりに怒って、嫌みばかり言っていた葵だが、是光がヒカルの本当の気持ちを伝えてからは、こんなやわらかな女らしい顔を見せてくれるようになった。

　もともとお姫様のように愛らしい美しい少女であるが、この短期間で、会うたびに大人っぽいやわらぎや豊かさが加わって、ますます魅み力りよく的てきになってゆくようだった。

　葵を見ていると、是光まであたたかな気持ちになる。

「一年の廊下で会うなんて、珍しいな」

「えーと……ちょっと部活の用がありまして」

　一瞬もじもじして、うつむいたが、

「そっか」

　是光がおだやかな目で言うと、またはにかむような表情になり顔を上げ、

「あの、赤城くん、猫を飼いはじめたんですか」

　是光が持っている本を見て、尋ねた。

「あ、その……ま、まぁな」

　以前、葵の心を開くために、是光は猫好きをアピールし、川で溺おぼれかけていた子猫を四匹も救って育てていると、大ぼらを吹いたことがある。

「あー、なんつーか、猫って難しいな。なに考えてんのかよーわからんつーか。こっちが必死にあれこれしてやっても、つーんと横向いてどっか行っちまったり。おとなしくしてるかと思ったら、急に尻尾しつぽ立ててふーふー唸ったり」

　頭の中に浮かぶのは、こるりではなく紫織子だった。

　葵は、是光が以前に子猫を育てていると話していたことには触ふれず、

「ふふ、けど、そういうところが可愛いのですよね。いなくなったと思ったら、いつのまにか側そばにいて、丸くなっていたり」

　と首をかしげ、しとやかに微笑んだ。

「わたし、猫ちゃんのおもちゃや、生活グッズを扱っているお店を知ってます。ねずみのぬいぐるみとか、フェルトの毬まりとか、猫ちゃんが好きそうなものがいっぱい置いてあるんですよ」

「へぇ、そんな店があるのか」

「よかったら、放課後一緒に行ってみませんか」

　葵が是光の反応を気にするように、そっと見つめる。

「案内してくれんのか？」

　是光が乗り気だとわかると、嬉しそうな笑顔で、「はい」と答えた。

　是光の横で、ヒカルも光がこぼれるような笑顔になる。葵が明るく過ごしているのが、嬉しいのだろう。

（こいつは葵を見ているとき、一番いい顔をするな）

　ヒカルの能天気さや、世間知らずな坊ちゃんっぷりに振り回されても許せてしまうのは、こんな優しい甘い表情を浮かべることを、知っているからかもしれない。

　ヒカルの澄んだ想いが是光の心にもじわじわと伝染して、是光もまた普段より晴れやかな顔つきになる。

「じゃあ、今日の放課後とか。あっ、でもあんた、部活とかあったっけ」

「いいえっ、大丈夫です。美術部はお休みします」

　葵は急いで言ったあと、急に赤くなり、

「あの……赤城くんに、ご相談したいことも……あるので」

「なんだ？」

「今ここではちょっと……ほ、放課後、お話ししますからっ」

　謎なぞな台詞せりふを残し、ぱたぱたと去っていった。

「俺に相談ってなんだ？」

「さぁ」

　ヒカルも不ふ可か解かいそうな顔をしていた。
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　同じ頃──。

「見ちゃいました」

　廊下の曲がり角のこちらで、近江おうみひいなは、携帯を片手ににんまりした。

「なんなんでしょうね～、赤城氏のあのおだやか～な眼差しは。それに、なんなんでしょうね～、葵の上のあの意味深なお言葉と、恥ずかしげ～な微笑みは」

「う、噓うそでしょう……！　葵の上は、赤城を振ったんじゃなかったの？」















　同じように曲がり角にはりつきながら、式部帆夏は青ざめている。

　勢いで是光に告白もどきをしてしまったものの、この数日、意識しすぎてまともに話をすることもできずにいた。

　自宅のベッドで枕まくらを抱きしめ、「どーしよう」「あー、言うんじゃなかったー」「赤城は奏かな井いさんがオーストラリアへ行っちゃって、落ち込んでたのにぃぃぃ。絶対、引かれてるー」と、ごろごろ転がるほど悩んでいたのだ。

　なのに、まさか葵と、今さらいい雰ふん囲い気きだなんて。

「あれって、もろにデートの約束ですよね。うわ～、これは身分差カップル誕生もアリかもしれませんよ」

「！」

　ひいなの言葉に、心しん臓ぞうがドキッと音を立てる。

　カップル誕生!?

（けどっ、赤城は、奏井さんと別れたばかりで──。そんなに簡単に他の人となんか。ああ、でも、赤城は最初は葵の上のことが好きで、アタックしまくってたんだっけ。それで葵の上に失恋して、今度は奏井さんのことを好きになって──）

　それだけではない。

　是光は、あの頭条俊しゆん吾ごとも、先日、学校の廊下で熱い視線を交わしあっていたと噂になったばかりだ。

　みちるに、『赤城くんが頭条先輩とホモってた！』と、知らされたときは、足元がぐらりと揺れたような気がした。

　もしかして、奏井さんがいなくなったショックで、男の先輩に走ったの？

　頭条は奏井夕雨と噂のあった、貴族階級の上級生だ。頭脳明めい晰せきで人望もあり、イケメンでもある。同じ女の子を好きになった縁で、お互いの傷しよう心しんを慰なぐさめあううちに、自然とそういう関係になってしまうこともありえるのではないか？

　帆夏が登録している携帯小説のサイトにも、そんなボーイズラブ系の小説が山のようにあった！

　──あたし、男に負けたの!?

　頭をハンマーで思いきり横よこ殴なぐりされたように、愕がく然ぜんとした。

　いいや、そんなことはない。きっとなにかの間違いだと、是光に直接問いただそうと下駄箱の前で待ちかまえていたが、本人を前にすると、やっぱり心臓がばくばく荒れ狂って、呼吸困こん難なんに陥おちいり、

『やっぱりいい！』

　走って逃げてしまったのだった。

　自宅でブログの更新をしながら、『不ふ審しんすぎだよ～～～～』と、回かい転てん椅い子すの上で身み悶もだえ、何度もくるくる回った。

　それでも、是光は男に走ったりしないと信じていたのに──。

（葵の上と、いい雰囲気だなんて～～～～）

　附ふ属ぞく幼よう稚ち園えんから大学まである平へい安あん学園において、附属幼稚園出身者は〝貴族〟と呼ばれている。その中でもトップクラスの家いえ柄がらと、それにふさわしい容よう貌ぼうと気品を備そなえた葵は、まさに高たか嶺ねの花だ。

　中等部入学組の帆夏では、勝負にならない。

（葵の上、頰とか染めちゃって嬉しそうに赤城と話していて、まんざらでもないって感じだった。葵の上が赤城のこと好きになったら、絶対かなわないよー。こんなことなら、頭条先輩とデキてたほうがよかった）

　無邪気に話しかけてくるひいなの言葉もすでに耳に入らず、廊下の角にへばりついて、ぐるぐる考える。

　正直、是光への気持ちは、いまもよくわからない。

　やっぱり好きなんだと思うそばから、そんなことない、あんなやつ好みじゃないと、否定する気持ちもわいてくる。

　顔が沸ふつ騰とうしそうに恥ずかしかったり、甘あま酸ずっぱい感情でいっぱいになったり、サンドバッグを蹴りまくりたいほど腹が立ったりする。

　けど、葵と仲良く話しているのを見てしまうと、たまらなく胸がズキズキした。

（赤城のバカ、怨おん霊りようより怖いヤンキーとか言われてるくせに、そんな優しい目で女の子を見つめるなんて、反則だよ）
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（なんか俺たち、浮いてねーか。いや、主に俺が……）

　放課後。

　葵の行きつけのペットショップで、是光は居い心地ごこち悪そうに肩をすくめていた。

　ピンクと空色の壁紙が貼はられたメルヘンな店内には、お菓か子しの家のようなペットのお部屋だの、可愛い絵入りのペット用の皿だの、動物の形のマットだのが並んでいる。

　その間を、深しん窓そうのお嬢様といった外見の葵が、長い黒髪を揺らし、上品な制服のプリーツスカートの裾すそをひらひらさせて、目を輝かせて歩き回る。

「わー、この猫ちゃん用のおトイレ、可愛いです。ほら、赤城くん、このシートがひんやりしていて、夏も快適なんですよ。あっ、こちらの伸びるトンネルは、うちのシェルブールもお気に入りなんです。こちらの穴から、もぞもぞもぐってゆくんですよー。シェルブールはちょっとおでぶちゃんなので、途と中ちゆうでつかえてしまうんですけれど、それも楽しいらしくて、トンネルにはまったまま絨じゆう毯たんに仰あお向むけに転がっていたりして、わたしが引っ張り出そうとすると、もう少しこのままでいるって、ぶもぶも鳴いて抗議するんです」

　商品をひとつひとつ手にとり、あふれるような笑顔を是光に向け、話しかけてくる。

　これで是光が爽さわやかな男子高校生なら、猫好きの微笑ましいカップルとなるかもしれないが、ばさばさの真っ赤な髪に、きつくつり上がった眉に、引きつった頰で、眼光も鋭く、「ああ」とか「うう」とか、ドスのきいた声で相づちを打つ様子は、ヤンキーにしか見えない。店員も、他の客も、一体どういう組み合わせだというように、是光たちのほうをちらちら見ている。

　遊園地へ行ったときは、ヒカルのプレゼントを渡すのに必死で気づかなかったが、（葵は、俺には不ふ釣つり合あいな女なんだな）と是光は自覚した。

　帆夏が『あんたバカ？　フラレるに決まってるじゃない』と、叫んでいたわけだ。

（まぁ、葵は楽しそうだし、ヒカルも嬉しそうだからいいんだが）

　葵が笑っていて、ヒカルもおだやかに微笑んでいる。

　葵を見つめるヒカルの、甘い眼差し。

　愛いとおしげにほころぶ唇。

　幸福が光の粒子になって、ヒカルの周囲をきらきらと舞まっているようで、是光も甘い気持ちになる。

（ずっとそんな顔してられたらいいのにな、ヒカル）

（葵もおまえも、こんな風に、うんとくつろいで、笑っててさ）

　満ち足りた気持ちのまま、こるりにねずみのぬいぐるみと、葵のおすすめの伸びるトンネルを買って、喫きつ茶さ店てんへ移動する。

　葵は紅茶にミルクをたっぷり注そそいだあと、シュガーポットを横目でちらっと見た。

　是光はシュガーポットをつかんで、葵の前に置いてやった。

「砂糖、入れるんだろ」

　葵はちょっと目を丸くし、

「はい」

　と笑顔になり、金色のスプーンで砂糖をふたつ入れた。

　葵の隣の席に座り、頰杖をついて葵を見ていたヒカルが、さらさらと落ちてゆく砂糖のように口元をさらにゆるめる。

「珈琲コーヒーや紅茶に、お砂糖を入れるのは子供っぽいと思っていたのですけれど、やっぱり、甘いほうが好きなんです」

　そうささやいて、葵は一いつ生しよう懸けん命めいカップを吹いてさましたあと、口に含んで、

「美お味いしいです」

　と、目を細めた。

　ヒカルも同じように、目を細める。

　まるで、葵とヒカルと是光の三人で、ひとつのテーブルで仲良くお茶を飲んでいるような気がした。

（ヒカルが生きてたら、こういう風景もあったかもしれねーんだよな……）

　友達と、その恋人と──三人で。

　想いあう二人にあてられて、おまえらいい加か減げんにしろ、俺の前でいちゃつくなとぼやきながら、それでもこそばゆくてゆったりとした、幸せな気持ちで……。

　ヒカルの体は、ここにはない。

　葵に向けられている幸福な眼差しも、是光にしか見えない。

　ヒカルの眼差しの中に、わずかに浮かぶ切なさに気づいたとたん、胸の奥が擦こすれた。

　幸せな気持ちが幻まぼろしのように去ってゆき、代わりに体中をしめつけるような痛みがやってくる。それを振り払い、是光は尋ねた。

「そういや、俺に相談って、なんだったんだ」

　すると葵は、ぴくんと肩を跳ね上げ、急にうつむいてもじもじしはじめた。

　ヒカルが心配そうな目になる。

「その……俊吾兄様が」

「頭条？」

　そういえば、頭条俊吾は葵のはとこだとヒカルが前に話していた。葵は『俊吾兄様』と呼んでいるらしい。

　葵は何度か声をつまらせ、しゃっくりでもしているように息を飲み込んでいたが、おずおずと視線を上げて、つぶやいた。

「俊吾兄様が、赤城くんになにかその……おっしゃいませんでしたか？」

「ああ。頭条なら、この前、廊下で声をかけられたぜ。まぁ、なんかヘンなこと言ってたな」

　そのおかげで、ホモだとささやかれているわけだが。

　つい、口をむすっと閉じて、しかめっつらになったとき、葵の手元でティーカップが、がちゃん！　と鳴った。

「そ、それは、全部俊吾兄様の誤ご解かいですからっ」

　葵が目を白黒させて訴うつたえる。

（なんだ？　誤解って？　俺に告白したって噂が立ってることか？　そら、確かに誤解だが）

「俊吾兄様は、理性的で落ち着いて見えますけど、意外とうっかりさんなんです。なので、今回も勝手に先走って……わたしは、『絶対ありません』って申し上げたのに」

「ありませんって、なにがねーんだ」

（ホモのことか？）

「な、なんでもありませんっ。とにかく、俊吾兄様のことは信用しないでください」

　葵は一人でうろたえているようだった。真っ赤な顔で、口をあうあう動かしている。

　一方是光も、葵の言っていることがいまひとつわからず、

（はとこの兄ちゃんが、俺とデキてるって噂されて、心配してんのかな……）

　と、考えていた。

　ヒカルも、顔いっぱいに驚おどろきを浮かべて葵を見ている。葵の瞳をじっと見つめて、葵の心の中にあるものを確かめようとしているようだった。

　葵は両手を頰にあて、またうつむき、

「そ、それで……今のはご相談というより、釈しやく明めいで……そのもうひとつ、個人的に大事なご相談が」

　と、蚊かの鳴くような声で言った。

「実は、ヒカルのことで……朝あさちゃんが気になることを言っていたんです」

　ヒカルの表情がまた動く。

　今度は少し、頰がこわばったようだった。

「斎さい賀がはなんて言ったんだ？」

　是光の声も、つられて真剣になる。

　葵はうつむいたまま、迷うようにつぶやいた。




「恋が……ヒカルを殺したんだって──」




　喉のどを、ぎゅっと絞しぼり上あげられたような気がした。

　おずおずと顔を上げる葵の隣で、ヒカルは暗く険けわしい目で、じっと空くうを見つめている。

　葵が胸にわだかまる気持ちを吐き出すように、しゃべり出す。

「ヒカルは事故死だったはずなのに、朝ちゃんはそう思っていないような口調でした。ヒカルが殺されたというチェーンメールが流れたとき、わたしはいたずらだと思っていました。けど、朝ちゃんの言葉を聞いて、本当は、事故ではなかったのかもって……朝ちゃんはわたしより、ヒカルのことをよく知っていたから……」

　ヒカルのまつげが下がり、瞳がどんどん暗くなってゆく。それを見ている是光の心臓の鼓こ動どうも痛いほどに高まり、耳のあたりがキーンとした。




　ヒカルは、本当に事故死だったのか？




　それは、是光もずっと気になっていた。その話になると、ヒカルはいつも話をそらすか、こんな風に暗い顔で黙り込む。

　まだ話せないことがあるのだと──ヒカルは是光に言っていた。自分の中で整理がついていないし、言えばきみを混乱させるからと。

　だからその件に関しては、是光のほうから尋ねることはすまいと決めていた。

　ヒカルが話したくなるまで待つと。

　けど、葵は、ヒカルが葵の言葉を今このとき、聞いていることを知らない。

　このままヒカルの前で、葵に話を続けさせてもいいのか？

　婚約者が自分の死の謎について語るのなんて、キツイんじゃねーか。

　是光は、葵の言葉を断ち切るように叫んだ。

「猫のトイレのことなんだがっ！」

　葵の声が止まる。

　そのままぽかんとしたように、目を見開いている。ヒカルも茫然としている。是光は、喘あえぐように続けた。

「そ……そのっ、トイレの砂は……何日おきくらいでとりかえるもんなんだ？」

「え、えっと……取り替えるというより、少なくなったら足してあげる感じで……」

　葵がぼーっとした声で答える。

「そっか。ひっくり返して総取っ替えするわけじゃねーんだな！」

　また、声を張り上げる。

　が、周りの客が全員、自分たちのほうを見ていることに気づき、

「声でかかったな……スマン」

　と、身を縮ちぢめた。

「あのよ……ヒカルのこと、あんまぐちゃぐちゃ考えんな。ヒカルも自分が死んだあとまで葵を悩ませたり苦しめたりすることなんて、望んでねーよ。それより、ヒカルの絵を超カッコよく描いてやれ。そしたら、ヒカルも絶対喜ぶから」

　葵は泣きそうな顔になり、手をきゅっと組み合わせた。まだ少し納なつ得とくのいっていないような表情を浮かべたが、

「そうですね」

　と、耐えるように微笑んだ。

「……ありがとう、是光」

　ヒカルが、是光を感謝のこもる眼差しで見つめた。

「あ、でも、猫ちゃんの排はい泄せつ物ぶつはそのつど捨ててあげなきゃですし、おトイレも綺き麗れいにしておかないと、猫ちゃんにお掃そう除じしてって催さい促そくされちゃいますよー」

　葵が一生懸命に明るい声で言ったとき。

　ポケットで携帯が震えた。

　引き出して着信を確認し、顔をしかめる。

　紫織子からだ。あとでかけ直そうかと思ったが、やはり気になって、

「悪わりぃ」

　立ち上がってトイレのほうへ向かいながら、通話に切り替える。

　すると、涙まじりの悲鳴のような声が耳に飛び込んできた。

「犬っ！　今すぐ来て！　助けてっっ！」





　　　　◇　◇　◇






　葵に頭を下げて喫茶店を飛び出し、紫織子が泣きながら告げた場所へ、息を切らして駆けつける。

　紫織子からの通話は、あれきり途と絶だえていて、なにがあったのかと気が気ではなかった。

　ヒカルも、険しい顔で「急いで！　是光」とせかしている。

（くそぉ、どうせまた、雀狩りとかしやがったんだろう。昨日、もっとびしっと言ってやればよかった）

　嫌な想像ばかりが頭に浮かんで、胃が削けずれるようだった。

　どうか無事でいてくれと祈りながら、薄暗い倉庫に辿り着いてみると、紫織子が背広を着た中年男に、のしかかられていた。

　ヒカルが青ざめる。

「しーこ！」

「っっ！　このロリコン野郎！」

　是光は男の襟えり首くびをつかんで紫織子から引き離し、腹に膝ひざ蹴げりを入れ、顔を横から殴りつけた。

「うわあああ、待ってくれ。私は」

「うるせぇ！　とっとと失うせろ！」

　男は鼻と口から血を流し、走っていってしまった。

「おい！　大丈夫か！」

　叫びながら抱き起こそうとすると、頰で、ぱちん！　と音がした。

　へ？

　是光の腕の中で、紫織子が口を尖らせて睨んでいる。

　襲われていたわりに、ずいぶん元気そうだ。

　怪我もなく、ランドセルを背負い、若草色のポシェットを提さげていて、服もブラウスのボタンが上二つほどはずれている程度で……。

（あれ？　こいつ、電話で泣いてなかったか？）

　そんな疑問がわいたとき、

「バカ犬っ！」

　と鼻先で思いきり叫ばれた。

　紫織子が、顔がくっつきそうな距きよ離りでわめき出す。

「また治療費をもらう前に、雀を逃がしちゃったじゃないのっ！　とっとと失せろとかカッコつけて言う前に、治療費の交渉して、払うもん払ってもらわなきゃダメじゃないのっ！　それに、また首輪もつけてないし！　本当に役立たずねっ！」

「お、おまえ、助けてって……泣いてて」

　紫織子は小さな手で、是光を押しやって立ち上がると、ふんっと鼻を鳴らした。

「雀一匹狩れないバカ犬でも、飛び道具代わりになるかと思って呼んであげたのに、二度も邪じや魔まされるなんて思わなかったわ」

　騙だまされた──。

　ようやく気づいて、頭の内側がカァァァァッと熱くなる。

「ま、まぁ、是光。しーこが無事だったんだから」

　是光の怒りのボルテージが上昇してゆくのを察さつし、ヒカルが慌てて取りなそうとする。

　しかし、メーターはすでに振り切れていた。

　こぶしを握って立ち上がる。

「バカヤロー！」

　倉庫の薄い壁がぴしぴし振しん動どうするほどの声で怒ど鳴なると、紫織子はぎょっとしたように大きくのけぞった。

　是光は、怯おびえる紫織子のほうへ顔をぐっと近づけ、眉をつり上げ、こめかみに青筋を立て目を血走らせ、なおも叫んだ。

「おまえが泣いて助けてって言うから、無茶苦茶心配したんだぞ！　人の気持ちをもてあそぶなっ！　子供は学校が終わったら家に帰って宿題でもしてろ！　クソガキ！」

　紫織子の目に、はっきりとした怒りが走ったのは、そのときだった。

　大きな瞳に、ぎらっと青白い光が閃ひらめき、是光が目を見張った次の瞬間、華きや奢しやな両腕が伸びてきて、是光の顔を、がりっと引ひっ搔かいた。

「うげっ！」

　子供とはいえ、伸びた爪で目の上から思いきり縦に引っ搔かれ、バカにできない痛みが走り、顔が熱くなる。

　まるで、唐とう辛がら子しを振りかけられたみたいだ。

「わっ！　是光！」

「あたしは、子供じゃないっっっ！」

　紫織子が激しい口調で叫ぶ。

　両手で顔をおおって、地面にのたうちながら、指の隙間から汗のにじむ目で必死に見つめると、そこに一瞬映った紫織子は、眉をぐっとつり上げ唇を嚙かみしめていて、何な故ぜだか哀しみをこらえているようにも見えた。

「あたしに説せつ教きようするなっ！　役立たずの腐くされ犬！」

　鋭い罵ば声せいを浴びせ、是光のおなかを踏んづけ、赤いランドセルと若草色のポシェットを揺らして、走っていってしまった。

「くぅぅ……俺が腐れ犬なら、おまえは暴あばれ猫だ」

　唐辛子を振りかけたようにひりひりと痛む顔面から、ようやく手をはなした是光に、ヒカルは微妙に視線をそらしながら、つぶやいたのだった。

「えーと……きみの顔、いつもより男前になってるよ、是光」





　　　　◇　◇　◇






　翌朝。

　学園へ向かう土ど手て道みちを歩く是光は、いつも以上にすさんでいた。

　昨日、紫織子に引っ搔かれた部分が痣あざになってしまい、縦に線がいくつも引かれているような、奇き怪かいな顔になっている。

　こんな顔で、すさむなというほうが無理だ。

　登校中の他の生徒たちは是光を見て、びくっとし、そのあとどうしても気になるというように、おずおずと盗み見て、ひそひそとささやきあった。

「くそぉ、あのガキのせいで、朝っぱらから注目の的まとだぜ」

　唸る是光に、隣を歩くヒカルがフォローを入れる。

「すぐにもとに戻るよ。それに顔がストライプって、ちょっとお洒落しやれだし」

「どこがお洒落だっ、俺はシマウマじゃねー。お洒落っつーんなら、おまえも今すぐ全身ストライプになってみろ」

「えっと……それは」

　ヒカルがとたんに逃げ腰になる。

「服はイメージで変えられんだろ。上から下まで、しましまのタイツとか、裸はだかにピンクと緑のしましまのペンキとか、いかしてるぜ」

「あの……でも」

　たとえ是光にしか見えなくても、おかしな格かつ好こうをするのは美意識に反するらしい。もごもご口ごもる。

「ふんっ、やっぱり見るにたえねー顔なんじゃねーか。いいかげんなフォローすんなよ」

「いや、見るにたえないって、ほどじゃ。あ……」

　ヒカルがふいに立ち止まる。

　話をしましまからそらそうとしているかと思いきや、土手の上のほうの草むらを、じっと見つめている。

「……紫むらさき君くん子し蘭らんだ。この間まで見かけなかったのに……誰かが、ここに植えたのかな」

　ヒカルの視線を追うと、艶つやのある細長い緑の葉の茂しげみと、そこからまっすぐ伸びた背の高い茎くきと、その先端から吹き出るように咲く青紫の花があった。花は小さなやつが密集していて、ブーケやパラソルのようにも見える。

　ヒカルはどことなく憂うれいをおびた目で、その花を見つめているのだった。そうして、切なそうな表情で、花の前までふわふわ移動すると、愛あい撫ぶするような手つきで、そっと優しくふれた。

　といっても、ヒカルの指はふれた瞬間、青紫の房ふさにめりこんでしまうのだが……。

「子供の頃……ぼくはこの花を、藤ふじの花の生まれ変わりだと思っていたんだよ。藤の花が散ったあと、地上からまた新しい藤が生えてきたんだって……。この花の花言葉は、恋の便りとか……愛いとしい人……っていうんだ……」

　朝の清々しい光の中、透明な眼差しでささやく憂い顔のヒカルは、絵物語に登場する雅みやびやかな皇子そのもので、顔がしましまな是光としては、

「んなの、どうでもいい」

　としか言えない。

「行くぞ」

　花の前から動こうとしないヒカルに、ぶっきらぼうに言い、振り向いたとたん、後方からやってきた帆夏にちょうど出くわした。

「げっ」

　とっさに鞄かばんで顔を隠す。ストライプ柄の顔を帆夏に見られるのが、恥ずかしかったのだ。そのまま、カニ歩きで帆夏から離れようとすると、

「……赤城？」

　あっさりバレてしまった。

「う、うす」

　鞄で顔をガードしたまま、低い声で挨あい拶さつする。

「なんで顔隠してんの？」

　先ほどは一瞬だったので、是光の顔のしましま模様には気づかなかったらしい。

　是光は歩きながら、ぎくしゃくと答えた。

「朝日が、まぶしくてな」

「？　そう？」

　帆夏も歩きながら空を見上げて顔をしかめたあと、うつむいて──つぶやいた。

「あのさ、昨日、葵の上とデートだったでしょ」

「へ？」

「葵の上と一緒にいるとこ、見ちゃった」

　帆夏の声のぎこちない響ひびきに、ドキッとする。

「い、いや、あれはデートとかじゃなくて、猫飼いはじめたんで色々アドバイスしてもらっただけで」

　声が上擦り、汗が吹き出てくる。

（なんで俺は、こいつに言い訳みたいなこと、べらべらしゃべってんだ。くそっ、ヒカル、おまえも未み練れんたらしく花ばっか見てんじゃねぇ）

　横目でヒカルを睨みつつ、早足になる。

　是光の半径三メートル以内から離れられないヒカルは、名残なごり惜おしそうに紫君子蘭を振り返りつつ、是光の横をふわふわ浮いている。

（～～～～っ、早く教室つかねーかな）

　鞄をかかげる手が、いいかげんだるくなってきたとき、いきなり帆夏が是光のほうへ顔を向けて、にっこり笑った。

「よかったね」

「は？」

　鞄の端から帆夏の笑顔を見て、ぽかんとしてしまう。

　帆夏は声まで、さばさばと明るくなり、

「隠すことないよ。葵の上とうまくいったんでしょう？　あの葵の上が、好意も持ってない男子と一緒に歩いたり、お店に行ったりするはずないもん。遠回りしちゃったけど、赤城の気持ちが伝わったんだね。赤城、葵の上じゃなきゃダメだって言ってたもんね。あたしも、あんたのヘリオトロープになったかいがあったね。あっ、あたし、ブログ更新しなきゃ。先行くね」

「式部さん、待って！　是光が葵さんに親切なのは、ぼくが頼んだからで──」

　責任を感じているのか、ヒカルが帆夏を引き止めようとする。

　けど、それとほぼ同時に、是光は帆夏の腕を、つかんでいた。

　帆夏が驚いて振り返る。

　ヒカルも目を丸くする。

「ねーよ」

　震える帆夏を睨みつけ、強い口調ではっきりと言う。

「葵とは、なにもねーよっ！」

　帆夏が、またびくっとする。

（俺は、なんだってこんなムキになってるんだ）

　帆夏は困惑している様子で、じっと是光を見上げている。そうして喘ぐように言った。

「あの……あんた、顔、ヘン」

「顔はどーでもいいんだよっ！　今言うなよっ！　スルーしろよ！」

「スルーできないよ、そんなしましま！」

「しましま言うな！」

　思わず、わめきあってしまった。ヒカルが横で、額に手をあてている。

「と、とにかくだっ、泣きそうな顔で、ああいうこと言うな」

　帆夏がとたんに真っ赤になり、是光の手を、ばっと振り払う。

「な、ななな泣きそうな顔ってなに？　あたしが朝っぱらから、あんたなんかのことで泣くわけないでしょ」

「そう見えたんだから、仕方ねーだろっ。目ぇうるんでるし、口曲がってるし」

「何それ、勝手に思い込まないでよ、キモイ。そ、そそそそれに、女の子の手を簡かん単たんに握らないでよっ」

　是光に握られた手を、もう片方の手でぎゅっとつかみ、弱気なような強気なような表情でにらんだあと、走っていってしまった。

「はーっ、胸が高鳴る展開だったね」

　ヒカルが溜ため息いきをつく。

「残念だな。顔がしましまじゃなかったら、もっとキマってたろうに。女の子はそういうの気にするから、しましまが消えてから再チャレンジするほうが、式部さん的にも幸せかもね。告白されたその日に彼の顔がしましまとか、あまりロマンチックじゃないし」

「おまえ今、しましまって、三回も言いやがったな。それに告白とかしねーから」

「え、違うの？」

　意外そうにまばたきされて、頰がカッと熱くなり、そっぽをむいて歩き出す。

「するわけねーだろ、バカ」

　ヒカルが隣に並ぶ。

「けど、是光は、式部さんに葵さんとのこと誤解されたままなのが嫌だったから、とっさに手をつかんで、引ひき留とめちゃったんだよね」

「……」

「それって、式部さんのこと、女の子として意識してるってことじゃないの？」

「あれは……」

（あいつが、マジに泣きそうな顔してたから。こっちの胸まで、きゅーっとしちまって……）

「っっ、多分、俺は女の涙に弱いんだ」

　吐き捨てるように言うと、ヒカルがまた目をしばたかせた。

　頰が、いっそう熱くなる。

（俺の母親は、いっつも泣いて『ごめんなさい』って謝あやまってばっかだったから……）

「ああいう顔されると、なんかこうズキズキするっつーか……泣くなバカって説教したくなるっつーか。式部を引き留めたのも、式部が好きとか特別とかじゃなくて、きっとそのせいなんだ」

　口にするだけで、また胸がズキズキし、黒い靄もやがたまってゆく。

　泣いてる女も、泣きそうな顔した女も、大嫌いだ。なのに放っておけない。

　ヒカルが、哲てつ学がく者しやのような真面目な顔でつぶやいた。

「理由なんて、いくらでもつけられるものだよ。心が動いたって事実こそが大事なんだと思うけど……ときどき、きみって鈍にぶいのか聡さといのか、わからなくなるよ」

「それはてめぇのほうだ」

　土手道が途切れ、生徒の数も増えてきた。むっつりと口を閉じ、下駄箱の前まで辿り着く。

　すると、先に行ったはずの帆夏が、下駄箱のすぐ脇わきの廊下に、こちらに背中を向けて立っていた。

　ヒカルが、にっこりする。

「ほら、式部さんはきみのこと待ってくれているよ。きっと、『さっきは憎まれ口をきいちゃってゴメンナサイ』って、謝ろうとしてるんだよ」

　そうなのか……と、是光の胸もとどろいた。

　しかし、なにか様子がおかしい。

　廊下に人がやけに多いし、みんな立ち止まってなにかを眺めている。

　よくよく見ると、壁に新聞が貼ってあった。

　さらに目をこらし、仰ぎよう天てんした。




『ヤンキーキングはロリコンだった!?』




　そんな見出しが、でかでかと躍おどっている。

　つま先立ちになり、記事を目で追ってゆくと、さらに汗が吹き出て、体温が上昇してきた。

　そこには『ヤンキーキングこと某高等部の新入生Ａ氏が、小学生女子と倉庫で密会か？』と書かれていて、なんと！　黒い横線で目を塗ぬりつぶした是光が、ランドセルを背負った女の子と抱き合っている（ように見える）写真まで掲けい載さいされていた。

　昨日、紫織子を抱き起こしたときに撮られたようだ。




『このあと、Ａ氏は可愛い子猫ちゃんのご機き嫌げんをそこね、顔を引っ搔かれた模も様ようである。はたしてＡ氏は愛しの子猫ちゃんと仲直りできるのか。記者としても気になるところであり、取材を続けたい』




　などと書かれている！

（どう見ても俺じゃねーか！　この俺がロリコンだって～～～～！）

「是光、落ち着いて、冷静に、冷静に、冷静に──」

　ヒカルが上擦った声で、繰くり返かえす。

「どけっ！」

　是光はヒカルごと、人垣をかきわけた。

　とたんに、

「ロリコンだ」

「ロリ好きヤンキーだ」

「ロリヤンだ」

　と、あちこちでささやきが巻き起こり、是光が力ずくで押しのけるまでもなく、生徒が左右にさーっと分かれ、なんともいえない視線が浴びせられる。

　ハッとして、帆夏のほうを見ると、うつむいて肩をぷるぷる震わせていた。

「～～～～～～っ」

（おい、なにを打ち震えてんだ）

「しき──」

　是光が近づいたとき。

　帆夏がキッと顔を振り上げた。

「マザコンでもホモでも巨乳好きでも、メイドマニアでも本人の自由だけど──ロリコンだけは許せない！　最っ低ぇぇぇぇっ！」

　細い足が宙を切り、是光のみぞおちに蹴り込まれる。

「ぐぇ！」

「是光！」

　体を折り、膝をつく是光の耳に、

「ロリヤン、最低」

　という、いくつもの非難のささやきが聞こえた。
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　その後も是光は、非常に不快な思いをすることになった。

　記事を書いた報道部の近江ひいなは、是光の抗議にけろっとした顔で、

「赤城氏が、葵の上と放課後デートするって情報をつかんで、張ってたんですよね～、途中までいい雰囲気だったのに、赤城氏が急に走って店を出ていっちゃったんで、これはなにかあるって。あ、ちなみにロリの魅力ってなんですか？　ロリに目覚めたのは何歳からですか？」

　と早口で、逆にインタビューしてきた。

　生徒会長で天敵の朝あさ衣いからは、廊下で擦れ違いざまに、

「ロリコン──とは知らなかったわ。初等部の生徒に、きみの半径五メートル以内に近づかないよう、通達したほうがいいかしら」

　と真顔で嫌みを言われ、葵にも、

「昨日は、おうちのかたに呼び出されて、帰られたんじゃなかったんですか？　本当はあの写真の女の子と会っていたんですか？　赤城くんが、そんな噓をつくようなかただと思いませんでした。わたし、噓つく人って嫌いです」

　と責められ、頭条には、

「きみが幼女しか愛せない男と聞いて、安心した。だが間違いは犯さないように」

　と忠告され、おさげの級長からは、

「あ、赤城くんのこと、しししし信じてるからっ！　赤城くんがロリコンだなんて！　ロリだなんて！　幼女趣味だなんて！　小さい女の子にハァハァしてるだなんて！　お、おおお思ってないからっ」

　と、両手を後ろに回し、半べそであとずさりしながら言われた。

　帆夏は隣の席で、携帯電話を親のカタキのように睨みすえ、指をぱしぱし動かしている。

「ぅぅぅ……っ、葵の上も奏井さんも頭条先輩も、性せい癖へきを隠すためのカムフラージュだったなんて」

　と、怨おん念ねんのこもる声でつぶやいている。

　たまに是光のほうへ顔を向け、眉根をちょっと寄せ、怒っているような、困っているような、べそをかいているような曖昧な表情を浮かべるが、またすぐ眉をキッと上げて携帯のほうへ向き直り、

「やっぱりロリに走るのだけは、人としてダメぇ」

　と、唸る。

　そんな針のむしろの上を、ごろごろ転がされているような時間が、放課後まで続いた。




「俺は今日……社会的な死を味わった」

　猫背ぎみの肩をますます丸め、校門をよろよろと歩み出る是光に、ヒカルが神しん妙みような口調でつぶやいた。

「ずっと考えてたんだけど、ロリヤンって、ロリコンなヤンキーじゃなくてロリータなヤンキーみたいに聞こえない？」

「おまえは！　俺が非難と嘲ちよう笑しようにさらされてる横で、そんなくだらねーことを考えてたのかぁっ！」

「だっておかしいよ、ロリヤンって」

　是光は、隣で真面目な顔で主張する役立たずの幽霊を、壺つぼにつめて空に放り投げたくなった。

（だいたい、こいつの約束のせいで俺は犬扱いで、あげくにロリコンヤンキーで……）

　そのとき、ポケットで携帯電話が震えた。

　ヒカルが横から着信表示をのぞきこみ、顔をしかめる。

「『クソガキ』って、しーこのこと？」

「他にいるのか」

　と吐き捨てて、携帯を耳にあてる。

「もう泣き落としには引っかからねーぞ」

　険しい声で言ってやると、

「犬の分際で生なま意い気きねっ。あたしのこと〝子供〟って言ったの、まだ許したわけじゃないのよ」

　と可愛い声で、尊大な言葉が返ってきた。

（てか、てめーは、チビでツルペタで、どっからどう見ても小学生のガキだろうが）

　そう言ってやろうとしたら、ふんっ、と鼻を鳴らす気け配はいがした。

「あたしが、そのへんの〝子供〟とは違うって、わからせてあげる。バカ犬の汚お名めい返へん上じようのチャンスをあげるから、すぐ来なさい！　今度の雀は、これまでの雀と桁けた違ちがいの化物雀よ」













「富ふう貴き蘭らんの展示会って──なんだこりゃ？」

　文化ホールの前に設置された、墨すみで書かれた立りつ派ぱな立て看板を声に出して読み上げ、是これ光みつは顔をしかめた。

　紫し織おり子こに念押しされたので、非常に不本意だが首輪は一応つけている。

「富貴蘭っていうのは、日本産の着ちやく生せい蘭らんのことだよ。風ふう蘭らんの園芸種で、水みず苔ごけなんかに根をつけて育てるんだ。江戸時代に十一代将軍家いえ斉なりが愛好して広まって、昭和の頃は相応の資産と栽さい培ばい力りよくのある選ばれた人たちしか持つことができない、一種のステイタスシンボルみたいな植物だったんだ。今は値段も下がって種類によっては簡単に手に入るけど、バブル期なんかは、葉っぱ五枚が三千万で取引されたりもしたそうだよ」

　隣でヒカルが滔とう々とうと語る。

（げ、葉っぱが三千万かよ！）

「しゅっとした葉や香りのよい花が退たい廃はい的てきで官かん能のう的てきで、ぼく的には肩からしどけなく着物をおろして、病的なほどに白い肌を見せている遊女のイメージなんだ。それもうんと高級で誇ほこり高たかいね」

　ヒカルの講こう釈しやくは是光にはどうでもいい。けど、その富貴蘭と雀すずめ狩がりと、どういう関係がある？

（ホールから出てくる客を狙ねらうのか？　ここじゃ人目がありすぎて、いつもの手は使えねーぞ）

　紫織子の姿も見あたらない。人を呼びつけておいて、どこにいるのか？

　あたりを見渡していると、

「犬、おいで」

　脇わきの植え込みから低い声がした。

　そこから、もみじのように小さな手がちょこんと出ていて、手招きする。

「うぉっ」

「さっさと来るっ」

　声が少し苛いら立だつ。

　そちらへ行くと、ランドセルを背せ負おった紫織子が、植え込みの後ろにしゃがみ込んでいた。

「おまえ、なにうんこ座りしてんだ？」

「しーっ、あんたも隠れて」

　是光の腕を引っ張って、同じように座らせる。

「おい、これからなにをやらかす気だ。化ばけ物もの雀すずめって、どういうことだよ」

「いいから黙ってて。あんたはあたしの命令に従ってればいいのよ、このしましま犬」

（てめぇが、しましまにしたんだろーが）

　是光は言ってやりたいことが山ほどあったが、紫織子があんまり険けわしい顔でホールの入り口をじっと睨にらんでいるので、黙った。

　ぱっちりした大きな瞳も、ミルク色の頰ほおも、えらく張りつめている。息をするのも忘れているかのように体を縮ちぢめ、膝ひざに置いた若草色のポシェットの端をぎゅっと握っているのだった。

　そんな紫織子を、ヒカルも宙にふわふわ浮きながら、心配そうに見おろしている。

　是光と目が合うと、ぼくにもわからないというように、首を横に振る。

（仕方ねーな、このクソガキは）

　口をへの字に曲げ、腰を据すえる。

　夏が近づき、日はだいぶ長くなった。

　夕暮れ前のまぶしい白い光が、首筋をじりじりと焼いて汗がじっとりにじんでくる。

　と、そのとき。紫織子が硬い息とともにささやいた。

「来たっ」

　ホールから、着物姿の老人がゆっくりと姿を現す。後ろにスーツの男性が付き従っている。

　是光もハッとする。

（あれが、化物雀か？）

　これまでの、脂あぶらぎった中年男性とタイプがまるで違う。おだやかで品のある顔立ちで、物腰もゆったりしている。

　あんな上品そうなじいさんに、小学生の色いろ仕じ掛かけが通じるのか？

　頭上で、ヒカルがぽつりとつぶやいた。

「あの人って……」

「犬っ、あたしを殴なぐりなさい」

　紫織子が低い声で命じる。

　突然そんなことを言われた是光は、

「はぁ？」

　と目をむいた。

「早くっ、このバカ犬っ、ロリ犬っ、言うこときかないなら、あんたの粗チンを写したこの携けい帯たいを持って、今すぐ警けい察さつに駆かけ込こんでやる」

　紫織子が携帯を手に立ち上がる。

「おいこら待て！　クソガキ！」

　つられて、追いかける。

「携帯寄こせ、このやろう」

　紫織子が、とってみなさいというように携帯を高々と上げる。その手をつかんだ──と思ったとき、

「きゃ──っ！」

　紫織子が大声で叫んだ。

　慌あわてて手をはなすが、紫織子はホールへ続く階段の真ん中に倒れ込んでしまった。

　そんなに強くつかんだつもりも、釣つり上あげたつもりも──ましてや振り払ったつもりもなかった是光は慌てた。

「ごめんなさい、お兄ちゃん、ぶたないでっ。ごめんなさい！」

「なに言ってんだ、おま──」

　頭を抱えてうずくまって、泣きながらごめんなさいと繰くり返かえす紫織子に、ますますうろたえる。

「きみ、やめなさい」

　咎とがめる声に振り向けば、先ほどホールから出てきた上品な老人が立っていた。

「え、は？　俺？」

「大丈夫かね、お嬢じようちゃん」

　老人が自ら腰をかがめ、紫織子を抱き起こす。

　紫織子は、どこから出しているんだというほど大粒の涙をぼろぼろこぼしながら、是光の前に膝をついてぺったりしゃがみ込み、両手を大きく広げた。

「お、お兄ちゃんは悪くないの……っ。お兄ちゃんを叱しからないでっ！　お兄ちゃん、早く逃げて！」

「えっ、って、けど」

「早く！」

　紫織子が、〝お兄ちゃん〟を逃がそうと、必死に老人の膝にすがりつく。

「ごめんなさいっ、ごめんなさいっ、けど、お兄ちゃんは本当に悪くないんです」

「ちっ」

　よくわからないが、是光は駆け出した。

　五分ほど走って、そこからまた五分かけてホールへ戻ると、紫織子たちの姿はなかった。

「どこ行きやがった」

　肩で息をしながら、周囲を睨み回す。

　ホールから出てきた客が、ぎょっとして脇によける。

「大丈夫、しーこはきっと無事だよ」

「なんで断言できる」

　ヒカルが知的な口調で言う。

「だって、しーこを助けたのは、久く世ぜ宗そう一いち郎ろうだもの」

　是光は口の端を下に向け、むっつりした顔つきになった。

「誰だれだそれ」

「聞いたことないかな？　久世フーズって。大手の外食チェーンで、他にも色々手広く経営している企業の元会長だよ。今は引退してボランティア活動なんかもしてて、テレビにも出たことがあると思うけど。宗一郎氏は富貴蘭の愛好家としても知られていて、蘭の帝王と呼ばれているんだ」

「蘭の帝王だぁ？　おまえのお仲間かよ」

「うーん、同じ花好きでも、彼とぼくはちょっと嗜し好こうが異なるように思うけど。とにかくクリーンなイメージで知られている人だから、凶暴な兄に虐ぎやく待たいされても庇かばおうとした健けな気げな小学生の女の子を、優しく保ほ護ごしているはずさ」

「凶暴な兄って、俺かよっ」

　是光が、くわっと口を開く。

「宗一郎氏の目には、そう映っただろうってことだよ。しーこも当然計算していただろうね」

「っっ、しーこは、その久世ってじいさんから、金を取る気なのか？」

　ヒカルの表情が、すっと曇くもる。

「多分……。宗一郎氏なら、これまでの雀とは桁けた違ちがいの額を出せるだろうし。そう、しーこが望むだけの」

「あほう！　それだけ危険もでかいってことじゃねーか！」

　テレビに出るような有名人に詐さ欺ぎを仕掛けるなんて、無茶すぎる。

「やっぱあいつはガキだ！」

　そのとき、携帯が震ふるえた。

　急いで着信を確かめる。

　紫織子からメールだ。

『順調。帰っていいわよ』

　と書いてある。

　是光は頭に血が上った。

「なにが順調だっ！　人を児童虐待兄にしやがって、帰っていいだとぉぉぉ？　高校生をナメんじゃねー」

　これまで、小学生が相手ということで、多少手て加か減げんはしていたのだ。根こん気き強づよく言葉を尽くし、更生を促うながそうとしてきた。

　が、紫織子の行動はエスカレートするばかりで、まったく改善の兆きざしが見られない。

　その間に、是光はロリコンヤンキーにされ、児童虐待兄にされてしまった。

　このままゆけば紫織子は、大企業の元会長を謀たばかった小学生詐欺師として補ほ導どうされてしまう。そうなったら、紫織子を正しい道に戻してほしいというヒカルの願いも、ぶちこわしだ。

（──っっ、バカな犬呼ばわりされたまま終わってたまるか）

「ヒカル、おまえ、しーこんち行ったことあるか？」

「うん」

「よしっ、案内しろ。今日は徹てつ底てい的てきに指導してやる。ベソかいても許さねーぜ！」
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　紫織子の家は、こざっぱりとしたアパートだった。

　夕雨が暮らしていたアパートほどおんぼろでもないが、特別高級でもない。ごく一般的な簡かん素そな建物だ。

　夕暮れ時、是光はヒカルとともに、その入り口付近に立っていた。紫織子はここで、祖父と二人で暮らしているという。

「しーこの部屋は、二階の真ん中だよ。誰もいないみたいだね、おじいさんも出かけているのかな」

　窓を眺ながめながら、ヒカルが言う。

　と、そのとき。

　ひとつ手前の路ろ地じで、車が止まる音がした。

　バタンとドアが開く音が続き、

「ありがとうございました」

　子供らしい愛らしい声が聞こえた。

　紫織子だ！

　建物の陰から盗ぬすみ見みると、車体の長い艶つや々つやした黒い車が停車しており、その前で、赤いランドセルを背負い、若草色のポシェットを斜ななめにかけた紫織子が、ぺこりと頭を下げていた。

　車の中の人物の言葉に、「はい、はい」と子供らしく素直そうにうなずき、

「さようなら、久世のおじいちゃん」

　可か憐れんにはにかみながら小さく手を振り、走り去る車を見送った。

　それが見えなくなると、急に険しい硬い表情になり──ゆっくりとうなだれて、唇くちびるを嚙かんだ。

（なんだ……あの顔は）

「おい」

「きゃっ」

　是光が暗い声で呼びかけたとたん、紫織子がぴょんと飛び上がった。二つに結んだ髪かみと若草色のポシェットも一緒に跳はねる。

「あ、あんた──なんでここに」

　目を泳がせうろたえたものの、すぐに強気な顔つきに戻り、

「家に帰れって、わざわざメールしてあげたでしょ。人間の言葉が読めないのっ？　バカ犬」

「あんなメールひとつで、おとなしく帰れるか。おまえ、久世ってじいさんと消えたまま、戻ってこねーし」

　紫織子が意外そうに目を見張る。

「久世のこと、知ってるんだ」

「まぁな。ボランティアとかやってるじいさんだろ、テレビにも出てたし。蘭の帝王って呼ばれてるんだよな」

　ヒカルから聞きかじったことを多少の気恥ずかしさを感じながら並べると、紫織子はますます目を見張り、

「ニュースとか、ちゃんとチェックしてるんだ。犬のくせに」

　と、つぶやいた。

「あんたがヒカルの友達だなんて信じられなかったけど、ちょっとだけ認識を改めてあげる」

「そりゃどうも。で？　久世が、おまえが言ってた化物雀なのか」

「そうよ」

　紫織子が、興こう奮ふんを隠しきれない様子でポケットから名刺を出し、是光の前で自じ慢まんげにひらひらさせる。

　それは久世の名刺だった。

「裏に携帯の番号も書いてあるのよ！　あたしが、家族に虐待を受けている可か哀わい相そうな子供って、すっかり信じちゃって、困ったことがあったらいつでも相談しなさいだって。ちょろいわね」

「本気で、あんな人の良さそうなじいさんを騙だますつもりなのかよ」

　すると紫織子はひどく腹を立てたように眉まゆをつり上げ、憎々しげに是光を睨んだ。

「やっぱり、あんたってただのバカ犬ね」

「なんだと！」

　カッとする是光に、冷ややかな目できっぱりと言う。

「目標は六千四百万よ」

「なっ！」

（六千四百万だぁぁぁぁ！）

　額がくの大きさに絶句する。

　ヒカルは予想していたのか、弱ったように顔をしかめた。

「アホかっ！　六千万って、どれくらいかわかってんのかよ！　一万円札が六千枚だぞ！」

「六千四百枚よ。間違えないで」

「どっちでも同じだ。百万だってリアルで見たことねーし、現実感わかねーよっ。子供が考えそうな、大金ってやつだぜ」

　紫織子の目に、また怒りが走る。

「あたしを子供扱いしたら許さないって、言ったはずよ！」

「子供だろー、ゲーム感覚で、そんな大金を詐欺れると思ってるなんて」

　紫織子は両手をぎゅっと握りしめ唇を嚙んだが、すぐに低い声で唸うなるように言った。

「……久世からお金を引き出すのに必要なネタは、持ってるわ。あとはそれをどう使うかだけよ」

　紫織子の表情の硬さに、ちょっとドキッとする。

「ネタってなんだ」

「バカ犬に、教えてやる必要はないわ」

「って、おまえのこと、心配してんだろうが！　金がほしけりゃ、他人から巻き上げることなんて考えずにまっとうに稼かせぐ努力をしろ。小学生でもできるバイト、一緒に探してやるから」

　真ま面じ目めに言うと、紫織子は一瞬たじろいだあと、勝ち気に眉を上げた。

「犬のくせにっ、なにお兄さんぶってるの。それに、〝まっとう〟ってなに？　善人になれってこと？　だったらお断りよっっ！」

　憤いきどおりのこもる目をして全身で叫ぶ。

　唇が震えていて、目に怒りと同時に、痛みのようなものが浮かんでいる。顔をくしゃりとゆがめ、子供っぽい頼りない表情を浮かべたあと、若草色のポシェットの端を小さな手でぎゅっと握りしめ、また勝ち気な顔に戻る。けど、是光を睨みつける瞳は、少しうるんでいて──吐き出される声にも、悲痛な響きがあった。

「だって……っ、いい人なんて、騙されて損するだけなんだからっ！　あたしは絶対、いい人になんかならない！　騙す側になってやるんだからっ！」

（なんだ……？　なにを言ってるんだ、こいつは？　なんで、こんな泣きそうな顔をしてるんだ？）

　紫織子の反応に、是光はひどく困こん惑わくし、胸が搔かき乱みだされるような気持ちになった。

　ヒカルが憂うれいのにじむ瞳で紫織子の頭をそっと撫なでるのを見て、ますます心を乱され、言葉が出なくなってしまう。

　そのとき。




「リコ、お客さんかい」




　うしろで、おっとりした声が聞こえた。

「おじいちゃん」

　紫織子が慌てたように駆け寄る。

　久世と同世代くらいだろうか。

　声と同様に、のんびりおっとりした雰ふん囲い気きの、小柄な老人だ。

「リコのお友達ですか？　リコがお世せ話わになっております」

　リコというのは、紫織子の愛称なのだろう。老人が地面に頭がつくのではないかと思うほど、ゆっくりと丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをする。

「あ、いや、世話してるってほどじゃ」

　是光も、つい恐きよう縮しゆくして頭を下げる。

「そ、そうよっ。あたしが世話してやってるのよっ。間違えないで、おじいちゃん」

　紫織子は頰を赤らめ、主張した。

「おやおや。すみませんねぇ。この子は口が悪くて。けど、根はいい子なんですよ」

　と、紫織子の祖父が、ヒカルと同じことを、のんびりした口調で言う。

「しっかりもので、料理も上手で、家計簿もつけられる。本当にリコは私の自慢の子なんです」

「おじいちゃんてば！　そんなの、ここで言うことないでしょ！」

　紫織子が真っ赤な顔で祖父の腕を引っ張り、アパートへ戻ろうとする。

　その拍子に、紫織子の祖父が脇に抱えていた冊子が地面に落ちた。

　是光は、腰をかがめてそれを拾った。

（『生き生き囲い碁ご俱く楽ら部ぶ』……って、うちのじいさんも持ってたよな）

「囲碁……するんすね」

　冊子を手渡しながらつぶやくと、紫織子の祖父は、すみませんと礼を言ったあと、やわらかに微笑ほほえんで、

「カルチャースクールで講師をしているんですよ……。あなたも囲碁をたしなむのですか。それでは一局」

「いや、俺じゃなくてじいさんが」

「おじいちゃん！　もういいでしょ！　寒くなってきたし風か邪ぜひいちゃうよっ。おじいちゃんは、すぐ風邪ひくんだから、気をつけなきゃ」

　紫織子がぐいぐい引っ張る。

「リコは心配性だなぁ」

「おじいちゃんが、のんびりすぎなのっ」

「えーと、あなたのお名前は」

「赤あか城ぎ是光です」

「赤城くん、よかったら夕飯を一緒に」

「おじいちゃん！　なに言ってんの！」

「あ、いや、俺は、家で用意してると思うんで」

　紫織子の祖父があまりにも親しげなので、そんな風に他人から歓かん迎げいされたことのない是光は、変に緊きん張ちようして、あちこちむずむずしてしまった。

「じゃ、これで」

　ひたすら頭を下げながら退たい散さんする。

　茜あかね色の坂道で、ヒカルが真顔で振り返る。

「どうした？」

　尋たずねると、浮かない口調でつぶやいた。

「しーこのおじいさんって、しーこのこと、リコって呼んでるんだなって……」

「紫織子のリコだろ？」

「そうなんだけど……」

　ヒカルはまだなにか気がかりそうだが、是光と一緒に歩き出した。

「あいつのじいさんって、いい人ぽくて調子狂うっつーか、あいつと全然タイプが違うのな」

「……うん、しーこのおじいさん──朋とも彦ひこさんは、とってもいい人だよ」

　夕日に照らされた端たん整せいな横顔に、ほろ苦い笑みが浮かぶ。

「だから……しーこは、いい人になんかなっちゃいけないって、思っているんだろうね……」

「？」

　意味がよくわからなかった。

「いい人に育てられたら、いい人にならねーか？」

「そうとは限らない。いい人が、いい人であるせいで、ひどいめにあうのを見ていたら、自分はいい人にはならないって、思うだろうし」

「……しーこのじいさんは、ひどいめにあったのか？」

「そうだね。ぼくも詳しくは知らないんだけど」

　ひんやりした風が、ヒカルの額ひたいの髪を揺らしている。ヒカルは少しうつむき、大人びた澄んだ目で、物思いに沈んだ。

　是光もなんとなく話しにくい気分になり、黙ってしまった。
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　帰宅すると、是光の祖父の正まさ風かぜが、居い間まで一人囲碁を打っていた。

　傍かたわらに、『生き生き囲碁俱楽部』と印刷された冊子が開いた状態で伏せてある。

「これ、じいさんが通ってる碁ご会かい所じよで発行してるサークル誌だよな」

「なんだ急に」

　背筋をしゃんと伸ばし胡座あぐらをかいたまま、首だけ動かし、じろりと是光を睨み上げる。くぼんだ眼光がヤクザの親分のように鋭するどく光っている。怒っているわけでも威い嚇かくしているわけでもなく、もともとそういう顔つきなのだ。

「若わか木ぎ朋彦って人、知ってるか？　カルチャースクールで囲碁の講師とかしてるみたいだけど」

　すると正風は、眉み間けんをますます寄せて、答えた。

「ずいぶんと……懐なつかしい名前だな。若木さんは以前はプロの棋き士しだったが、引退されて講師をされていると聞いている。一度、碁会所でたまたまお会いして、一局ご指し導どうしていただいたことがあるが、立派なかただ。是光、おまえ、若木さんと会ったのか」

「会ったっつーか……知り合いの身内で、ちょっと挨あい拶さつしただけだけど」

「そうか……若木さんは、お元気だったか」

「ああ。なんか風邪ひきやすいから気をつけろって孫にどやされてた。本人はのんびりした感じだったな」

　正風はゆっくりと目を閉じ、口を生き真ま面じ目めに引き結び、なにか思い出しているような様子になった。

　そうして目を開けて、顔をしかめ、つぶやく。

「若木さんは……善人すぎるほど善人でなぁ……。そのせいで、ずいぶんご苦労もされたらしい」

「苦労って……？」

「噂うわさだと知人の保証人になったために、多額の借金をかぶってしまって、それを返すために家を手放されたそうだ」

　正風の言葉は、是光の胸にずしんと落ちた。

　若木さんのことだから、きっとその知人を恨うらんだりはしなかったのだろう……と、正風が付け加えた言葉が、さらに胸を重くする。

　暗い顔で自室へ行くと、ヒカルが言った。

「しーこは、おじいさんが借金のかたにとられてしまった家を、買い戻そうとしていたんだよ。そのためにお金が必要だったんだ」

「……もしかして、久世からとろうとしてる六千四百万って、家の代金なのか」

　ヒカルが、淡い笑みを浮かべてうなずく。

「はじめてしーこに会ったとき、『ぼくが、きみのバージンを言い値で買うよ』って言ったら、ぼくを睨みながら、六千四百万って答えた。本当にあんたが払ってくれるなら、なんでもするって。どうしても、それだけ必要なんだって」

　一年前──紫織子はまだ八歳で、小学三年生だった。

　どんな気持ちだったのだろう。

　小学三年生の女の子が、祖父の家を買い戻すために、必死に体を張って強がって。

「ぼくは、事情を聞いて、売りに出ていたしーこの生家を六千四百万円で買ったんだ。しーこは、いつか六千四百万円を貯めて、ぼくから家を買い戻すって言ってた。それまで誰にも売ったりせず預かっていてほしいって。バージンは担たん保ぽだって。だからぼくは、利り子しとして、きみにプレゼントをしたり、きみを遊びに連れていったり、きみのことを心配してお節せつ介かいを焼いてしまうのを認めてくれるならって、提案したんだ。しーこの境きよう遇ぐうはぼくと少し似ていて……放っておけなかったから」

　つぶやくヒカルの瞳に、憂いがにじむ。

（なにが、『きみが考えているより、ちょっと多いくらい』だ。六千四百万がちょっとかよ、このブルジョワ）

　そう言ってやりたかったが、胸がつまって黙っていた。

　ヒカルの母親は、ヒカルが小さい頃に亡くなった。

　そのあと、父親に引き取られたが、愛人の子供だったヒカルは、新しい家にいても、きっと心からはなじめなかったのだろう。

　中学生になるとそこを出て、マンションでひとり暮らしをはじめた。

　家具らしい家具がほとんどない、がらんとした淋さびしい部屋を思い出す。

　あの寒々とした部屋で、ヒカルが感じていた孤独を、是光もまた想像できる。

　ヒカルが両親のいない紫織子に幼い日の自分を重ねたように、是光もまた、親のいない子供だったから。

　泣き顔しか思い出せない母親は、幼い是光を置いて家を出て行った。

　父も亡くなってしまった。

　祖父の正風と叔お母ばの小こ晴はるが、立派に育ててくれたけど、それでも、どうして自分には他の子たちのように、父と母がいないのだろうと考えて、胸がしめつけられる日はあったのだ。

　お母さんがいたら。

　お父さんがいたら。

　あたりまえのように、抱きしめ守ってくれる腕があったら。無条件にすべてをゆだねられる存在があったら。

　部屋の隅で膝に顔を埋めて、肩を震わせるような日に、そう願い求めたことが。

　けど、母親がもう戻ってこないことも、父親が生き返らないことも、知っていたから──。

　だから、自分の哀かなしみは自分一人でぬぐえるようになろうとした。

　転んだときは、一人で立ち上がる。

　泣きたいときは、一人で泣く。

　それでいいのだと。

「しーこのおじいさんの朋彦さんは、とてもいい人で……だから、しーこは自分もいい人になったら、朋彦さんを守れないから、いい人になっちゃいけないと思っている。自分のためじゃなくて、おじいさんを守るために頑がん張ばっていた。まだあんなに小さいのに……きっとしーこは、今もいろんなことを我が慢まんしている」

　ヒカルの言葉に、どうしようもなく胸が切なくなる。

　淋しいこと。

　哀しいこと。

　辛つらいこと。

　自分も全部、のみこんできた。

　多分、ヒカルも──。




　──ぼくは、泣けないんだ。




　苦しくてたまらないときに、ただ淡く微笑んでみせるヒカル。

　是光が笑えないように、ヒカルは涙をこぼすことができない。

　泣いてはいけない、どんなときも笑わなければいけないと思いながら、頑張ってきたから。

「しーこは、噓うそ泣なきは得意だけど、本当に辛いとき……手をぎゅっと握って、目に力を入れて、涙をひっこめようとしてしまうんだ」

　伏せた瞳に、どんどん痛みが広がってゆく。

　うつむく首筋も、声も、儚はかなげで。




「ぼくは、しーこを、泣きたいときに泣けない子にしたくなかった」




　是光の胸が、またしめつけられる。

（なんで、こいつはいつも俺を、哀しくさせるんだろうな……）

　幽霊になっても泣けない──そのくせ他人の痛みには敏びん感かんで、お節介で──。

（自分が関かかわったすべての女を幸せにするなんて、不可能なのに……）

　こいつは真剣にそれを願っている。

　どの花も、どの少女も、心から愛している。

　きっと、生きているときも、自分の持つありったけのものを捧ささげてきたのだろう。

　それが、ぼくの幸せなのだと微笑んで。

　多くの花を愛したヒカルの最後の望みは、その花たちに、優しいさよならをあげること。

　さよなら、とささやいたそのとき、目の前に立つ愛いとしい人が、幸福に満たされ笑っていること。

　だから、すべての花を愛するように、あの生なま意い気きで強がりな少女のことも、ヒカルは想っている。

　今も、胸が壊れそうなほど心配している。

「簡単にあきらめたりはしねーよ」

　やっかいな友人に向かって、笑えない是光は、むっつりした顔で、ぼそっと言った。

「おまえと約束したからな。あいつに詐欺なんか絶対させねー」
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　翌日。

　小学校の校門からランドセルを背負い、若草色のポシェットを提さげて出てきた紫織子は、通学路の角から、首輪をはめた是光が現れたのを見て、ぎょっとしたように目を丸くした。

「な、なんで？　高校生はまだ授業中でしょう」

「親しん戚せきのガキを迎えに行くって言って、早退した」

　真面目に答えると、紫織子の頰がカッと染まった。

「あたしは、お迎えが必要な園児じゃないわよッ！　それにあんたの親戚でもないし」

　不ふ愉ゆ快かいそうに頰をふくらませ、

「あたしからの呼び出し以外で、そのしましまの笑える顔を見せないで。もちろん、家に来るのも禁止っ。おじいちゃんが、赤城くんの顔の、あのしましまは、どうしたんだろうねぇって、不ぶ気き味みがってたわよ」

　と毒を吐き、

「どいてっ」

　是光の腕を押しやり、歩き出す。

「俺の顔は、おまえが引ひっ搔かいたんじゃねーか。それにだいぶ薄くなったんだぞ」

「そう。またくっきり、はっきりさせてあげましょうか。って──なんでついてくるのっ。呼び出すまで待たい機きって言ったでしょ」

　紫織子が目を尖とがらせて振り返る。

「そいつは、きけねーな」

「はぁ？」

「俺は、おまえの犬だからな。おまえの行くとこに、どこまでもついてくぜ」

「なに言ってんの」

　紫織子が、少しうろたえる。

　そんな紫織子をまっすぐ見つめ返し、断言する。

「そんで、おまえが詐欺をしようとしたら、邪じや魔ましまくってやる」

　しばしの絶句のあと、紫織子がピンク色の唇を震わせ、頰を怒りで赤く染める。

「あんたの恥ずかしい写真を、ばらまくわよ」

「勝手にしろ。そんなもん、とっくに校内新聞で貼はりだされてるぜ。俺のあだ名はロリコンヤンキーだ」

　紫織子が再び絶句する。

　目をむき、口をぱくぱくさせ、

「やっぱり、あんたロリだったの……っ。やだっ、フケツっ、気持ち悪い、あたしに近づかないでっ」

　と、若草色のポシェットを揺らして、身をすくめた。

（なにがフケツだ。てめぇのしてることは、フケツじゃねーのかよ）

　是光は顔をしかめた。

「ロリコンヤンキーの俺につきまとわれたくなかったら、詐欺をやめればいいんだ。ヒカルだって、詐欺で金を稼ぐのはレディのすることじゃねーって言ってたろ。今のおまえをヒカルが見たら、哀しむぞ」

　噓ではない。

　事実だ。

　ヒカルは是光と紫織子の間で、眉を下げ心配そうな顔をしている。

（おまえのこと、死んだあとまでこんなに気にかけてくれてるやつのこと、失望させんなよ）

　紫織子が、すーっと青ざめる。言葉を失ったように、こわばった顔で是光を見つめていたが、唇をかすかに動かした。




「けど、ヒカルは死んじゃったじゃない……っ」




　唸るようにつぶやき、こぶしを固く強く握りしめ、顔をくしゃっとゆがめる。

「きみが一人前のレディになるまで、そばにいるよって言ったのに……っ。好きなだけ我わが儘ままを言ってもいいんだよ、頼っていいんだよって……頼みもしないのに、服とか山ほど買って、もったいないからやめてって言ってるのに、テーブルにエビだのケーキだのぞろぞろ並べて……っ、ぼくの前では可か愛わいい小さな女の子でいいんだよって……言ったのにっ」

　細い肩が小刻みに震え、喉のどを小さく上下させ──やりきれない思いを吐き出すように、紫織子は叫んだ。

「ヒカルなんか、川に落ちて死んじゃったじゃないのっっっ！」

　悔くやしそうにすぼめられた目に、涙がいっぱいにじんでいる。

　ヒカルは胸を突かれたような顔になった。

　是光も、奥歯を嚙みしめ苦い唾つばを飲む。




　──あたしは、子供じゃない！




　そう叫んだとき、紫織子の目にあった怒り。




　──子供扱いしないで！




　あれは、ヒカルが死んだことへの憤りと哀しみが言わせた言葉だったのかもしれない。

　小さな女の子でいいんだよと、言ってくれた相手は、紫織子を置いて逝いってしまったのだから。

　是光は叫び返した。




「俺が、ヒカルの代わりに、おまえを守る！」




　紫織子の肩の震えが、止まる。

　口を小さく開け、是光を見つめる。

　驚きのにじむその目を、是光もありったけの力を込めて睨んだ。




「我が儘を言いたいときは、俺に言え！　頼りたいときは俺に頼れ！　助けがほしいときは叫べ。絶対に駆けつける！　おまえはまだガキなんだから、なんでも一人でかかえこむな」




　ヒカルが泣いているような笑っているような表情で、是光の言葉に耳を傾かたむけている。

　紫織子が震える声で言う。

「ヒカルは……あんたなんかと全然違うっ。あんたみたいに、ガサツじゃなかったし、汗くさくもなかった」

「そうだな、俺は皇おう子じ様じゃねぇ。けど、おまえが大人になるまで、おまえの犬になってやる。友達に──頼まれてるからな」

　どこまでも真剣に告げる。

　ヒカルが、淡く微笑む。

「──だからもう、詐欺なんかするな」

　紫織子は唇をきゅっと結んで、是光を睨んでいた。眉を少し下げ、まばたきをしたあと、今度は眉をぐっと上げ、

「やめない」

　かたくなな声で言った。

「久世からお金をとるのは……復ふく讐しゆう、なんだから」

「なに言ってんだ、おまえ」

「どうせ、あんたは久世のこと、ボランティアとかやってて、テレビでも綺き麗れいごと言って、にこにこ笑ってて、善人だと思ってるんでしょう。本当の久世は、そんなんじゃないんだからっっ。あいつは、あたしのお父さんも──」

　紫織子がぴたりと黙り込む。

（今、お父さんって言ったか？）

「おい、おまえの父親って、誰だかわからねーんじゃなかったのか」

「……」

　紫織子は唇を嚙んでうつむいたまま、くるりと背中を向けた。

「しーこ……なにがあったの？」

　ヒカルが心配そうに肩に手をかけたとき、紫織子が走り出した。

「あ、おい！」

　後を追う是光の前を、赤いランドセルと若草色のポシェットを揺らし、すばしっこい猫のように駆けてゆき、他人の家の塀へいをよじのぼり、向こう側に飛び降りる。

「本当に猫か、おまえは！」

　高校生の是光が同じことをしたら、間違いなく警察に通つう報ほうされる。

「くそぉ」

　息を切らして道をぐるりと迂う回かいし、小さくなってゆく紫織子の赤いランドセルをとらえる。

「待てぇ！　逃がさねーぞ！」

　そのまま夢中で、追いかけた。

　紫織子は、建物の陰に身をひそめたり、フェンスと壁かべのわずかな隙すき間まを通り抜けたりして、是光は何度も紫織子を見失いそうになった。

　そのたび、

「是光、あっちだ！」

　と、ヒカルが指さし、追い続ける。

「止まれー！　バカやろー！　おまえ、このまま詐欺なんか続けたら、絶対に痛い目を見るからなー！」

「まっとうな小学生に戻るのは、今しかねーぞ！」

「おとなしく、投とう降こうしろ！」

　小さな背中に向かって、声が嗄かれるほど叫んだ。

　そんな風にして、一時間近く経過した。




「くそ……どこ行きやがった」

　広々とした歩道で、ハァハァと息を乱しながらあたりを見渡すが、紫織子の姿は今度こそ見つからない。

　携帯を鳴らしてみたが、話中が続いている。

「あいつ、俺の番号、拒否ってんじゃねーだろうな」

　こめかみをひくつかせて唸り、携帯が壊れそうな勢いで閉じる。

　するとヒカルが思い出したように、

「そういえば、この近くの公園に、しーこと来たことがある。しーこは、そこに来る屋や台たいのワッフルがお気に入りだった」

「よし、行ってみようぜ」





　　　　◇　◇　◇






　公園の銀杏いちようの木の陰からのぞき見ると、ワッフルの屋台の前に、長い髪を二つに結んだ可愛らしい女の子が立っていて、紙にくるんだワッフルを二つ、天使のような笑顔で受け取ったところだった。

　今度こそとっつかまえてやると、足を踏み出そうとして、ヒカルに止められた。

「待って、是光」

「なんだよ」

「宗一郎氏が一緒だ」

「なに」

　紫織子が向かった先にベンチがあり、そこに着物姿の上品そうな老人が座っている。

「ここで、待ち合わせてたのか」

「そうみたいだね」

　久世は両手にワッフルを持って近づいてくる紫織子を、微笑ましそうに見つめている。

　紫織子がベンチにちょこんと座り、ワッフルをひとつ渡す。

　久世がさらに目を細め、優しい顔つきになる。ワッフルを受け取り、ふところに手を入れ──財さい布ふを出そうとしたのだろうか？

　それをとどめるように、紫織子がふるふると首を横に振る。

　しばらくなにか言い合っていて、最終的に久世が財布を戻し、紫織子が嬉うれしそうに、恥ずかしそうににっこりした。

　そうして、二人でワッフルを齧かじり、また見つめあって、にっこりする。

　傍はた目めからは、仲のよい祖父と孫にしか見えない。

　紫織子は久世から金をとるのは復讐なのだと言っていた。本当の久世は、テレビで見るような善人ではないと。

　けど、紫織子とにこにこ話しながら上品にワッフルを齧っている久世は、子供好きのおだやかな老人にしか見えないし、紫織子も久世に懐なついているように見える。

「くそっ、ここからだと、会話が聞こえねー」

　是光は腰を落とし背中を丸め、紫織子たちに気づかれないように注意を払いながら、そろそろと移動をはじめた。

　ベンチの裏に、白い花をつけたアベリアの茂しげみがあり、そこに身を隠して、じっと耳をすますと、

「お兄ちゃんはね……あたしに、パンを焼けとか牛乳をあたためろとか、腰をもめとか、いつも命令して、あたしがじょうずにできないと、けったり、ぶったりするの。けどね……それはあたしが悪いの」

　紫織子が健気に笑いながら言う。

（このやろ～～～～、俺は女子供を蹴けったりしねー。牛乳あたためろとか言わねー）

　是光はアベリアの小枝を握りしめ、歯ぎしりした。

　久世が同情に満ちた口調で、

「お母さんたちは、お兄さんがきみにそんなことをしても、止めないのかい」

「……うん」

　紫織子がうつむく。

「お兄ちゃんの言うこと聞きなさいって、逆に叱られちゃう」

「何な故ぜ？　悪いのはお兄さんなのに」

　すると紫織子は、ますますしゅんとして、

「あたしが……本当の子じゃないからかなぁ」

「え」

「あたしね、もらわれっ子なんだって。お兄ちゃんがそう言ってた」

「それは、お兄さんが意い地じ悪わるをして、きみに噓を教えているんじゃないのかね」

「ううん」

　大きな瞳に、涙がみるみるたまってゆく。

　演技だとわかっている是光まで、心しん臓ぞうをぐっとつかまれるような、痛々しい表情だった。

「あたしの本当のお父さんは、〝よしくにまもる〟って名前で、毒入りのハンバーガーを、子供に食べさせた悪人なんだって」

「吉よし国くに……守まもる」

　それまで紫織子のことを気き遣づかいながらも、終始おだやかだった久世の声のトーンが、わずかに変わった。

　一方是光は、いきなり知らない名前が出てきて、しかも毒入りのハンバーガーを子供に食わせただのと、不ふ穏おんな言葉が紫織子の口から飛び出すのに、動どう揺ようしていた。

（しーこが言ってた〝お父さん〟ってのが、その吉国なのか？　けど毒入りのハンバーガーって……）

　ヒカルを横目で見ると、なにか考え込んでいる。

「……」

　紫織子の頰に、ぽろりと涙がこぼれ落ちた。

「お父さんは、りべーととかもらってて、悪いことしたのが、みんなバレて、自殺しちゃったんだって。お母さんたちも、お兄ちゃんが言ったのと同じことを話していたわ。はんざいしゃの子なんて迷めい惑わくだったのにって……。け、けどっ、お父さんは、無実なの。だって手紙にそう書いてあったものっ」

「手紙とは、どういうことかね」

　久世の声はやはり少しおかしい。

　顔もどことなく、こわばっているように見える。

　紫織子が、くすん、くすん、と鼻をすすりながら答える。

「お父さんが、あたしの本当のお母さんに書いたお手紙が、本の間に挟はさんであったのを、見つけたの。その本はきっと、お母さんの本だったんだわ……」

「手紙には、なにが書いてあったんだね」

「お父さんは、悪いことはしてない。無実だって。証しよう拠こもあるって」

「証拠とは？」

　久世が張りつめた眼まな差ざしで、紫織子を見つめる。

　紫織子は両手で涙をぬぐいながら、首を横に振った。

「む、むずかしくて、よくわからなかった。でも、お父さんは悪い人にだまされただけで、本当は無実だって、あたしは信じてる」

　久世がおだやかに微笑んだ。

「では、私もきみのお父さんの無実を信じるとしよう」

「おじいちゃん……っ、ありがとう」

　紫織子が久世を見上げて、うるんだ目で小さく笑う。

「どうだろう。その手紙を、私に預けてくれないか？　私なら警察に知り合いもいるし、きみのお父さんの無実を証明する手助けができるはずだよ」

　すると紫織子は、ふっと暗い顔になりうつむいた。そうして、困ったようにもじもじしながら、

「で……でもね、この手紙は誰にも見せちゃいけないって……お父さんが書いてたから……」

「そうか、なら仕方がないね」

　久世はすぐに引き下がった。

　親切なおじいさんの機き嫌げんを損そこねてしまったのではないかと、心配そうにおずおずと見上げる紫織子に、優しく微笑んで、

「その手紙は、きみが気をつけて持っているんだよ。お父さんの無実を証明する大事な手紙なのだからね。もし私の助けが必要なときは、遠えん慮りよなく頼ってほしい。いいね？」

　紫織子はこくりとうなずき、また笑みを見せた。

「……ねぇ、是光。さっきからあの車、ずっとあそこに停まってる」

　ヒカルのささやきに、ハッとして視線を公園の脇の道路に向けると、そこに白い乗用車が一台停まっていた。

　運転席からサングラスをかけた男が、ベンチのほうをじっと見ている。

（久世の車か……？　いや、昨日見たのは、もっとデカくて豪ごう華かなやつだった）

　と、そのデカくて豪華な黒くろ塗ぬりの車が、公園の正面入り口に、すべるように現れ、停車した。

　久世がゆっくり立ち上がる。

「迎えが来たようだ。家まで送ろう」

「ううん。お使いを頼まれてるから、スーパーに寄らなきゃ。一人で帰れるわ」

「そうか。ワッフルはとても美お味いしかったよ。今度は私がきみの好きなものをごちそうしよう」

「えっと、えっと、どうしよう。たこ焼き……かな。ソフトクリーム、かな」

「もっと豪華なものでも、かまわんよ。次に会うときまで考えておくといい」

「うんっ。ばいばい、久世のおじいちゃん」

「さよなら」

　久世が車に乗り込み去ってゆく。

　紫織子が手を振って明るく見送る。

　が。

　車が見えなくなると、手をすっとおろし、唇を引き結び──険しい表情を浮かべた。




「化物」




　こわばった低い声でつぶやき、ベンチのほうへ戻ってくる。

「おい！　しーこ！」

　是光はアベリアの茂みから、立ち上がった。

「！」

　紫織子が、目をむいてのけぞる。

　それから、カァァァッと赤くなり、すぐに怒ったように頰をふくらませ、くるりと前を見てどんどん進んでゆく。

「って、無視するな、こら！」

　追いすがろうとしたとき──。

　後ろから伸びてきた手に、肩をつかまれた。

「なんで止める！　ヒカル」

「……是光、ぼくは幽霊だから、きみにはさわれないよ」

　そうだった。

　なら、なれなれしく人の肩をつかんでいるのは、どこのどいつだ？

　思いきりガンを飛ばしながら振り返ると、制服に身を包んだ警察官が立っていた。

「公園の茂みに、たった今コンビニ強ごう盗とうでもしてきたような凶悪な面つら構がまえの少年が潜ひそんでいて、血走った目で小学生の女の子を物色していると通報があったが、きみのことらしいな」

「って強盗って、なんだそりゃ！」

「署しよでゆっくり話を聞かせてもらおうか」

「おい！　しーこ！　戻ってきて俺はおまえの知り合いだって言ってやってくれ！　しーこ！　こら！　しーこ！　──クソガキ！」

　是光の叫びが聞こえてないはずはないのに、紫織子は一度も振り返らずに、すたすた歩いていってしまった。

　赤いランドセルが遠ざかる。

　それに合わせて、先ほどヒカルが気にしていた白い乗用車が、すーっと移動する。

　それを見て、むしょうに嫌な予感がし、

「おい、はなせ！」

　警官を振り切ろうとしたが、

「これ以上暴あばれたら、手て錠じようをかけるよ」

　と注意を受け、

「くそぉぉぉぉ」

　そのまま連行されていったのだった。

「確かに、茂みの後ろにヤンキー座りして目をぎらぎらさせていたときのきみは、危険人物っぽく見えたかも……」

　と、ヒカルが肩を落として残念そうに、今さらなことを言った。





　　　　◇　◇　◇






（これでいいんだ）

　日が暮れかけた細い住宅路を、紫織子は自分の足もとを見ながら、とぼとぼ歩いていた。耳の奥で、目つきの悪いバカ犬がうるさく、しーこ！　しーこ！　と吠えているけれど、かまうことない。




　──おまえに二度と詐欺なんかさせねー！




　──ヒカルだって、詐欺で金を稼ぐのはレディのすることじゃねーって言ってたろ。




（うるさいっ）

　追いかけてくる声を、必死に振り払う。

（久世はカタキなんだからっ。あたしは久世からお金をとって、おじいちゃんと二人で、またあの家に住むんだから）

　一階建ての小さな古い、木の家。

　庭は、祖父が愛情をこめて育てた木々や季節の花々であふれていた。あの庭を、祖父がどれだけ大切にしていたかを知っている。




　──ごらん、しーこ。夏なつ椿つばきが咲いたよ。




　青空の下、見上げた木の枝に、椿に似た愛らしい白い花が、ぽつぽつと咲いている。




　──わぁ、綺麗だね、おじいちゃん。




　二人で庭に並んで、いつまでもその花を眺めた。

　アパートに引っ越してからも、プランターでビオラや日にち々にち草そうを育てている。けど、花に水をやりながら、祖父は遠い目をする。

　そういうとき、プランターの中に窮きゆう屈くつそうに植えられた花の向こうに、庭に自由に咲き乱れていた花々を思い出しているような気がして、胸がずきずきした。

（きっと、あの家に戻れば、おじいちゃんは、またあたしのこと、しーこって呼んでくれる……）

　不安な気持ちを鎮しずめるために、若草色のポシェットを、薄い胸にぎゅっと押しあてた。

　その中に、大事なものが入っている。

　簞たん笥すの奥で見つけた、一通の手紙。

　紫織子と久世を繫つなぎ、無む謀ぼうな行為に駆り立てるものが──。




　──いつか痛い目にあうぞ。




「……かまわない」

　指にぎゅっと力を入れ、小さな声でつぶやいた。

　鼻の奥がツンとして、慌ててまばたきし、歩き出す。

　思いがけない展開があり、少し遅くなってしまったから、早く帰らないと祖父が心配する。

（あたしは、レディになんかならなくてもいい）

　ヒカルが生きていたら、こんなリスクの高い計画は立てなかったかもしれない。

　けど、もう大人になるのを待てない。

（……ヒカルが、悪いんだよ）

　川に落ちて、死んじゃうから。

　紫織子は、うんと強くて怖そうな顔をした忠実な犬が欲しいと言ったのに、あんな命令に逆らってばかりの役に立たない駄だ犬けんを寄よ越こすし。




　──たくさん我が儘を言ってもいいんだよ。しーこの我が儘を、ぼくが全部叶かなえてあげるから。




　──我が儘を言いたいときは、俺に言え！　頼りたいときは俺に頼れ！




　ヒカルの澄んだ笑顔に、是光のおっかない顔が重なって、胸がいっぱいになって、喉がぐっと鳴った。

　弱気になる心を、必死に奮ふるい立たたせる。

（あんな言葉、信じちゃダメ）

　ヒカルだって、しーこがレディになるまでそばにいるよと言ったのに、まだ子供でいていいんだよと言ったのに、いなくなってしまった。

（どうせあいつも、そのうちどっかに行っちゃうんだ）

　期待して、寄りかかったとたんに消えてしまうのは、ヒカルだけでじゅうぶんだ。

　もう、信じない。

　誰の手も借りない。

（あたしが自分で、おじいちゃんの家を取り戻すんだ）

　鼻がツンとし、目に力を込める。

　泣いている場合じゃないんだから。

　アパートの外階段を勇ましい足音を立ててのぼり、二階の真ん中にある部屋に辿たどり着つき、深呼吸したあと、

「ただいま、おじいちゃん！」

　ドアを開けて明るく言う。

　けれど、部屋の中からいつものように返事はなかった。

　代わりに、紫織子の唇から掠かすれた声が漏もれた。

「おじいちゃん……」





　　　　◇　◇　◇






「くそぉー、あの警官、ねちねちと同じ質問を繰り返しやがって！」

　夕刻過ぎ。

　日が沈んだばかりで暗くなった空の下を、是光はまた職務質問を受けかねない、すさんだ顔で歩いていた。

　公園で〝補導〟されたあと近くの交番で、なにをしていたのか？　殺気だった顔で女の子をのぞき見していたそうだが、どういうつもりだったのかと、さんざん訊きかれた。

　急に腹の具合が悪くなって、あそこでへばっていたのであって、のぞきをしていたわけではなく、そもそもあの少女は自分の知り合いで、自分の顔が怖いのは生まれつきだと繰り返し説明、しまいに携帯で祖父と叔母の画像まで見せて、

『ほら、そっくりだろ。どう見ても、遺い伝でんだろ？　もともとうちのもんは、こういう顔なんだっ』

　と言い張り、ようやく解放されたのだった。

「うちのもんに来てもらって証明しようかって、きみが言ったら、おまわりさん、ちょっと青ざめていたね」

　ヒカルの言葉に、顔をしかめる。

　あれは、絶対にヤクザだと思われていたに違いない。警官は画像を見るなり落ち着かなくなり、いや、わかった、もういいと、話を打ち切った。

「もっと早く家に連絡してほしいって、言っていればよかったのに」

「アホ、本当に呼び出されたら、小晴にぶん殴られる。あれは、最終手段なんだ」

「しーこ、ちゃんと家に帰れたかな」

「電話してみるか」

　携帯を開いたとき。

「是光、あれっ」

　ヒカルが急にハッと目を見開き、叫んだ。

　コンビニがどうかしたのか？　と眉根を寄せると、ヒカルはふよふよとウインドウの近くまで移動し、歩道沿いに表紙を向けて並べられた雑誌の中の一冊を、叩たたく仕し草ぐさをした。

　ゴシップ記事を多く扱った週刊誌で、表紙にショッキングな見出しがいくつも躍おどっている。そのひとつを見て、是光も息をのんだ。そこには、

『毒入りハンバーガー事件、十年目の真実。久世宗一郎の噓』

　と小さく印字されていた。













　翌日は土曜日だったが、是これ光みつはいつもより早い時間に目覚めた。

　携けい帯たいの着信を確かめるが、紫し織おり子こに打ったメールの返事は、まだ来ていない。

「メシ食ったら、あいつんち行ってみようぜ」

「うん」

　半はん袖そでのシャツにズボンという部屋着仕し様ようのヒカルも、うなずいた。

　畳たたみの上には昨日コンビニで購入した、週刊誌が置いてある。

　それによると、十年前の海の日に島根県の海辺で、集団食中毒事件があったという。

　町まち興おこしイベントの一環で、久く世ぜが会長を務める久世フーズが中心となり、子供たちに海かい鮮せんバーガーを振る舞った。

　その直後に、三十人近い子供たちが腹痛を訴うつたえ、病院に運ばれた。

　イベントに出席していた会長秘書の吉よし国くに守まもるは、これを隠いん蔽ぺいしようとしたが、数日後に発覚し、マスコミのバッシングを浴びる。

　吉国は会長の指示であったと供きよう述じゆつしたが、イベントの当日、久世は東京におり、知人と会食をしていた。

　なので、久世から事件発生の現場で直接指示を受けたという吉国の主張は、虚きよ偽ぎとされ、さらに吉国が材料の仕入れ業者からリベートを受けていたことが発覚し、そのために独断で隠蔽工作をしようとしたのだろうと見られ、非難がますます高まった。

　その直後、吉国が亡くなる。駅のホームの端に一人でぼんやりと立っていて、通過中の急行電車に接せつ触しよくしたのだ。目もく撃げき者しやが危ない！　と叫んだが、吉国は疲れ切った表情でそのまま立ちつくしていた。覚かく悟ごの自殺だったのではないかと報道され、久世は責任をとって会長を辞じ任にんしたのだ。

　このときの久世の辞任会見は、非常に立りつ派ぱなもので、企業の責任者としても人道的にも申し分ないものだった。潔いさぎよい態度に、久世の評判も信用も逆に上がったほどだと。

　が、記事は十年後の今、久世の疑ぎ惑わくを伝える。

　実は指示をしたのは吉国の証言どおり久世で、彼は責任を秘書に押しつけたのではないか。秘書がリベートを受け取っていたというのも、久世がイベントの際、知人と食事をしていたというのも、巧こう妙みような偽ぎ装そうではないかと。

　スキャンダラスな記事がウリの雑誌である。書いてあることがすべて真実とはかぎらない。けど、吉国守という男は実在し、しかもかぎりなく自殺に近い死を遂とげていた。

　それが、紫織子の父親なのか？　だとしたら、紫織子はいつ、そのことを知ったのか？

本気で父親のカタキを討とうとしているのか？

「事件自体は、とっくに時じ効こうを迎えているだろうし、宗そう一いち郎ろう氏は、九歳の女の子なんて相手にしないだろうけど……。心配なのは、しーこが吉国守が無罪だって証しよう拠こを持っている場合なんだ」

　洗面所に向かう是光の後ろを、ふよふよただよって移動しながら、ヒカルが不安そうに言う。

「まずは、あいつの話を聞かなきゃな」

　素直に話してくれるかが、最大の問題なのだが……。




　朝食の前に、小こ晴はるに命じられていた風ふ呂ろ場ばのすのこの修しゆう理りを急いですませる。

　そうして、紫織子のアパートに向かったのだが、辿たどり着ついてみるといくらチャイムを鳴らしても、応答がなかった。

「まだ寝てるってことはねーよな。もう十時過ぎてるし。二人でどっか行ったのか」

　紫織子の携帯にかけてみるが、出ない。

　連絡よこせ、とメールを打ち、外階段をおりる。

「あとでまた来てみるか……」

「そうだね」

　どこで時間を潰つぶすか考えていたとき。

　ポケットで携帯が震えた。

　紫織子からだと思ったが、違った。

　表示を見て、是光の目が丸くなる。

「へ……は？　式しき部ぶ……？」

　何な故ぜ、あいつが？

　昨日是光が早退したときも、唇くちびるを突き出して、なにか文句のひとつも言いたそうな顔で睨にらんでいたが。

「……あ、俺だが」

　緊きん張ちようして、声をかけると、

「赤あか城ぎ、い、今から会えない？」

　ぎくしゃくした声で、いきなり言われた。

「は？　なんで？」

「そ、それはそのっ、会えばわかるから」

「はぁ？」

「いいから、来て」

　帆ほの夏かは、つっかえながら、待ち合わせの場所を指定した。

　通話を切ったあと是光は、ヒカルに向かって怪け訝げんそうにつぶやいた。

「で、なんでカラオケボックスなんだ？」





　　　　◇　◇　◇






　行ってみると、帆夏は先にボックスに入っていた。ソファーに一人で座り、赤い顔でそわそわ、もじもじと、髪や服のすそをいじっている。

　休日なので、制服ではなくカットソーに派は手でめのアクセサリー、ミニスカートという格かつ好こうだ。脇わきに布製の大きなトートバッグが置いてある。

「式部さん、すごく気合い入ってるな」

　ドアの窓ごしに、太ももの半ばほどまでしかない白いミニスカートを見たヒカルが、口笛を吹く。

　是光も、

（スカート、短かすぎじゃねーか）

　と焦あせっていた。

　ドアを開けると、帆夏がぱっと顔を上げる。

「ご、ごめんねっ、急に呼びつけて。あの、なんか用があった？」

　心配そうに見つめられて、

「いや、ちょうど……時間潰そうと思ってたとこだったから」

　と答えると、ホッとした顔になった。

　が、またすぐ緊張で頰ほおをこわばらせ、

「えっと、とにかく座って」

　と、自分の隣となりを、ぺちぺちと叩たたいた。

　是光がそこに腰を落ち着け、

（やっぱり、スカート短けぇぞ）

　と、さりげなく視線をそらしていると、帆夏が急に真ま面じ目めな声で言った。

「……あたしっ、いろいろ考えたんだ」

「？」

「この間はつい混乱して、またあんたのこと蹴けっちゃったけど……。奏かな井いさんがいなくなって、あんたやっぱりすごく淋さびしかったんじゃないかって。なのに、あたし短気だから、あんな風に蹴り飛ばしちゃって、余計に、ひとりぼっちみたく感じてるんじゃないかなって……。このまま放っておいたら、ますますロリ一直線になっちゃうんじゃないかって……」

　帆夏はうつむいたまま、しきりに指と指をこねくりまわし、ぽそぽそしゃべっている。ヒカルが上から興きよう味み深ぶかげに見守っている。

「おい、俺がロリコンってのは誤ご解かいだからなっ」

「わかってる！　失恋ばっかで、小さい女の子に走りたくなっちゃう気持ちは、理解できるよ」

「理解しなくていいっ！」

　けど帆夏はいっぱいいっぱいの様子で、ぎこちない笑みを浮かべた。

「大丈夫、それは一いつ過か性せいのものだから。きっとまた同じ歳としごろの女の子を好きになれるよ」

「だからそれが誤解だって！」

「あたしも、あんたのヘリオトロープになって、まっとうな道に戻れるよう協力するから」

「協力……？」

　ほけっとすると、帆夏が口をぐっと引き結び、トートバッグの中から、水着の女の子の表紙がついた写真集を出しはじめた。それを是光の膝ひざに何冊も重ねてゆく。

「お……おい」

「これ見て、一緒にロリコンの矯きよう正せいしよう」















　真っ赤な顔と妙に据わった目で言う。

「なに言ってんだ、おまえ。わっ、開くな」

「ちゃんと見なきゃダメっ。そりゃ、今のあんたは、十歳以上のババアの水着なんて目が腐くさるぜ！　って心境なのかもしれないけど、努力しなきゃ」

　帆夏が眉まゆをきっとつり上げ、叱しかりつける。まるで、悪の道に進もうとしている少年を引き戻そうとする使命を帯おびた女教師のようだ。

（正気かよ！）

「ほら、このページとか、際きわどいよね」

「うぉっ」

　目の下には、下着だか水着だか区別がつかない布をまとった、胸の大きな女がハンモックに仰あお向むけに寝そべっている。

「こ、こっちも、すごいんだよ」

　と、頰をじわじわと赤く染めながら、帆夏はページをめくってゆく。ときおり、びくっとしたり、目をむいたり、半泣きになったりするが、それでもめくる手を止めず、「ね、いいよね？」「このお尻、ぐっとくるよねっ」などと、上うわ擦ずった声で言う。

　一体なにが、彼女をここまで駆かり立たてているのか。

　やたらくっきりした胸の谷間とか、パンツからはみ出そうな尻とか、ぽっちゃりめのウエストとか、へそとか、クラスメイトの女子と二人で眺ながめるものではないはずだ。

「エッチな本って、こういう楽しみ方もあるんだー。いいなー、女の子とエロ本鑑かん賞しよう」

　上でヒカルが、ほざいている。




　そして帆夏は──。

（あーやだっ、恥ずかしくて目が焼けちゃいそうだよーっ。なんで、こんな紐ひもみたいな水着ばっかりなのっ。引っ張ったら、全部ぽろっと落ちちゃうよ。ああぁ、うぅぅっ、このポーズっ、関かん節せつはずれそう。すごく痛そう。はぅっ。素す肌はだにシャツ一枚で、雨の日の波打ち際で膝を抱かかえてるとか、ありえない）

　心の中で、じたじた身み悶もだえていた。

　ぱーぷる姫のハンドルネームで携帯で恋愛小説を発信し、悩める女の子たちの相談に乗り、恋愛の達たつ人じんと呼ばれている帆夏は、実は非常に奥手だった。

　これまで男の子とつきあったことはおろか、二人きりで出かけたこともない。ましてや、こんな狭せまい部屋でエロ本をめくっているなんて！

（けど、赤城を更生させるためだもの。頑がん張ばらなきゃ。やっぱりロリはよくないし）

　さんざん悩んだあげく、帆夏はぱーぷる姫であることを隠し、インターネットの悩み相談に『気になる男子が、ロリに走ってしまいました。どうすればよいでしょう』と投とう稿こうまでしたのだ。

　普段は、経験豊富な頼りになるお姉さんとして、回答をする立場なのに──。こんなこと、絶対にぱーぷる姫の読者には話せない。みっともなさすぎる。生いき恥はじものだ。

　バレたらどうしようとどぎまぎしながら、ネットに書き込まれた回答を読むと、

『あなたが彼に、大人の女性の魅み力りよくを教えてあげるとよいですよ。ミニスカートをはいて、密室で二人でエッチな本を読むなどお薦すすめです。だんだんアダルトな雰ふん囲い気きに馴ならしていって、とどめにプールで、あなたの大だい胆たんなビキニ姿を披ひ露ろうしてはどうでしょう』

　とのことだった。

　ありえない──と、自宅の椅い子すの上でくるくる回り、ベッドでもごろごろ寝返りを打ったが、

（やっぱり、ほうっておけない！）

　と、今朝、寝不足でガンガンする頭で決意を固め、是光の携帯に連絡をしたのだった。

「あ、赤城、そろそろどう？」

　ページをめくりながらうるんだ声で尋たずねる。是光の頰も赤く、緊張しているようだ。

「ど、どうって……おまえ」

「むらむら、きてる？」

「いや……」

「ううん、気にしなくていいんだよ。ゆっくりいこう。きっとそのうち、むらむらしてくるはずだから」

　明るく言ってめくった次のページにも、砂浜に胸を押しつけ水着の背中と腰の紐をほどいて、際どいポーズをとった女の子の写真が現れる。帆夏は、今にも頭が茹ゆで上がりそうだ。写真集を広げた太ももにも、膝にも、汗がにじんでくる。

「～～～っ、こっ、このくらい胸、あったらいいよねっ。でも肩こっちゃうかな。えっと赤城、こっちの胸と、こっちの胸、どっちが好き！」

　と、別の写真集のページをめくって尋ねる。

　そちらは、ピンクの水着を着た、やや控ひかえめな胸の女の子が、浮き輪を持ってウインクしている。

「どっちって」




（いきなりそういうこと訊きくか！）

　是光は頰を引きつらせ、声をつまらせた。

　帆夏は、目を中央に寄せ口を尖とがらせ、真剣な眼まな差ざしで是光を睨んでいる。

　ささやかなほうと答えれば、やっぱりロリコンなんだと言われてしまうだろう。

「こっち……」

　悩んだあげく、大きいほうを指さすと、

「えっ！」

　意外そうな声をあげ、そのあと大きいほうの胸をまじまじと見つめて、何故か自分の胸に目を落としてがっくりと肩を下げた。

（どうしたんだ？）

「あー……と、式部って、こういうの、好きなのか」

「す、すすす好きって？」

「その……水着の女の写真とか」

「バカッ！　好きなわけないでしょ。あんたのために、本屋でエロそうなの集めたのっ。会計のとき、すっっっごく恥ずかしかったんだから」

「そ、そっか、えっと、さんきゅうな」

「もうっ、真面目にむらむらしてよねっ！」

　そう言って、ツンと横を向いてしまった。

（真面目にむらむらするって、どういう状況なんだ）

　その二つは両立するのか？

　釈しやく然ぜんとしない部分は多々あるものの、帆夏が自分のために恥ずかしさをこらえて水着写真集を購こう入にゆうし、今もこうして更生（？）につきあってくれていることに、是光は胸の奥が少し熱くなった。

（前からそうだったな。ちょっと足あし癖くせ悪わりぃし、口じゃあれこれ文句を言うけど……情があるっつーか……）




　──式部帆夏さんっていったら、すごく男子に人気があるんだからね。




　ヒカルが言っていたことが、今なら納なつ得とくできる。




　──女子にも式部さんのファンはいっぱいいるよ。面めん倒どう見みがよくて、さばさばしてて俠おとこ気ぎがあって、憧あこがれちゃうって。




「なによ、急に人の顔、じっと見て」

「いや」

「言いたいことあるなら、はっきり言いなよ」

「おまえがモテるの、わかるなって」

　ぼそっと口にすると、帆夏が目をむいた。

「ば、バカっ、な、ななななに言ってんの！　あ、あたしそんなにモテるわけじゃ」

「？　そうなのか？　おまえ、恋愛の達人なんだろ？」

　すると帆夏はまた肩を跳はね上あげ、口をぱくぱくさせ、

「そ、そうだったねっ、あはは。まぁ、それなりに、経験もつんでる、かな」

　と、つっかえつっかえ言った。

「なのに俺みたいのをかまってくれて、本当にいいやつだな。マジ感かん謝しやしてる」

「うっ」

　帆夏は何故か声をつまらせてしまった。

「やっぱり、きみは素質あるよ、是光」

　と、ヒカルが上で、しみじみつぶやく。

（なんのことだよ？）

　横目でヒカルを睨んでいると、帆夏が指をいじりながら赤い顔でぎくしゃくと、つぶやいた。

「えっと、ほら、あたし、あんたにＬＩＫＥだし……ちょーど今、暇ひまだし……まぁ、ちょっとだけつきあってもいいかなーって。あ、あのっ……赤城っ」

　勢いよく是光のほうへ顔を振り上げたものの、また声をつまらせる。

　なにか葛かつ藤とうしている様子で、視線を泳がせ表情をめまぐるしく変えたあと、目の下を赤く染め、ぶっきらぼうに言った。




「今度、一緒にプールとか、行かない？」




「へ？」

　何故いきなり、プールなのか？

　あっけにとられる是光を、帆夏は張りつめた表情で見つめている。真剣そのものだ。

　いつのまにか近づいていた帆夏の膝が、こっちの膝にあたるのに気づいて、頭の芯しんが痺しびれるように熱くなった。

「ほら是光、早くオッケーしないと、式部さん、『やっぱりいい』って言っちゃうよ」

　上で、ヒカルがふくよかな甘い声でアドバイスする。

　帆夏が屋おく上じようで告白したときと同じように、だんだん哀かなしそうな目になる。

「やっぱり──」

「いいぜ」

　泣きそうな顔を見たくなくて、とっさに口にしたとき。

　ポケットで、携帯が震えた。

　今度こそ、紫織子からだった。

「悪わりぃ」

　失礼だとわかっていたが、席を外す余裕もなく、その場で携帯を耳にあてる。

　是光の表情が険しかったからか、帆夏は心配そうな顔で見上げている。

　携帯の向こうから、すすり泣きが聞こえた。

　また演技か？　いや、本気で泣いてる──？

　弱々しい声が、訴える。

「お……おじいちゃんが……っ」

　天てん井じようからおりてきて、是光の隣で一緒に携帯に耳をよせていたヒカルが、険しい表情を浮かべた。

「しーこのおじいさんは心しん臓ぞうが悪くて、今年の三月にも一度倒れて入院してるんだ。おじいさんになにかあったのかもしれない」

　胸がずしっと重くなる。

　是光は叫んだ。

「おい、しーこ！　今どこにいる！　泣いてちゃわかんねー、はっきり言え！」
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　帆夏と別れて病院へ駆けつけると、紫織子は、病室のベッドに目を閉じて横たわる朋とも彦ひこの傍かたわらにいた。

　椅子に座ったまま、布団ふとんの上に体を投げ出し、朋彦にすがりつくようにして眠っている。頰に泣きはらしたあとがあって、目のふちにも涙の粒がついていた。

　看かん護ご師しの話では、朋彦は昨日の夕刻に自宅で倒れ、救急車で運ばれてきたという。

　それからずっと紫織子は眠っていなかったのだろう。

　不安に耐えきれず是光に電話をし、是光が、

「すぐ行く！」

　と叫ぶ声を聞いて、少しだけ安心したのかもしれない。待っている間に、眠ってしまったらしい。

「若わか木ぎさんのご家族のかたですか」

　看護師に声をかけられ、廊ろう下かに出る。

「いや、俺は家族じゃねーけど、知り合いっつーか」

「ご家族のかたと連絡はとれますか」

「しーこんとこは、父親も母親も死んだって聞いてるけど」

　すると看護師は、困っているように眉をひそめた。

「そうですか……。若木さんに、ご家族のかたのことをうかがったのですが、ご自分と娘さんの二人きりだとおっしゃるばかりで」

「娘って……しーこは、孫なんじゃ」

「お孫さんのことを、娘さんだと思い込んでいるようなんです」

　認にん知ち障しよう害がい──という言葉が浮かび、ハッとする。前にアパートの近くで会ったときは、普通に話していたのに。いや、ヒカルは朋彦が紫織子を「リコ」と呼んでいるのを気にしていた。

（もしかしたらリコって、しーこの母ちゃんの名前なのか？）

　看護師は、ますます眉根を寄せ、声を落として、

「紫織子ちゃんの話では、先月くらいから、そんな感じだったようです」

　是光は愕がく然ぜんとした。

（じゃあ、しーこは、唯一の肉親にも頼れなくなってたのか？　認知障害って、回復するのか？）

　ヒカルを見ると、やっぱりショックを受けている様子で、顔を引きつらせていた。

　朋彦がボケはじめたのは、ヒカルが亡くなったあとなのだろうか。辛つらい出来事が続く中、紫織子はたった一人で頑張っていたのだ。

　苦い唾つばとともに奥歯を嚙かみしめる。

「しーこのじいさんの具ぐ合あいは、どうなんすか」

　低い声で尋ねると、看護師は暗い表情のまま、

「今は落ち着いて眠ってらっしゃいますが、急に容よう態だいが変わられることもあるかもしれません」

　と言った。

　胃が、ぎゅっとしめつけられる。

（じいさんがいなくなったら、しーこはどうなっちまうんだ）

　自分の父親が亡くなったときのことを思い出し、ますます息苦しくなった。

　授業中、小晴が小学校へ是光を迎えに来たこと。病院へ辿り着いたら、父がベッドに仰向けになって目を閉じていた。傍らで椅子に座った正まさ風かぜがうなだれており、それを見た瞬間、父の目はもう開くことはないのだと、わかってしまった。

　あのとき、気持ちがついてゆかなくて、ぼうっとしていて──けど、暗い沼に引ひき摺ずりこまれてゆくような不安を感じていたこと。

　是光も、そしてヒカルも、家族を亡くすことがどういうことなのかを知っている。

　ましてや紫織子には、朋彦以外に家族はいないのだ。

　ヒカルは唇を嚙み、うつむいている。

　朋彦は、しばらく入院が必要とのことだった。

「紫織子ちゃんをどうしましょう。昨日は病院に泊まってもらったのですが、またそういうわけには……」

　眉根を寄せる看護師に、是光は言った。

「俺んちであずかります」
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　じいさんは、検査でちょびっと入院しなきゃなんねーから、その間、俺んちに来い。

　その言葉に、紫織子は逆らわなかった。

　是光が歩き出すと、うつむいてついてきた。

「しーこの手を握ってやって、是光」

　ヒカルに言われて紫織子の手を見ると、両方とも、ぐーの形に握りしめられていた。

　なので左手を、こぶしごと包むように握ってやると、眉を下げて泣きそうな顔になり、

「……っ」

　込み上げるものを飲み込み、小さく喉のどを震わせ、そのまま是光に手を繫つながれていた。

（冷たい手だな……）

　と思って、胸がズキッとした。

　一度アパートに寄り、紫織子が着替えなどを鞄かばんにつめている間、玄げん関かんの外で家に電話をする。

　正風が出たので事情を説明すると、硬い沈黙があった。

「……」

　正風は、二十年前に妻が第二の人生を歩むと言って離り婚こん届とどけを突きつけ、家を出ていって以来、大の女嫌いである。

　是光の口くち癖ぐせだった『これだから女は』は、正風の口癖がうつったものだ。

　女には近づくな、女は信じるな、というのが正風の教えで、実の娘の小晴のことさえ、『あれは女だからダメだ』と言い捨て、険けん悪あくになる始し末まつである。

　是光がこるりを連れて家へ戻ったときも、落ちくぼんだ鋭するどい目でじぃぃぃぃっと、こるりをねめつけた。

『念のため訊くが、その猫は、まさか雌めすではないだろうな？』

『あ、えーと……雌だけど……、そのっ、こいつクールだからっ、じいさんの顔なめたり、膝に乗っかったりしねーから！』

　と拝み倒し、渋しぶ々しぶ了りよう承しようを得たのだった。

『是光、その猫めは、いずれ出てゆくぞ。女とはそういうものだ』

　いかめしい顔で、そうも言った。

　たとえ猫といえども、女への不信は徹てつ底ていしているのである。

　なので、女の子の紫織子をあずかるのに良い顔をしないのではないかと、携帯電話のこちらでひやひやしていると、

「……わかった」

　重々しい声が返ってきた。

「小晴には、わしから言っておく」

「ありがとう、じいさん。じゃあ連れてくから」

「……うむ」

　ぷつりと通話が切れる。

「おじいさんが了承してくれてよかったね」

　一緒に心配していたらしいヒカルが、ホッとした様子で言った。

「ああ」

　あとは、是光にそっくりの悪あく党とう面づらの正風と小晴を、紫織子が怖がらなければよいのだが……。

　アパートのドアを開けて部屋に戻ると、ランドセルを背負い、若草色のポシェットを横がけにし、右手にボストンバッグをひとつだけ持った紫織子が、玄関にぽつんと立っていた。

「うおっ」

　まさか玄関にいると思わなかったので、驚おどろいてのけぞったあと、

「荷物、それで全部か」

　と尋ねると、こくりとうなずいた。

「貸せ」

　ボストンバッグを持ち、空いている手で、紫織子の手をまた握ってやる。

　古い木造の家に辿り着くまで、紫織子はずっと黙っていた。是光は自宅の玄関の戸の前で、

「あー……俺んち、じいさんと出戻りのオバさんがいるんだが、その、二人とも俺と顔つきがそっくりで、怒ってるみたく見えるかもしれんが、そういう顔してるだけで、不ふ機き嫌げんってわけじゃねーから」

　と、一いつ生しよう懸けん命めいに説明をした。

「大丈夫だよ。是光、しーこは、きみの顔だって怖がらなかったろ」

　ヒカルが励はげます。

（そういや、そうだな）

「まっ、おまえなら度ど胸きようあるから、平気か」

　紫織子のこぶしを握りしめたまま、ぶんっと強く振って、勇気づけようとする。

　紫織子がびっくりして、目を丸くする。

「ただいまー！」

　引き戸をがらりと開け、いつもより大声で呼びかける。

　すると奥から、まず小晴が出てきた。

　裾すそまくりのジャージのパンツの上は、夏なのでＴシャツを着ている。頭の上で無む造ぞう作さにまとめた髪も、小晴のいつものスタイルだ。

　紫織子をじろりと見おろし、眉を片方だけつり上げる。

「紫織子ちゃん、あんた、食い物でアレルギーとかあるかい」

　いきなり尋ねる。

　紫織子が面めん食くらったように、首を横に振り、

「いいえ。なんでも、食べられます」

　と答えると、

「そう。基本、うちは、出したもんは好き嫌いなくありがたく食べてもらうのが決まりだけど、どうしても食えないもんがあったら、こいつに言っときな」

　と是光のほうを顎あごでしゃくった。

「しーこは、にょろっとしたものはダメだ。うなぎの蒲かば焼やきとどじょうの柳やな川がわ鍋なべはやめてくれ」

　是光が言うと、紫織子はぴくっとし、唇を嚙んだ。

「そんな高級なもん、出ないから安心しな。是光、客間は荷物をまだどかしてないから、とりあえず今日は、あんたの部屋か書道教室で寝てもらえ」

「おう、そうだったな。客間は納なん戸ど状態だったな。あとで俺がかたしとく。ほら、あがれよ、しーこ」

「……お邪じや魔まします」

　借りてきた猫のように、おずおずと靴くつを脱ぐ。

　スリッパなどという洒落しやれたものは、赤城家では出てこない。

　代わりに、瑠る璃り色いろの目の白猫が、紫織子の足元に近づいてくる。微妙に距きよ離りを保ちながら、紫織子の周りを優ゆう雅がな足取りで歩き、クールな眼差しで見上げる。

　紫織子もこるりを、息をつめて見おろした。

「こるりっていうんだ。……あとで遊んでやってくれ」

　遊んでやってくれは、紫織子ではなく、実はこるりに向けて言った台詞せりふだった。

　こるりが『気が向いたらね』というように、尻尾しつぽをふいっと揺らして去ってゆく。それは正風が現れたことを、敏びん感かんに感じ取ったからかもしれない。

　正風は、ヤクザの親分のようなむっつりとした悪人面で、紫織子の前までやってきた。

　年輪を重ねた分、是光や小晴以上に迫力があり、眼光も鋭い。

　紫織子の肩や頰に緊張が走る。

「若木さんの……お孫さんだそうだな」

　ドスのきいた低い声で、正風が問いかける。

「おじいちゃんを、知ってるんですか」

　紫織子が小さな声で尋ねると、正風は怒っているような険しい声で言った。

「わしも囲い碁ごをたしなんでおるのでな。若木さんの試合も観かん戦せんしたことがある。若木さんの碁は勝ちにゆく碁ではなかったが、見ていて心が晴れやかになるような清すが々すがしい碁で、わしは好きだった」

　紫織子の頰と唇が、ほんの少しだけやわらぐのを見て、紫織子の横で紫織子を支えるように肩に手を置いていたヒカルも、目をなごませる。

　是光もホッとした。

「若木さんのことは心配だろうが、気兼ねなくゆっくりしていってくれ」

「お、お世せ話わになります」

　紫織子は今度は、顔をゆがめて泣きそうになったあと、両手を前でそろえて、深く頭を下げた。

　正風は小さくうなずくと、むっつりした顔で奥に引っ込んでしまった。

「是光、もうじき風呂が沸わくから、夕飯の前にお客さんに入ってもらいな。石せつ鹼けんとシャンプーは、あんたとじいさんが使ってる色気のねーやつじゃなくて、仕事先からサンプルでもらったのがあるから、それを出しといたよ」

　小晴もそう言って引っ込む。

　是光は紫織子に、声をかけた。

「じゃあ、荷物を置いてくるか。小晴が言ってたが、客間は今、物置になってんだ。明日には使えるようにするから、今日は、俺の部屋か書道教室で我が慢まんしてくれ。うちは、じいさんが書道教室やっててな。ちっと墨すみくせーけど、獣くせー俺の部屋よかそっちのほうがいいかもな。あっ、けど、離れだし、向こうだと心細いか。うぅぅ」

「……平気。書道教室で、いい」

　紫織子が、やはりまだ元気のない声で、ぽつりと答える。

「おう、そっか。ならこっちだ」

　是光は紫織子のボストンバッグを持ったまま、離れの書道教室へ案内した。

　畳を敷しきつめた和室で、文ふ机づくえが並んでいる。

　それを脇に寄せ、スペースを作る。

「さてっ、まず風呂だな」

　ランドセルをおろしてボストンバッグと並べて置いたあと、相変わらずうつむいている紫織子に、少しだけテンション高めに声をかけると、

「……とう」

「へ？　なんだ？　風呂、あとのほうがいいか？」

「ありが……とう」

　弱気な表情でつぶやくのを聞いて、是光は焦った。

「……いや、べ、別にこれくらい、フツーだろ。恩に着せようとか思ってねーから。おまえも普段みたいに好き勝手言っていいんだぞ。ほらっ、風呂入ってすっきりしてこようぜ！」

　紫織子は小さくうなずいて、是光に言われるまま風呂場までついてきた。

　洗せん濯たく機きの上に、小晴が用意した手ぬぐいとタオル、それに可か愛わいらしい小さなパッケージに入ったシャンプーセットと石鹼が置いてある。それを渡すと、紫織子は素直に受け取った。

　湯船に手を入れ温度を確かめると、いい感じにぬるめだった。

　赤城家では、風呂の温度は高めだ。紫織子のために、小晴が普段よりもぬるくしたのだろう。子供にはちょうどよさげな温度だ。

「なんか足りないもんがあったら、声をかけろよ」

　そう言って、風呂場を出る。

　ドアを閉め、そこに背中を押しつけて、はーっと息を吐いた。

「しーこのやつ、おとなしくなりすぎて、調子狂うぜ」

　あんなにしょんぼりされるくらいなら、生なま意い気きなガキだと腹を立てていたほうがよかった。

　ヒカルも憂うれい顔で、

「前におじいさんが入院したときも、しーこは、あんな感じだったよ。あのときはぼくがしーこのアパートに泊まったんだ。今回は二度目だから、きっとしーこはあのときよりもっと不安だろう」

「なんとか盛り上げてやれねーかな」

「今は、なるべく一緒にいて声をかけてあげることくらいしか、できないかもしれない」

　もどかしそうに、つぶやいた。

　紫織子が入浴している間に、是光は書道教室まで布団を運び、ふっくらするように乾かん燥そう機きをセットしておいた。

「今の時期だと、乾燥機をかけたら、あちーかな。昼間、日干しできりゃあよかったんだが」

「夜はまだ冷えるし、いいと思う」

　そんな話をし、風呂場へ戻ると、そのままパジャマになりそうな感じの、タオル素材の膝ひざ丈たけのワンピースに着替えた紫織子が、頭にタオルを巻いて顔をのぞかせた。

「あの……ドライヤー貸りても、いい？」

「えっ、ああ。洗面台のとこに置いてあるのを、使ってもいいぞ」

「……ありがとう」

　ぱたんと、浴室のドアが閉じる。

　それからドライヤーが熱風を吐き出す音が、聞こえてきた。

「こういうところは、小さくてもしっかり女の子だね」

　ヒカルが微笑ましそうに、くすっとした。
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　夕飯は、赤城家では滅めつ多たにお目にかかることのない、ハンバーグだった。

　中に細かく刻きざんだ人にん参じんとピーマンが入っている。好き嫌いは認めないと小晴は言ったが、子供が食べやすいように、あれこれ工夫をしているようだ。

（そういや小晴には、しーこと同じ歳の子供がいるんだよな……）

　甘いソースで味つけしたハンバーグを口に入れながら、是光はそんなことを思い出していた。

　旦那の浮気が原因で小晴が離婚し、赤城家に出戻ってきたとき、是光の従弟いとこにあたるその子は、まだ一歳かそこいらだったはずだ。

　旦那と小晴の間でどういう話し合いが行われたのか、是光は知らない。小晴は元旦那のことは、今でもぼろくそに非難するが、旦那の実家に引き取られた子供のことは一切口にしない。

　旦那の両親の強い要望で、小晴は子供に会えずにいるらしい。もちろん、他人の言葉におとなしく従うような小晴ではないので、最終的には小晴自身がそう決めたのだろうけれど。

　紫織子に対する小晴の口調や眼差しはそっけないが、よく見ていると、小晴はたびたび紫織子へ視線を向けていた。

　たった一人の身内が入院中の紫織子を、気き遣づかっているともとれる。けど、静かに睨み据えるような眼差しの中に、切なさが淡くにじんでいるような気がして、

（もしかしたら、しーこを見ながら、自分の子供のことを思い出しているのかもしれねーな……）

　そんな風に考えて、胸がぎゅっとした。

　食卓は、にぎやかな会話もなく、静かで淡々としていたが、紫織子は出されたものは残さず食べ、

「ごちそうさまでした。とっても美お味いしかったです」

　と、ぺこりと頭を下げた。

　食事を終え、また紫織子を連れて、書道教室へ戻る。

　布団はすっかりあたたまっていた。

　とはいえ、まだ八時前だ。いくら子供でも就しゆう寝しんには早すぎる。

「ゲームでもするか？　うちにあるのは花札とトランプくらいだが。あ、囲碁もあるな。五目並べでもするか？」

「もう寝る」

　紫織子がぽそりと言って、畳に敷いた布団にもぐりこむ。

「そっか、昨日寝てねーんだもんな。じゃあおやすみ。なんかあったら携帯鳴らせ」

　部屋から出てゆこうとする是光のジャージのズボンの裾すそを、小さな手がつかんだ。

「どうした？」

　振り返って見おろすと、紫織子がえらく気弱な顔で見上げていた。

「あ……あの」

「なんだ？　言ってみろ」

「あの……」

　是光のズボンの裾をつかんだまま、目を伏せる。

　そのまま、ためらうように沈黙を続ける。

「……」

（やっぱ、一人じゃ淋しいのかな）

「よし、今日は特別に、朝まで俺がここで番犬してやるから。安心して寝ろ」

　布団の上から、ぽんぽんと叩いたとき。

　紫織子が、消え入りそうな声でつぶやいた。

「一緒に……寝て」

「へ？」

　思わず目をむく。

　紫織子が首をますますすくめて、顔を見せまいとする。そうしながら、ズボンを握る手ははなさず、おずおずと続ける。

「ヒカルは……前におじいちゃんが入院したとき……毎日、一緒に寝てくれたの。だから……」

（おいっ、ヒカル！　ヘンなことしてねーだろうな）

　紫織子を安心させるためだったのだろうとわかっていても、つい疑いの眼差しを向けてしまう。

　ヒカルは是光の隣で、焦って手を振っている。

「や、やだな、是光！　なにその目。いくら女の子を慰なぐさめるのに全力を尽くすのがぼくの流りゆう儀ぎだからって、九歳の子供に手を出したりしないよ。誓ちかってなにもない。普通に添そい寝ねしただけだよ」

（こいつの普通は、まったく信用できねーからな。挨あい拶さつ代わりに女にキスしようとするやつだし）

「本当──に、よこしまな気持ちは、これっぽっちもなかったってば！　それとも、きみはこんな風に弱々しく助けを求めている幼い女の子と、ひとつの布団に入ったら、むらむらしちゃうわけ？」

「ば、バカ！　そんなことねー！」

　思わず叫び、ハッとする。

「いや、おまえに言ったわけじゃねーぞ、しーこ」

　と、心配そうな紫織子に慌あわてて言い訳をする。

　ヒカルがすかさず口を出す。

「だったら、しーこと一緒に寝てあげてよ。哀かなしいときや不安なときに、人のぬくもりが恋しくなるのは、大人も子供も同じだから」

　と、やわらかな声で言い、両手を合わせる。

　紫織子はまだ是光のズボンの裾をつかんだままだ。身を縮ちぢめ、唇を小さく嚙んで頼りない顔をしている。

「仕方ねーな」

　かがんで掛け布団を、ばさっとめくりあげると、紫織子は驚いたようにびくっとし、両手を胸の前で組んだ。

「ほら、もうちょっとそっち行け」

　紫織子が硬い顔で、もぞもぞ移動すると、是光はそこに足を投げ出した。

「二人で寝るのなんて、ひょっとしてはじめてかもな」

　それとも、記憶もないほど幼い頃、あの泣き虫な母親に抱きしめられて眠ったこともあったのだろうか……。

　布団を引っ張ってかけ直し、紫織子の隣にごろんと横たわり、向かいあう。

　すると紫織子は、カァッと赤くなって、

「ダメ、こっち見ちゃ。あっち向いてっ」

　と、是光の顔を両手で、ぐいっと押しやった。

「はぁ？　注文が多いやつだな」

「違うもんっ。あんたのデリカシーがないんだもん」

　恥ずかしそうに、もごもごつぶやく。

「ったく、これでいいか」

　寝返りを打って背中を向けると、そこにやわらかなものが、ぺたっとはりついてきた。

　はじめての感触に戸と惑まどいながら、

（子供って、あったけーな）

　と、思ったりした。

　ヒカルが是光の前に肘ひじをついて寝そべり、是光の顔をにまにましながらのぞき込んでくる。

「しーこは、きみの背中にしっかりしがみついているよ。可愛いねー。どう？　九歳の女の子の抱だき枕まくらになった気分は」

（るせー、からかうな。あっち行け）

　目で凄すごんでみせるが、ヒカルはそんな是光を観察するように、やっぱりにまにましている。

「あのよ……電気、消していいか」

「…………このままでいい」

（って、気になるんだが）

「ぼくも、このままのほうがいいな。明るいほうが、きみが照れて赤くなっている顔がよくわかる」

（そういう台詞を女に向かって吐いていたのか、このどすけべ野郎）

　目を開けていると、いやでもヒカルが視界に入ってくるので、是光は仕方なく目をぎゅっと閉じた。

　そうすると、今度は背中にはりついている紫織子の体温や、息づかいがよりはっきり感じられて、汗が吹き出てくる。

　決して九歳の子供にもやもやしているわけではない。

　そこはきっぱり主張しておきたい。

　けど……。

（子供の体温って……いや、人間の体温って……あったけーんだな。それに、なんかこんな風にぴったりくっついてると、恥ずかしいけど安心するっつーか……）




　──ぬくもりがあると、安心して……。




　一人では、淋しくて眠れない。

　そんなことを、出会った頃ヒカルが言っていた。

　甘ったれたことを抜かすな、と思うが、はじめて知った自分以外の他人のぬくもりは、体のすみずみに広がり、胸の一番奥にまでじんわり染みこんでくるほど、心地ここち良よいものだった。

　是光の背中にぴったりしがみついているという紫織子も、今このときだけでも、この心地良さと安らぎを享きよう受じゆしているのだろうか。

　俺の背中は、こいつの役に立っているのだろうか。

　こいつに、ちゃんとぬくもりを与えてやれているのだろうか。

（だったら、いい）

　ヒカルにからかわれても、へいちゃらだ。

　若草の甘い香りは、紫織子の匂においだろうか。

　閉じているまぶたが、ゆっくりとやわらかくなり、とろけていって。

　背中も、腕も、足も、やわらかな優しいものに同化するように、形がなくなっていって。

（やべ……俺も眠くなってきた……。これじゃ番犬にならねー……）

　いつか、寝息をたてていた。

　耳元で、ヒカルのふくよかで優しい声が聞こえた。

「大きい子供と小さい子供と、子供が二人いるみたいだよ」





　　　　◇　◇　◇






　日曜の朝。

　是光が目覚めると、紫織子はもう起き出していて、着替えをすませていた。

　メールをチェックしているのか、窓際に座って携帯の画面を見ている姿が、起き抜けのぼやけた目に映り、はっとして上半身を起こす。

「おはよう、是光。昨日はずいぶんぐっすり眠れたみたいだね」

　朝の光を背中に浴びたヒカルが、にっこり笑う。その隣で、こるりが瑠璃色の目で、クールに是光を見ていた。

（いきなり視界をふさぐな、このっ）

　睨んだら、紫織子が是光のほうを見た。

　慌てて挨拶する。

「お、おはよう。おまえ、起きるの早はえぇんだな」

　熟じゆく睡すいしてしまった恥ずかしさもあって、多少ぎくしゃくしながら言う。

　紫織子もちょっと頰を染めて、ぶっきらぼうに、

「……おはよう」

　と、言った。

　そうして、ぷいっと顔をそらし、また携帯をいじりはじめる。

　向こうも恥ずかしいらしい。

　こるりが『子供ね』という風なさめた眼差しを送り、どうでもよさげに毛け繕づくろいをはじめる。

　ヒカルは、まだにまにましている。

　是光はヒカルを無視して言った。

「しーこ、朝メシ、食えるか？　それでそのあと、病院に見み舞まいに行って、帰りにおまえんちに寄って、花に水やろうぜ」

　しーこは是光に横顔を向けたまま、

「……うん」

　と、ぶっきらぼうに答えた。




　朝食のメニューは赤城家では定番の、和食だった。

　炊たきたての白飯と、皮をぱりっと焼いた切り身の鮭さけと、ふんわりかきまぜた納なつ豆とう、香ばしい海の苔り。みそ汁は、キャベツとしめじとお麩ふだった。

　他に牛乳と、カットしたオレンジが用意してあったのが、いつもと違う。

　紫織子は今朝も残さずに食べ終え、空になった食器を自分で台所まで運んだ。

「あの、お、お手伝い……させてください」

　小さな声で言うと、小晴はさばさばした口調で答えた。

「そうかい。じゃあ、後片付けは是光と二人で頼むよ」

「って、俺もかよ」

「当然だろ、お客さんを働かせて、ぐうたらしてる気かい」

「しゃーねえなー」

　是光が洗った皿を、紫織子が乾いた布ふ巾きんで丁てい寧ねいに拭ふいてゆく。

　そんな様子をヒカルがあたたかな目で見守り、正風と小晴も見ていないふりをしているようで、むっつりした顔で見ていた。
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　病院へ行くと、よくない知らせが待っていた。

　朋彦は、だいぶ体力が落ちていて、すぐに日常生活に戻るのは難しいという。言葉の端はし々ばしに、これ以上の回復は、年齢的に望めないという響ひびきがあり、紫織子もそれを感じたのだろう。

　手をぎゅっと握りしめて、うなだれていた。

　朋彦はベッドに寝たまま、満足に体を起こすこともできずにいたが、紫織子を見て、目もとを優しくなごませた。

「よく来てくれたね、リコ」

　紫織子は一瞬だけ哀しそうな目をしたが、すぐに明るく笑った。

「おじいちゃん、お花のお世話は、あたしがするから心配しないでね」

「ありがとう、リコ。夏なつ椿つばきや夾きよう竹ちく桃とうはもう咲いたかい、キンカンの実も金色に染まる頃だろう」

　紫織子が、小さなこぶしを何度もぎゅっと握りしめるのを、是光は見ていた。

　アパートのプランターには可か憐れんな色合いの小さな花々が植えられていたけれど、夏椿も夾竹桃もキンカンの木もなかった。

　朋彦の目の裏に浮かんでいる風景が、アパートに引っ越す前に住んでいた家のものであることも、紫織子を娘だと思って話していることも、わかってしまって──それでも、紫織子が必死に笑顔を作ろうとしているのを見て、たまらない気持ちになる。

　ヒカルも、哀しそうに眉根を寄せている。

「夏椿が全部散ってしまう前には、戻らなければなぁ」

「うん、そうだよ、おじいちゃん。一緒に見よう」

　紫織子がうなずくと、朋彦は愛いとおしげに目を細めた。娘と孫の見分けはつかなくなってしまっても、きっと双方に向ける愛情は本物なのだ。

　是光にも、

「リコがお世話になっているそうで。ありがとうございます」

　とお礼を言った。

「いや、うちの家族も、変化があって喜んでるみたいだから」

　是光も、なるべく明るい声で答える。

　朋彦が嬉うれしそうに微笑ほほえむのが辛かった。




　そのあとアパートで、部屋やベランダに置かれたプランターに水をやっている間、紫織子はずっと暗い顔をしていた。

　祖父が弱っているのを、紫織子も感じているのだ。病院では笑顔を見せて元気に振る舞っていたけれど、やっぱりかなり無理をしていたのだろう。

　眉を下げたまま、一言も口をきかない。

「一休みしようぜ」

　是光はコンビニで買ってきた、バウムクーヘンと珈琲コーヒー牛乳を紫織子に差し出した。

　是光にうながされて、ちゃぶ台の前にちょこんと座ったものの、紫織子はバウムクーヘンに手をつけない。

　袋から出して手に持ったまま、うなだれている。

「しーこ、好物だろう」

　ヒカルが紫織子の隣で話しかけるが、当然反応しない。

　是光は、紫織子からバウムクーヘンを取り上げると、上から皮をはがすように一枚むいた。それをつまんで口に入れた。

　ヒカルが目を見張る。

「是光、きみ、甘いものは苦手だったんじゃ」

　是光はかまわず、一枚一枚バウムクーヘンをむいては、口へ突っ込み、もぐもぐと咀そ嚼しやくしてゆく。

（くそっ、舌に砂糖がへばりついてるみたいだぜ）

　しかめっ面で、むいては食べ、むいては食べを続ける是光を、紫織子は顔を上げ、驚きの目で、じぃぃっと見ていたが、是光が、むすっとした顔でバウムクーヘンを差し出すと、自分も同じようにバウムクーヘンをむいて、口へ入れた。

「……」

「……」

　二人で無言で、食べ続ける。

　バウムクーヘンを、ちまちまはがしながら食べるのは、レディらしくないからやめさせたいんだけどねと語っていたヒカルも、唇を閉じ、深く静かな眼差しで見守っている。

　ずいぶん時間をかけて、バウムクーヘンが小さくなり、最後のひとかけらを口に押し込んでやると、紫織子はうつむいたまま黙ってもぐもぐし、それを飲み込み、またしばらくじっとしていたが、ぽつりとつぶやいた。

「おじいちゃんは……とってもいい人なの……」

　どう答えたらいいのかわからず、是光は息をのんだ。

　紫織子がさらに、ぽつりと、

「だから、あんなふうに……なっちゃったの」

　そうして、顔をくしゃっとゆがめ、

「いい人じゃ、ダメなんだよ」

　と、掠かすれた声で言った。

　そこに、暗い感情がこもっているように聞こえて、是光は心配になり、またやりきれない気持ちになった。

「ダメってことはねーさ。だっておまえは、じいさんのことが好きだろう」

　そう言うと、紫織子は気弱な顔で唇を嚙み、黙っていた。

「……」




　トイレでヒカルとぼそぼそ密談をする。

「ああいうとき、どうすりゃいいんだよ。おまえ、どんな女も笑わせるギャグとかねーのか」

「無茶言わないでよ。ギャグはすべったら、取り返しがつかないんだから」

「っっ、どうしたら、元気になるんだろうな」

「しーこの気持ちが、まぎれるようなことがあればいいんだけど」

「ゲームでも買ってくか」

「うーん……」

　二人して唸うなりあうだけで、良案は浮かばなかった。
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　援えん護ごの手は、思わぬところから差し伸べられた。

　帰宅すると、居い間まに大きなぬいぐるみが鎮ちん座ざしていた。

「なんだこりゃ」

　顔がでーんと長い──というより顔と胴体が一体化している、カバのようなハムスターのようなはたまたアリクイのような、謎なぞの生物だ。

「……パチンコの景品で、当たったんだ」

　むっつりした顔で正風が言う。

「捨ててくるわけにもいかんかったので……持ってきた。ちょうど若い客人もいるのでな」

（じいさん、パチンコなんかしねーじゃん）

　あからさまな噓うそに、是光はあんぐり口を開けた。

　バレないとでも思っているのだろうか。

（つーか、このぬいぐるみ、じいさんが自分で買ったのか？　んで、ここまで抱えて持ち帰ったのか？　この悪党面で？）

　謎のハムスター＋カバ＋アリクイのぬいぐるみを脇に抱えて、口をむっと閉じてガンを飛ばしながら歩いている祖父を想像し、是光は汗がにじんだ。

（けど、じいさんも、しーこを励まそうとしてくれてんだな）

　ずいぶん不ぶ器き用ようではあるけれど、それも正風らしい。

「きみのおじいさんは素す敵てきだね」

　と、ヒカルが微笑む。

　戦前生まれのじいさんが、素敵かどうかは知らないが……。

「けど、これ、なんの動物だ？」

「知らん」

「知らんって……」

「女子に一番人気があるものをと言ったら、店員がこれを出してきて──店員というのは、もちろんパチンコ屋の店員のことだ」

　正風がごほんと咳せきをする。

「店員に、生物名くらい聞いとけよ」

　是光が言ったとき、

「……カピバラ」

　しーこがつぶやいた。

　隣を見ると、頰を少し紅潮させて、ぬいぐるみを見ていた。

「カピバラって、いうのか？　こいつ」

　尋ねると、ぬいぐるみを凝ぎよう視ししたまま、大きく、こくこくとうなずく。

　ヒカルがやわらかな声で、

「アマゾン川に生せい息そくしている、巨大ハムスターみたいな動物だよ。今、グッズがたくさん出ていて、女の子にすごく人気があるんだ」

　と説明する。

（人気あるって、この胴長お化けが!?）

　是光は、ちょっと頭がくらっとした。

「あー……しーこ、よかったら、そのカピバラ？　もらってやってくんねーか。うちには、ぬいぐるみが似に合あうような、可愛らしいやつはいねーから」

　紫織子が是光を見上げる。

　欲しいけれど、そう言っていいものかためらっているようだったが、是光がカピバラを持ってきて、

「ほら」

　と押しつけると、

「……ありがとう」















　唇をかすかにほころばせて、きゅっと抱きしめた。

　正風が新聞を読むふりをして、紙面の端から様子をうかがっている。

　紫織子はぬいぐるみをかかえたまま、正風のそばまでとことこと歩いてゆき、

「ありがとうございます、赤城のおじいちゃん」

　と頭を下げた。

「……景品で、当たっただけだ」

　と、正風は新聞で顔を隠した。きっと、目の下が赤くなっているのを、見られたくなかったのだろう。




　カピバラに頰をくっつけて、ほんわりしている紫織子と一緒に、書道教室へ移動する。

「ちょっとはずすけど、いいか？　一人で退たい屈くつじゃないか？」

「……宿題してる」

　畳にしゃがみ込んでも、まだカピバラを抱きしめたまま、紫織子が答えた。

「じゃあ、俺も邪魔しねーようにするな」

　そう言って、ヒカルと一緒に教室を出た。

「さて、今のうちに客間を片付けるか」

「ぼくも手伝えるといいんだけど、メイドさんの格かつ好こうをして、隣で『ご主人様頑張って』って、励ましていようか？　それともチアガールのほうがいい？」

「やめろっ。と、その前に──」

　是光は居間に戻り、正風に礼を言った。

「ぬいぐるみ、ありがとな、じいさん。おかげで、しーこはちょこっと元気が出たみたいだ」

「あれは景品だ」

　あくまで言い切る。

　まぁ、そういうことにしておこう。

　正風が、ふいに険しい顔になる。

「それより、若木さんの具合はどうだった」

　是光の胸も重くなった。

「よくは……ねぇな」

　病院でのことを話すと、正風は眉み間けんの縦たて皺じわをますます深くした。

「少し長目にしーこをあずかることになるかもしれねーけど……なるべくしーこのことは俺がやるようにして、じいさんたちに面倒をかけねーようにするから」

「面倒とは思っとらんし、そんな言いかたは客人に失礼だ」

　正風が厳しい口調で言う。

　そうして、空くうを鋭く睨み据え、口の端を偏へん屈くつそうに下へ向けたまま言った。

「若木さんは、わしの恩人だ。二十年前、おまえの祖母が家を出て行ったあと、人付き合いが全部わずらわしくなっていた時期があってな。わしが顔をこわばらせて、目をこう、ぐーっとつり上げて、刃物みたいにぴりぴりしておったからだろうなぁ……碁会所へ行っても、誰もわしに話しかけてこんし、わしもそれでいいと思っていた」

　そんなとき、声をかけてきたのが朋彦だったという。




　──一局、よろしいですか。




　おだやかな表情で尋ね、正風の正面に座った。

　そうして碁をさしながら、おっとりした誠実な口調で、自分の家族の話を少しだけした。

　妻が亡くなり、遅くに授さずかった娘を一人で育てていること。

　戸惑いや失敗も多く、大変な日々だが、喜びもあること。




　──年を経へるに従って、去るものが多くなりますが、来るものもあります。それを大事にしてゆければと思うのですよ。




　朋彦の言葉は、突然妻に去られて人が信じられず、すさんでいた正風の胸を、静かに震ふるわせた。

　去るものがあれば、来るものもある。

　それを大事にしてゆこうと、このとき思えた。

「わしが、人嫌いで悪党面のじじぃとして孤立せずにやってこれたのも、若木さんのあの言葉があったからだ……」

　二十年の歳月を、振り返っているのだろうか。

　目を閉じ、しみじみとした顔つきになった。




（恩人、か……）




　正風の話は、是光の心にもふれた。

　正風が、またつぶやく。

「若木さんは──本当に立派な、いい人だ」




　──いい人じゃ、ダメなんだよ。




　思いつめた目をして、そうつぶやいていた紫織子。

　けど、紫織子の祖父は二十年前に、是光の祖父を救ってくれたのだ。

　そして二十年後の今も、正風は感謝を込めて、紫織子の祖父を──若木朋彦を、いい人だと断言する。

　そのことが、胸にかかる黒い霧きりを、はらってくれたような気がした。

「じいさん、その話、今度しーこにも聞かせてやってくれ」

　そう言うと、正風はきまり悪そうにもぞもぞし、

「ふんっ、女には理解できん話だ」

　と、そっけなく言った。




「朋彦さんときみのおじいさんの間に、あんな素敵なエピソードがあったなんて。人の縁えんはどこで繫がっているのか、わからないものだね」

　居間をあとにし、客間へ向かう是光に、ヒカルが真面目な口調で言った。

「ぼくときみが、こうして友達になったのも、きみが交差点で見知らぬおじいさんを助けてトラックに跳ね飛ばされるのを、ぼくがたまたま目撃したからだしね」

「嫌な、たまたまだぜ」

「けど、そんなささやかな縁を繫いでゆけたら、偶然の出来事も別の意味を持つようになるのかもしれない。きみとの縁が途と切ぎれてしまわなくてよかった」

「そーかぁ？　俺は、おまえの葬そう式しきに行ったことを」

「後悔してる？」

「さぁな」

　口にするのは恥ずかしく、ぶっきらぼうに言って、客間の襖ふすまを開けた。

　二十年後、俺はこいつのことを、どんな風に思い出すのだろう。

　きっと、そのときヒカルは、自分の隣にはいない……。

　そう考えたとき、胸の奥がかすかに擦こすれた。

「よし、はじめるか」

　気合いを入れて言ってみる。

　客間に野の放ほう図ずに積み上げられた荷物を整理するのは、思った以上に手間がかかった。とりあえず、かさばるものは自分の部屋にどんどん移動する。

　額に汗して荷物を運ぶ是光を、ヒカルは頭上にふわふわ浮きながら見おろして、

「ガテンな男って感じでカッコいいね、是光。そうそう、工事現場の作業服とか、きみ、超似合いそうだよね。ほら、こういうの」

　と、まったく似合っていない作業着姿になり、

「今度着てみせてよ。それで、その格好でナンパしよう。女の子はきっと、きみのワイルドな作業着姿に、きゅーんとなっちゃうよ」

　と、誘さそってくる。

（おまえの葬式へ行ったことを、俺は今現在、猛もう烈れつに後悔してるぞ）

　と、是光は心の中で、苦い思いでつぶやいた。
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　ようやく一仕事を終えて、書道教室へ戻る。

　紫織子は床にしゃがみこみ、携帯の画面をじっと見つめていた。

　張りつめた横顔に、ドキッとする。

（なんでまた、暗くなってんだ）

　カピバラのぬいぐるみは、紫織子の傍かたわらにあり、それに軽く肩をもたせかけ、携帯の画面を厳しい眼差しで見つめている。

　病院からの連絡を気にしているのだろうか。

（せっかく、じいさんのぬいぐるみのおかげで、いい感じに明るくなってきたと思ったのに。どうにかなんねーかな）

　部屋の中を見渡しても、筆だの硯すずりだのばっかりで、娯楽になるようなものはなさそうで──。

（そうだ！）

　是光は脇に寄せておいた文机をひとつ抱えると、それを紫織子の前に、どすんっと置いた。

　紫織子が目を丸くし、ヒカルも驚きの表情を浮かべる。

　是光はぶっきらぼうに言った。

「おい、これから書道をするぞ！」

　困こん惑わくする紫織子の前に、硯や墨すみや筆や半紙を次々並べてゆく。

　かしゃかしゃと手際よく墨をすり、

「ほら、なんでもいいから書いてみろ」

　と、筆を握らせるが、紫織子は困ったように半紙を見おろしたまま動かない。

「好きな言葉とか、あるだろ」

「……」

「しゃーねーな」

　是光は、別の筆をとって紫織子の後ろから腕を伸ばすと、墨をたっぷりふくませ、半紙いっぱいに字を書きはじめた。

　力強く伸びてゆく、黒い線。

　気合いのこもった、ハネとトメ。

　白い紙の上に描き出される文字を──筆先が辿るその軌き跡せきを、紫織子が息をつめて見つめる。




「……むらさき？」




「ああ、おまえの名前だ」

　生命力にあふれた『紫』を、紫織子が頰を紅潮させて見つめている。

「ほら、次はおまえが書けよ」

　新しい半紙を置いてやる。

　紫織子が、こくりと唾をのみ、そろそろと筆を動かしはじめる。

　丁寧な線で、

『紫』

　と書くが、

「なんか、あんたが書いたほうが、カッコいい……」

　と不満そうにつぶやいた。

　是光がアドバイスする。

「こことか、こっちとか、もっと勢いきおいをつけて、思い切って書いてみたらいいんじゃねぇか」

　紫織子の字の上に、ハネやトメをお手本で書いてやると、それをじっと見つめたあと、紫織子が三枚目の半紙にまた『紫』と書く。

　半紙の上にぽつぽつと黒い染みができ、「墨が、はねちゃうよ」と、顔をしかめる。

「はねてもいいから、どんどんいけ」

「ぅぅ、服にもはねそう」

「洗えやいいだろ」

　紫織子が頰をふくらませて、新しい字を書く。まだ満足がいかないようで、唸る。

「ここのとこ、どうしたら、もっと太くできるの」

「筆をこう倒して、この部分で書くんだ」

　そんな言葉を交わしながら、何枚も『紫』の字を書いてゆく。

　はじめは細くて元気のなかった字が、どんどん太く、大きくなり、勢いを増してゆく。

　是光が子供の頃、哀しいことや、むしゃくしゃしたことがあったとき、この場所で一人で文机の前に座って、字を書いた。

　半紙の上に気持ちを吐き出すように、何枚も何枚も何枚も。

　そうして、字でいっぱいになった畳の上に、すっきりした気持ちで両手を広げて寝転がった。

　あのとき是光の目に映っていたのは黒ずんだ天井だったけれど、今は、薄い茶色の髪をそよそよ揺らした天使のような少年が、晴れやかな優しい眼差しで、こちらを見おろしている。

　そこだけ澄み切った透明な光が集まっているみたいに、きらきらと輝いている。

　紫織子の顔も、しだいに明るくなっていった。

「ねぇ、別の字も書いて」

「よし」

『清せい廉れん潔けつ白ぱく』

『正直』

『清せい貧ひん』

『淑しゆく女じよ』

　と書いて、お手本にしろと言ってやると、ぷっと頰をふくらませ、対抗するように、

『一いつ攫かく千せん金きん』

『濡ぬれ手で粟あわ』

　などと、小学四年生では習わないような字を、堂々と書いてくる。

「おまえ、欲望がにじみすぎて一攫の『攫』が潰れちまってるぞ」

「字画が多いんだから、仕方ないでしょ」

　筆先で、さらさらと『攫』の字を書いてやると、むむっと睨みつける。

「清廉な気持ちで書きゃ、字もこうすっきりと綺き麗れいになるもんだ」

「そんなの関係ない」

　紫織子がムキになって、何度も『攫』の字を書く。

「うぅぅぅ、犬に書けて、あたしに書けないわけないもんっ」

「墨つけすぎ、欲張りすぎ」

「うるさーい」

　紫織子が、是光の右目の回りに、墨で丸を書く。

「っっ、てめぇ」

　さらにドジョウのような髭ひげを書き、ぷっと吹き出す。

「やだ、間抜けな顔」

「このぉ、お仕置きだ」

「きゃっ」

　紫織子の目の周りにも、大きな丸が書き込まれる。

「なにすんのよー」

　と紫織子が、また是光の頰に渦巻きを書き、是光がやり返し、二人とも顔が墨だらけになった。

　頭上でヒカルが、

「やっぱり、子供が二人いるみたいだよ」

　と、笑っていた。
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「なんだい、その顔は！　羽根つきでもやったのかい！　服にまで墨がついてるじゃないか！」

　小晴にどやされ、風呂に入るよう厳命された。

　紫織子があがったあと、是光も顔についた墨をこすり落とし、脱いだ服を風呂場でごしごし洗う。

「しーこは、またちょっと元気になったみたいだね。小さな女の子の気持ちを盛り上げる方法は、ぼくよりきみのほうが、わかってるみたいじゃないかい、是光」

「るせー、あれくれーしか思いつかなかったってだけだ」

　にまにましている友人に、泡を引っかけてやった。

　夕食のあと、紫織子は正風と五目並べをした。

　是光と小晴が横から、

「それは、こっちに置いたほうがいいんじゃねーか」

「いや、あたしなら、こっちだね」

　と口を出すので正風は、

「おまえらは黙ってろ」

　と怒っていたが、紫織子は楽しそうだった。

　膝の上にこるりが乗り、是光が、

「あっ、こいつ！　俺にはここへ来てから一度もさわらせねーのに」

　と目をむくと、

「そうなんだぁ」

　と頰をほころばせ、是光に見せつけるように背中や喉を撫なでた。こるりは、そのままおとなしく撫でられていた。

「こるりは、ぼくともずっと仲良しだったけどね」

　とヒカルまで、こるりを撫ではじめる（？）ので、是光は歯ぎしりしながら悔しがり、小晴に、お客さんにガン飛ばしてんじゃないよ、と小こ突づかれたのだった。




　紫織子の荷物を客間に移動し、布団を敷いてやると、紫織子は急に弱気な表情になり、立ったままうなだれ、しばらく沈黙を続けたあと、小さな声で、

「あの……今日も、一緒に寝てくれる？」

　と訊いた。

「ああ、いいぜ」

　今度は、昨日のように戸惑うことなく答える。

「へぇ、是光も成長したね。これで、女の子に『帰りたくないの』って誘われたときの受け答えもばっちりだね」

　と、ヒカルにからかわれた。

　こるりも足元から、皮肉な視線を寄よ越こす。

（うるせー）

　と、頰をふくらましてやる。

　一日抱き枕をやるのも、二日抱き枕をやるのも同じだ。いちいち、ひやかされることでもない。

　紫織子が恥ずかしそうに視線をそらし、カピバラのぬいぐるみと一緒に、もぞもぞ布団に入り込む。

「電気は、またつけといたほうがいいか？」

「ううん……平気。消して」

　豆電球をひとつ残して明かりを消したあと、紫織子の隣に背中を向けて横になる。

　すると、

「そっちじゃなくて、こっち……向いて」

　ぼそっと言われた。

「昨日と逆じゃねーか」

「き、昨日は昨日なのっ」

「ったく」

　言われたとおりにしたとたん、至近距離で目と目があい、紫織子が緊張したように体をぎゅっと縮めた。

　是光も視線の置き場所に困ってしまう。

　なにしろ是光の胸にすっぽり入ってしまうくらい小さな体が、すぐそばにあるのだ。

　しかも、カピバラのぬいぐるみを抱いた紫織子が、ぎこちない仕し草ぐさで、是光の首の下に、そっと頭を押し当ててきた。

（こ、これはっ、昨日よりハードルがまた一段高たけぇぞ）

　甘い若草の香りがするやわらかな髪が、喉や鎖さ骨こつにこぼれ、くすぐったくて飛び上がりそうになるのを、我慢する。

　紫織子が、小さな声でつぶやく。

「……ヒカルは、眠る前……髪を撫でてくれたわ。それに、おでことほっぺにキスしてくれた」

（おい！）

　是光は紫織子の頭越しに、ヒカルを睨んだ。

　ヒカルは壁かべにもたれて、こるりの背中を撫で（？）ながら、にまにまとこちらを見ていたのだが、慌てたように手を振り、

「おでことほっぺに、軽くちゅっとしただけだって。お母さんが子供にするような可愛いやつだよ！　それ以上は本当にしてないからっ」

　と、繰くり返かえした。

　紫織子がまた、淋しそうにささやく。

「それでね……いつも、あたしが眠るまで、物語を聞かせてくれたの」

「待って、しーこ！　その話は！」

　ヒカルがますます慌てて、紫織子を止めようとする。

　けど、ヒカルの声は紫織子には聞こえない。いつもヒカルにからかわれている是光としては、ここで仕返しをしておきたいところだ。

「へぇ、あいつはどんな甘ったるい話をしやがったんだ」

「王子様の話」

「ほぉー」

　思った通り、メルヘンチックな話らしい。女子供には受けがいいのだろうが。

「ある国に、それは美しい王子様がいたの。王子様はお花が大好きで……この世界のすべてのお花を愛しているのよ」

（主人公、自分かよ。痛すぎるぞ）

　ヒカルはすでに沈黙している。薄うす闇やみの中で頭を抱えて──赤面とかしているかもしれない。そう考えると愉ゆ快かいだった。

「けどね……昔、王子様は、たった一輪の特別な花だけを深く愛していて、なのにその花をなくしてしまったの。だから、その花以上に愛することを許された、特別な一輪の花を探すのだけど、なかなか見つからないのよ……」

　紫織子の声が、ひどく切なげで、淋しそうだったせいだろうか。

　儚はかない声の響きや、そこに込められたやるせない気持ちが、遠くへ行ってしまった初恋の少女の声に、どこか重なって──。

　是光は途中から、真顔になっていた。

　何故だろう。

　声のトーンも声質も、夕ゆ雨うと紫織子ではまるで違うのに。

　そう。

　夕雨も目を伏せて、儚げな声で話していた。




　──たった一人だけ……相手も自分も恋しくてたまらないのに、抱きしめあえない相手がいるのだって……ヒカルは……言ってたわ。




　──その話をしたとき、ヒカルはとても、苦しそうだった……。




　失われた一輪の花。




　探していたのは、その一輪以上に愛することを許された、特別な花。




（夕雨の話と、しーこの話が似ているのは、偶然……なのか？）

　豆電球をひとつつけただけの薄明かりの中で、ヒカルの表情ははっきりとはうかがえない。

　ヒカルは頭を抱え、うなだれている。

　見えないことで余計に、もやもやした気持ちになる。

（俺の知ってるヒカルは、ハーレム皇おう子じとか呼ばれてて、女に甘くて気が多くて、けど、どの女のことも、心底大切にしていて……）

　紫織子が、幼い声を震わせる。

「世界中のどの花も、それぞれに美しくて、可愛くて……けど、やっぱり、失われた一輪以上の花は、見つからなくて……。王子様は……とても、とても淋しくて……可か哀わい相そうなの……」

　声が、だんだん小さくなってゆく。

「ヒカルは……可哀相なの」

　紫織子がそうつぶやいたのは、何故だったのか。

　ヒカルが花を探す王子に似ていると、感じていたからか。

　是光の胸のあたりを、小さな手がきゅっとつかむ。

「たった一人の特別な人を、ヒカルは見つけられないの……」

　しめった息が、喉にかかる。

「だから、ヒカルが淋しくて、可哀相だから……っ、仕方ないから……っ、あたしがおっきくなって……うんと魅力的になって……あたし一人で、もうじゅうぶんだってヒカルに言わせるくらい、イイ女になって──」

　声が途切れ、細い肩を震わせたあと、

「ヒカルのお嫁よめさんに、なってあげようと思っていたのよ……」

　哀しそうに、つぶやいた。

「もう他の女にちゃらちゃらしないように、しつけなおしてやるんだって。なのに……」

　是光の首筋に、小さな顔を、強く──強く、うずめる。

「ヒカルは……もう、いないのね」

　押しつけられた鼻は、少ししめっていた。




　ヒカルの葬そう儀ぎのとき──。




　うさぎのように赤い目から、ぼろぼろ涙をこぼしていた小さい女の子がいたことを、是光は思い出していた。

　両手をぎゅっと握りしめ、唇を嚙みしめて、怒っているような顔で泣いていた少女。

　あれは紫織子だった。

　家をぽんと買ってあげてしまうような中学生と、おやじ相手に詐さ欺ぎをしてのけるような小学生と。

　ありえない二人の、ありえない出会い──。普通なら、決してありえない関係だったが、二人の間に縁が結ばれ、そこから育っていたものがきっとあるのだ。

　是光とヒカルが、少しずつ友達になっていったように。

　細くて頼りないやわらかな黒髪を、ヒカルの代わりに無骨な指で、何度も撫でてやる。

「いや……案外ヒカルは、近くにいるかもしれねーぞ」

　ヒカルはどんな気持ちで、紫織子の告白を聞いたのだろう。

　お嫁さんになってあげるつもりだったと言われて、どう思っただろう。

（うっかり死んだことを、後悔してるかもしれねーな……）

　しゃくりあげる紫織子の髪を撫でて慰めることができないことを、切なく感じているかもしれない。

　紫織子が是光の首筋で、すんっと鼻を鳴らす。

「……続き、話して」

「え」

「王子様の物語の続き……」

「俺がか？」

　寝物語なんて、したこともしてもらったこともないので、うろたえる。

「だって……花が見つからないまま物語が終わっちゃうなんて、ひどいでしょう……」

「そ、そらそうだが……あーうー……」

　唸っていると、暗がりの中から静かに声が流れてきた。




「一輪の花を見つけられないまま、あてのない旅を続ける王子は、ある日、野原の片隅で、小さな紫草に出会うんだ」




　心をやわらかに包み込むような、ふくよかな甘い声。




「白い紫草は、王子が話しかけるとうんとえばって、『あたしは本当は見た目どおりの可愛らしい白い花じゃないのよ。世界を高貴な紫に染め変える、特別な花なんだから、あたしが欲しいのなら、あんたは愛情も手間もお金もうーんと注そそがなきゃいけないわ』って、小鳥がさえずるみたいな可憐な声で言うんだ」




　是光はぶっきらぼうに、言った。

「あてのない旅を続ける王子は、野原の隅っこで、ちっちゃい紫草に会ってだな。その紫草は子供のくせに生意気で、自分は世界を紫に染められるほどの花だから、愛情と金をかけて世話をしろって、ちゅんちゅんわめくんだ」

「なにそれ」

　是光の首に顔をうずめたまま、紫織子がムッとしている声でつぶやく。

「そういう話なんだ。黙って聞け」




「王子は、紫草の世話をはじめる。紫草は、おませでお転てん婆ばで、自分から茎くきや花びらを揺らして悪い虫を呼び集めたりするから、大変だった」




「しかもそいつはえらい跳ねっ返りで、茎とか花びらとかを揺さぶって、害虫を呼び寄せたりするもんで、王子はおおわらわだ」




　紫織子が、是光の首を引ひっ搔かく。

「跳ねっ返りじゃないもんっ。それに、もっとロマンチックなお話だったはずよ」

「誰が跳ねっ返りじゃねーだって」

　足で蹴ってきたり、手を伸ばして鼻をつまんできたりする紫織子に、ヒカルが語る物語を、伝える。

　日ごとに成長し、変わってゆく紫草を、傍らで見つめている王子の心が、どれほど喜びに満ちていたか。

　毎日違った顔を見せてくれるのが、嬉しくて、

　楽しくて、

　目を離せなかったこと──。

　愛おしげに、晴れやかに、ヒカルが語る。

　是光が伝える。

　紫織子も、だんだんおとなしくなり、ぬいぐるみを抱いた体を是光に、ぴったりとあずけて、耳を傾かたむけていた。

　やがて、寝息が聞こえはじめて。

　是光のまぶたも、しだいに重くなっていって。

　ヒカルの声も、遠のいてゆく。




「王子は、自分が永遠に変わらない者であることを知っていたから……。変わってゆく紫草を見ているだけで、嬉しかったし、幸せだったんだよ」




　掠れてゆくその声に、ヒカルの孤独がにじんでいるような気がして、ドキッとしたけれど──。

　そのままやわらかな声の中に沈み込んでゆくように、眠りに落ちていった。




（……そういえばこいつ、俺が眠っている間、どうしてんだろ。幽霊って、眠れるのかな……）




　意識を手放す直前、そんなことが頭をよぎった。





　　　　◇　◇　◇






　耳元で、誰かが叫んでいる。

「是光！　起きて！　起きてっ！　是光！」

　頰に、小さくてやわらかいものが触れている。

「是光、お願いっ、目を覚まして」

　まぶたを持ち上げると、必死な目をしたヒカルが、是光の顔をのぞきこんでいた。

　その横で、こるりが是光の頰を軽く叩いている。

　部屋の中はまだ暗い。

「ん……なんだ」

　ぼんやりした頭で尋ねると、切せつ羽ぱ詰つまった声が返ってきた。

「しーこが、出て行っちゃったんだ！」

（なんだって！）

　慌てて起きあがる。

　隣で寝ていたはずの紫織子の姿がない。

　明かりをつけ、部屋の中を見渡す。

　ボストンバッグは残っている。

　けど、紫織子が抱いていたカピバラのぬいぐるみがない！

　さらに、畳の上に紫織子のものと思われるノートが広げてあり、そこに、




『お世話になりました。親しん戚せきの人のところへ行きます。あたしのことは心配しないでください』




　グリーンのペンで書いてあるのを見て、是光は愕然としたのだった。

（どこへ行っちまったんだ、しーこ！）













　真夜中、紫し織おり子この携けい帯たいにメールの着信があったのだと、ヒカルは話していた。

　それを見た紫織子は険けわしい表情で携帯を閉じ、じっと考え込んでいたが、立ち上がって服を着替えると、ノートにメッセージを残し、カピバラのぬいぐるみを不安そうに、ぎゅっと抱くと、小さく首を横に振って、そのまま足音を忍ばせて出ていったのだと。

　ヒカルは、是これ光みつが移動する範はん囲いでしか動けない。

　必死に是光に呼びかけたが、是光がようやく目を覚ましたときには、紫織子の姿は家のどこにもなかったのだった。

　正まさ風かぜも、小こ晴はるも、紫織子が夜中に家を出ていったことに、気づかなかった。

　是光はまだ日が昇る前から、自転車を漕こいで紫織子のアパートへ向かったが、紫織子は戻っていなかった。

　そこから病院へ向かい、夜間専用窓口で、紫織子が来ていないかを尋たずねるが、ここも空振りだった。

「もしかしたら、しーこが元住んでいた家かもしれない」

　ヒカルの案内で、今度はそちらへ自転車を走らせる。

　けど、木々や花に埋うもれた庭に人の気配はなく、建物のほうにも鍵かぎがかかっていて、チャイムを鳴らして呼んでも、応こたえはない。

　ぐったりして帰宅すると、正風と小晴も紫織子のことを心配しており、小晴は近所で夜中に女の子の姿を見かけなかったか聞いて回り、正風は警けい察さつに捜そう索さくを依頼したあとだった。警察は、親しん戚せきの家へ行くと書き置きがあったのなら、親戚の家に行ったんじゃありませんかと迷めい惑わくそうに言うばかりで、真剣さが感じられないと、正風はたいそう腹を立てていた。




（親戚って、どこの誰だれのことだよっ）




　紫織子に、祖父の朋とも彦ひこ以外の身内はいないはずなのに。

　そのあとも、正風たちと手分けして捜し回った。

　是光はヒカルと一緒に、紫織子の学校や、紫織子のお気に入りの公園や、その他、紫織子が行きそうな場所すべてを見て回り、その合間に小晴や正風と連絡をとりあったが、午後になっても紫織子の行方ゆくえはわからないままだった。

　またアパートと紫織子の生家を巡めぐり、病院へ行く。

　朋彦に、紫織子がいなくなったことを、申し訳なさでいっぱいになりながら伝えたが、

「ああ、リコなら、夕飯の時間には帰るでしょう」

　と、おっとり微笑ほほえむばかりで、是光をさらにいたたまれない気持ちにさせた。奥歯を嚙かみしめ、眉まゆ根ねをぎゅっと寄せていると、

「そんなに心配なさらないでください。あの子ももう大人ですから。もしかしたら、父親に会いにいったのかもしれません……」

　と、おだやかな口調で言った。

（父親……？）

　隣となりにいるヒカルと顔を見合わせる。

　紫織子のことを話しているのだろうか？　父親に会いにいったと。けど、紫織子の父親は……。

「おい、若わか木ぎさん、しーこの父親は誰なんだ？　今、どこにいるんだ？」

　是光が身を乗り出すと、朋彦は遠くを見つめる眼まな差ざしになり、

「おなかの子の父親は……雲の上の春しゆん及きゆう殿でんで暮らしておるのでしょう。羆ひぐまを飼い、銀世界に旅をし……瀬せ戸との剣つるぎを抱き、淋さびしく鈴虫を眺ながめておるのでしょう……。リコには会うすべは、もうないのです……あんなに若いうちから父親のいない子供を産めば、リコは大変な苦労をするでしょうが……リコが望むなら、私も産まれてくる子供を、家族として……受け入れようと思うのですよ」

　と、訥とつ々とつとつぶやいた。

（頭ん中で、小学生の頃の娘と、しーこを孕はらんでいた頃の娘が、ごちゃまぜになってんのか？）

　言っていることも、よくわからない。

（シュンキュウデンとか、ヒグマとか、なんのファンタジーだよ？　けど雲の上にいっちまったってことは、やっぱりしーこの父ちゃんは、吉よし国くに守まもるなのか？）

　ヒカルのほうを見ると、難しい顔で考え込んでいた。




　結局、なんの手がかりもつかめないまま、病院をあとにした。




　夜になっても、紫織子は赤あか城ぎ家に戻ってこなかった。





　　　　◇　◇　◇






　翌日、一晩まんじりともせずに過ごした是光に、小晴は、

「是光、あんたは学校へ行きな」

　と命じた。

「しーこちゃんは、あたしとじいさんで捜す。なんかあったらすぐ、あんたの携帯に連絡入れるから」

　学校へなんか行っている場合ではない。

　けど、是光があんまりぴりぴりして、やつれていたからだろう。いったん頭をひやしたほうがいい、とにかく今日は学校へ行け、ともう一度言われ、ヒカルにも、

「是光、小晴さんの言うとおりにしよう。このままじゃ、きみが倒れちゃうよ」

　と説得され、登校したのだった。




　目の下に盛大なクマを作り教室に現れた是光を見て、帆ほの夏かは携帯を打つ手を止め、声をつまらせていた。

　いつもびくびくしながら朝の挨あい拶さつをしてくるおさげの級長も、今日は離れた場所から怖そうに是光を見つめるだけで近づいてこない。

「えっと……どうしたの、赤城。すごく疲れてるみたいだけど。昨日も休んでたし、まだ具合がよくなってないんじゃ」

　帆夏が椅い子すごと是光のほうへ身を寄せ、心配そうに尋ねる。

「それともなにかあったの？　土曜日も、テンパってたよね」

　是光は低い声で答えた。

「……うちで、あずかってたやつが、いなくなっちまって」

「あずかってたって、猫とか？」

「……っ」

　鞄かばんを机に投げ出し椅子に腰を落とす。苦しげな呻うめき声ごえが、乾いた唇くちびるから漏もれた。

　帆夏に話しても仕方がない。

　けど、あんまり追いつめられていて、八はつ方ぽう塞ふさがりで、つい、

「小学生の……女の子で」

　と、掠かすれた声でつぶやいていた。

「小学生って……」帆夏がハッとする。「それ、もしかして、報道部の記事のあの女の子？　そっか、親戚の子だったんだ。なーんだ。そうだったんだ。でも、いなくなったって？」

「……夜中に書き置き残して出ていったまま、帰ってこねー」

「家出……？」

「わかんねーんだっ。本人は親戚のとこ行くって書いてたけど、その親戚が、どこの誰だかわかんねー」

　手を頭に、ぐしゃりと突っ込む。

　帆夏がますます心配そうな眼差しになる。

「警察には行ったの？」

「じいさんが連絡した。けど、真剣に捜す気はなさそうだって、じいさんは怒ってた。くそっ、もし、あいつになんかあったら──」

　俺がもっと早く、目を覚ましていたら。

　やっぱり、学校へなんか来ている場合じゃないんじゃねーか。

　そんな後悔と焦あせりが交互に込み上げてきて、この瞬間も、胃が削けずりとられているようだった。

「是光、そんなに自分を責めないで」

　ヒカルが慰なぐさめる声も、とどかない。

　と、帆夏が強い口調で言った。

「赤城っ、あたしもその子のこと捜すの手伝うよ！　ネットで呼びかけてみる」

　是光は驚おどろいて顔を上げた。

「そんなこと……できるのか？」

「やったことないからわかんないけど──でもっ、赤城、すごく辛つらそうで、見てられないし──やってみるよ」

　帆夏の目にも、声にも、是光の力になりたいという強い気持ちがこもっている。

　そのまっすぐな感情に、空転していた是光の思考も、引き上げられるような気がした。

「お願いしよう、是光」

　ヒカルの声も上向きだ。

「頼む、式しき部ぶ」

「うん」

　帆夏が頼もしげな笑みを作る。

（こいつ、綺き麗れいな目をしてるな）

　こんなときなのに、明るい輝きを放つ瞳に見み惚ほれた。

「自分も、協力しますよ～！」

「わ！」

「な、なにっ？」

　いきなり携帯を右手に持った胸の大きなショートカットの女子が、机の脇わきからぬっと顔を出し、是光と帆夏は仲良くのけぞった。

「近江おうみ！　あんた、いつの間に」

「どこに潜ひそんでた！」

　報道部の近江ひいなは、目つきの悪い二人に睨にらまれても、けろっとしている。

「まぁまぁ、美少女記者は神しん出しゆつ鬼き没ぼつなものですよ。話はあらかた聞かせてもらいましたので、自分も手伝わしてもらいます。ロリコン疑ぎ惑わく報道で、迷めい惑わくをかけてしまったお詫わびとでも思ってください」

　早口でぺらぺらとまくしたてる。

「つか、あれだけ好き放ほう題だい書きまくっておいて、いまさら詫びをしたいなんて言い出すようなキャラとは思えねーけどな」

　是光がこめかみをひくつかせ、恨うらみのこもる声で指摘すると、ひいなは愛あい嬌きようのある、ふっくらした唇を、いたずらっぽくゆるめた。

「そこは方ほう便べんということで、いいじゃありませんか。自分、調べ物は大得意ですし、気になる彼氏彼女の素そ行こう調査からおトイレ掃そう除じまでこなす、お役立ちの女ですよ」

「まぁ……緊きん急きゆう時じだから。手伝ってくれるなら、ありがたいが」

　ヒカルのほうを横目で見ると、ヒカルもうなずいた。

「決まりですね！　さっそく調査に行ってまいります」

「って、おい！　しーこの名前とか学校とか」

「知ってますから！」

　教室を出てゆきながら、明るく答える。

（なんで、知ってるんだ！）

　是光は冷や汗をかいた。

「赤城っ、あたしもすぐはじめるから、しーこちゃんのこと教えてっ」

　赤紫の携帯電話を両手で持ってスタンバイした帆夏が、眉をつり上げ、意欲に燃えている表情で言う。

「絶っっっ対、近江より早く見つけてやるから」

　そんなことを小声でつぶやいたようだったが、幸い、是光の耳にはよく聞こえなかった。

　帆夏は、学校新聞に掲けい載さいされた紫織子の目隠し入り写真を携帯で撮さつ影えいし、ネットに流し、この女の子を見かけた人は連絡してほしいと、呼びかけた。

　情報は寄せられるものの、ひやかしやエロサイトへの誘ゆう導どうがほとんどらしく、授業中も、目を中央に寄せるようにして携帯の画面を睨み、ものすごい早さで指を動かし続けていた。

　休み時間になると、何な故ぜか葵あおいが是光のクラスへやってきた。

「赤城くん、ちょっといいですか」

　ヒカルが意外そうな顔をし、携帯とにらめっこしていた帆夏が、耳と肩をぴくっと動かす。

　是光が立ち上がり、廊ろう下かのほうへ歩いてゆくと、帆夏は横目でちらちら見ていた。

「どうした、葵」

　窓際まで行き、そこで向かいあう。すると葵は真ま面じ目めな顔で是光を見上げて、言った。

「赤城くん、親戚の女の子がいなくなって、困っているんですよね？　わたしにもお手伝いさせてください」

「どっから聞いたんだ！」

「近江さんが……」

（近江のやつ、なんで葵にしゃべってんだよー！）

　ヒカルは早くも、困った、というように頭に手をあてている。葵の性格を知っているからだろう。

「わたし、赤城くんにお世せ話わになったご恩返しをしたいんです。先日、赤城くんが怨おん霊りよう扱いされていたときは、なにもできなかったので、今度は──」

　葵は、どこまでも真剣だ。

　是光は弱ってしまった。

　気持ちは嬉うれしいが、帆夏やひいなと違って葵は箱入りのお嬢じよう様さまだし、ヒカルの大事な女だ。巻き込むわけにはいかない。

「気持ちはありがたいが、恩返しとかいらねーから」

　と、頭に手をあてていたヒカルが、その手をおろし、急に考えありげな口調で是光の言葉を遮さえぎった。

「いや、葵さんにも手伝ってもらおう。久く世ぜ宗そう一いち郎ろうの周りで最近変わったことがなかったか、どんな小さなことでもいいから情報を集めてもらいたい。左さ乙女おとめ家の令れい嬢じようの葵さんなら、できるはずだ」

（久世宗一郎って、しーこのターゲットの？　化ばけ物もの雀すずめじゃねーか！）

　紫織子の祖父の入院騒さわぎで、すっかり忘れていた名前がヒカルの口から急に出てきて、心しん臓ぞうがひやりとした。

　何故、久世？　それより、葵にそんなことを頼んでも、本当にいいのだろうか。

　不安に思いながら、是光はしょんぼりうつむく葵に言った。

「やっぱり協力してくれ。久世宗一郎って知ってるか？　ボランティアとかやってるじいさん」

「え、ええ……久世さんが主しゆ催さいされている勉強会には、父も参加していますし、朝あさちゃんも久世さんが会長を務めているお花の会のメンバーで」

「よしっ。久世の周りで最近変わったことがなかったか、できる範囲でいいから調べてみてくれねーか。あっ！　もちろん危ねーことはナシで！」

　葵は、はじめは目を丸くして戸と惑まどっていたが、すぐにはにかむように口元をほころばせ、頰ほおを紅潮させた。

「わかりました」

「本当に無理すんなよー！」

　葵に対しては、是光もつい過か保ほ護ごになってしまう。

　ヒカルが愛いとおしげな眼差しを向ける女だからというだけではなく、葵には大事に守ってやりたくなるような雰ふん囲い気きがあった。

　さらさらとこぼれ落ちる黒くろ髪かみと、清せい楚そな白いリボンが見えなくなるまで見送って振り返ると、帆夏が教室の中から椅子を少し後ろに引いて、是光のほうを見ていた。

（うおっ）

　ぎょっとして、軽くのけぞる。

　向こうも目が合うと真っ赤になり、バランスを崩くずして椅子が倒れそうになってあたふたしたあと、

「葵の上にも、しーこちゃんのこと頼んだんだ」

　ふくれっつらで言った。

「え、ああ」

「別にいいんだけどっ。葵の上と校内でいちゃついて、朝の宮に粛しゆく正せいされないように気をつけなよ」

「いちゃついてなんかいねーだろ」

「どーだか」

　帆夏の唇がツンと尖とがるのを見て、ちょっと弱った。





　　　　◇　◇　◇






　放課後、是光はヒカルと一緒に、また紫織子が行きそうな場所を巡ってみることにした。

　紫織子の生家へ行くのはもう三度目だ。歩きながら、ヒカルに話しかける。

「おまえ、やっぱり、しーこがいなくなったことは、久世と関係があると思ってんのか」

「うん……。おじいさんが大変なときに、しーこがあんな行動をとるなんて、よほどのことだからね。おじいさんが倒れる前、しーこが一番気にかけていたのは、宗一郎氏のことだったし」

　復ふく讐しゆうなのだと言っていた紫織子。

　週刊誌の記事に書かれた十年前の事件を、是光も思い返す。

　島根県の海辺で、海の日に起こった集団食中毒。

　久世フーズが主催した町まち興おこしイベントで、海かい鮮せんバーガーを食べた子供たちが、次々腹痛を訴うつたえたこと。

　秘書の吉国がそれをもみ消そうとし、マスコミのバッシングを浴びたこと。

　吉国が、隠いん蔽ぺい工作はすべて久世会長の指示だったと証言したこと。

　しかし久世にはアリバイがあり、そのあと吉国が仕入れ業者からリベートを受け取っていたことが発覚し、電車の事故で亡くなったこと──。

　記事には、実際に隠蔽を指示したのは、会長の久世だったのではないかという疑惑が提示されていた。

「宗一郎氏は、十年前の事件で責任をとって会長を引退したけど、今も相談役という立場で実質的な経営権を握っている。ただ、あんな記事が今になって書かれるなんて、宗一郎氏の力は揺らぎはじめているのかもしれない。だとしたらいくら時効は成立していても、今はどんな小さな騒ぎも、宗一郎氏は歓かん迎げいしないはずだ。まして、しーこが吉国守が無実だという証しよう拠こを、本当に持っていたら……」

　ヒカルが憂うれい顔で目を伏せる。

「おまえは、どう思う？　しーこは、証拠を持っているのか？」




　──お父さんが、あたしの本当のお母さんに書いたお手紙が、本の間に挟はさんであったのを、見つけたの。




　公園で、紫織子は久世にそう話していた。

　手紙に、お父さんは無実だと書いてあったのだと。その証拠もあるのだと。

　久世も手紙のことを気にして、自分にあずけてくれないかと言っていた。

　あれが、久世をペテンにかけるための噓うそではないとしたら。

「……断定はできない。けど」

　ヒカルが不安そうに眉根を寄せる。

「三月にしーこのおじいさんが入院したとき、ぼくがしーこのアパートに泊まったって話したよね。そのとき、しーこが、いきなりものすごく怒り出したことがあった。きっかけは、ぼくが用意した夕食を、しーこがいらないって言って、『そう』って、ぼくが下げたとかその程度だったんだけど、その前から暗い顔で膝ひざを抱えているから、なにかあったのかなって気になってた。そしたら急に立ち上がって、

『どうしてヒカルは怒らないのっ！』

　って──」




　──どうして、ヒカルはいつも、へらへらしてるのっ！　あたしがカルボナーラを食べたいって言ったから、作ったんでしょう。なのに、『いらない』って言われて、どうして『そう』なんて、笑って言えるの！




　──しーこが食べたいときに食べればいいと思って。




　──時間がたったカルボナーラなんて、ぶよぶよになっちゃって、マズくて食べられないわよ！　どうして、また仕方ないなって顔してるの！　笑うの！　おじいちゃんもヒカルも、どうして、そんなに簡単になんでも許すのっ。だから、他人にだまされたり、パシらされたり、悪いこと全部──押しつけられたりするんだよっ！




　握りしめたこぶしを震ふるわせて、目にたまった涙がこぼれないように、必死に眉み間けんに力を入れて、叫んでいた。

　ヒカルが抱きしめると、小さなこぶしで胸をぽかぽか叩たたきながら、しゃくり上げた。

「もしかしたらあのときしーこは、お父さんの手紙を見つけて読んだのかもしれない。それで、十年前の事件のことを知ってしまったのかもしれない」

　ヒカルの声が、険しくなる。

　息をのむ是光に、目を伏せひどく苦い表情で告げる。

「しーこが、お父さんのカタキ討うちをしようとしているなら、どう転んでも、しーこにとっていい結果にはならない」

　確かに、紫織子が証拠を持っているなら、久世が紫織子に対してなんらかの手を打ってくる可能性はある。

　ヒカルは最悪の場合を想定しているのだろう、いっそう険しい顔つきになる。

　是光の胃も破けそうだったが、

「とにかく今は、一刻も早くしーこを見つけるのが先だ。そのことだけ考えようぜ」

　と、ぶっきらぼうに声をかけた。

「うん、そうだね」

　静かな住宅地を、二人とも不安な気持ちで進んでゆく。

「そういや、しーこが住んでた家って、おまえが買ったあと、どうしてたんだ」

「ぼくが、ときどき使ってた。人が住まないと傷いたむし、庭の手入れもしなきゃいけなかったから。しーこは、ぼくから買い戻すまで住まない、って言い張ってたけどね。やっぱり気になるみたいで、本当にたまにだけど、あがってゆくこともあったよ。縁えん側がわにちょこんと腰かけて、庭をじぃっと眺めていた。そういうとき、嬉しそうだったり、哀かなしそうだったりしたな」

「今はどうなってんだ。名義とか……」

「名義は……」

　ヒカルはふっと暗い顔になった。

　それから、淡く微笑んで、

「ぼくが死んだあとは、家族の名義になってるはずだよ。すぐに売り飛ばしはしないはずだけど」

　なにか引っかかる言い回しだった。けど、ヒカルが訊きかれたくなさそうに見えたので、黙っていた。家族の話になると、ヒカルはいつもこうだ。

　愛人の子供という微妙な立場が、家族との間に距きよ離りを生んでいるのかもしれない。

　やがて、垣根に囲まれた小さな平屋建ての家に辿たどり着ついた。

　庭に植えられた木々に緑の葉が茂しげり、のびのびと広がる枝に、青いキンカンの実がなり、オレンジの百ゆ合りなどが咲いている。夏なつ椿つばきは、そろそろ終わりかけで、椿に似た可か憐れんな白い花が、地面にいくつも落ちている。

　是光が苦い顔をしたとき、ヒカルが急に目を見開いた。

　なにかに驚いているようで、茫ぼう然ぜんとした無防備な表情で立ちつくしている。

（ど、どうしたんだ？）

　是光が声をかけようとすると、上うわ擦ずった声で言った。

「是光……隠れてっ」

「は？」

　わけのわからないまま、垣根の後ろへ身をひそめる。

　ヒカルは食い入るような眼差しで、縁側をじっと見ていた。白い頰を引きつらせ、まばたきもせず、ただじっと。

　そこに一人の女性が座っているのを見て、是光もハッとする。

　光を浴び金色に見える長い髪の一部を、ゆるやかに巻いて胸の下まで垂らし、残りを後ろでまとめた美しい女性。

　透きとおるような白い肌や、白鳥のように細い首筋や、清楚な唇や、長いまつげに縁取られた色素の薄い瞳が、ヒカルにそっくりで──。

　この若い女性を、是光は前にも見たことがある。

　ヒカルの葬そう儀ぎで、黒い着物を着て親族席に座っていた。

　あのときも、ヒカルにあんまり似ていて驚いたのだ。

　今は喪服ではなく、さらさらした風合いのブラウスに、裾すその長いスカートという格かつ好こうをしている。

「おい、ヒカル」

　あの人は、おまえの親戚だったんじゃねーのか？

　そう尋ねようとしたが、

「……じっとしていてっ。少しの間でいいから、このまま……お願い」

　息を吐くのも苦しいように、切れ切れに、ヒカルが懇こん願がんする。はりつめていた表情が弱々しく崩れてゆき、このまま消えてしまいそうに儚はかなげなのに、彼女を見つめる目にはどうしようもない強い渇かつ望ぼうがある。

　心が囚とらわれてしまって一瞬も目を離せない──そんな激情にかられた目で見つめ続けている。

　隣で見ている是光まで、息が苦しくなり、鼓こ動どうが高まった。

　女性が華きや奢しやな足を、土の上にそっとおろす。長いスカートの裾をかすかに揺らして花々の間を歩いてゆき、ふいに立ち止まり、うつむいた。

　美しく哀しげな眼差しの先に咲いているのは、青紫の花だった。

　鋭するどくほっそりした葉の中央から伸びる長い茎くき。その上に、星のような小さな花が密集して咲いている。

　ヒカルが、突き上げる感情を押しとどめようとするように、手を強く握る。

（あの花……学校へ行く途と中ちゆうの土ど手てで、ヒカルが眺めていた花じゃねーか？　確か紫むらさき君くん子し蘭らんとかいう名前で……）




　──子供の頃……ぼくはこの花を、藤ふじの花の生まれ変わりだと思っていたんだよ。藤の花が散ったあと、地上からまた新しい藤が生えてきたんだって……。




　──この花の花言葉は、恋の便りとか……愛しい人……っていうんだ……。




　あのとき、ヒカルがそっと愛あい撫ぶしたのと同じ手つきで、ヒカルに似た彼女が淡い青紫の花にふれた。















　優しい仕し草ぐさも、目の伏せ方も、ヒカルがそこにいるみたいで、是光は混乱した。

　そうして、ヒカルと同じ憂いを帯びた儚げな眼差しで、唇を小さく動かして──うるんだ瞳から、透明な涙をこぼした。

　白い頰を、水晶のように澄んだ雫しずくが、静かにつたい落ちてゆく。

　葬儀のときも、彼女は泣いていた。

　どこまでも儚げに、哀しげに。

　そうして泣きながら、唇の端を──。

「行こう……っ、是光。しーこはここにはいないみたいだ」

　ヒカルが顔をそむけ、哀願するように言った。

（けど、あの人は、おまえの……）

　ヒカルが、あんまり苦しそうで、青ざめていて、動いていないはずの心臓が張り裂けそうに見えたので、是光はなにも訊けない。庭にいる女性に見つからないように、こっそり家から離れた。

（泣いている女は慰めるんじゃなかったのか。あんなに哀しそうな美人を放っておくなんて、おまえらしくないじゃねーか）

　そんなことを、心の中でつぶやいていた。

　家からかなり離れたところで、ヒカルは道路の隅に膝を抱え、顔を伏せ、うずくまってしまった。

「……ごめん、本当にごめん……っ。しーこを捜さなきゃいけないのに……こんなの……っっ、ごめん」

　母親へのトラウマから是光が謝あやまられるのが嫌いなことを、ヒカルは知っている。なのに、そんなことも考えられないほど、今、ヒカルの中は、あの女性のことでいっぱいなのだ。それが決して、あまやかな感情ではなく、身を削るほどに辛く苦しいものだということも、ヒカルを見ればわかる。

　ヒカルはもう、ごめんという言葉もつぶやけないほど、自分の内に閉じこもり、黙ってしまった。

　是光はヒカルの隣に、なにも言わずに立っていた。

　青い空から、夏のはじまりを告げる明るすぎる陽射しが落ち、是光の頰を焼く。まぶしさに目を細めながら、せめてヒカルが苦しんでいる間だけでも、日よけになってやれたらいいと思いながら。

　もっとも、幽霊が暑さを感じるのかということは、わからなかったのだが……。

「……」




　陽射しが少し弱まった頃、ヒカルがようやく顔を上げた。

　おずおずと見上げてくるのを、立ったまま無ぶ愛あい想そうに見返して、

「しーこは、あの家にはいなかったんだろ。なら、他を捜そうぜ」

　普段と変わらない声で言うと、一瞬だけ顔をゆがめたあと、安あん堵どしたようにすっと肩から力を抜き、つぶやいた。

「ありがとう」

「おう……」

　そっけなく答えたとき。

　ポケットで携帯が鳴った。

　帆夏からだった。

「赤城！　しーこちゃんぽい子を見かけたって情報が入ったよ」

　ヒカルが立ち上がる。

　提供者は、アイドルの追っかけをしているという男性からだった。今日の昼頃、テレビ局の前で出待ちをしていたところ、小学生くらいの女の子がスーツの男性に連れられて中へ入っていったという。

「そのへんの子役タレントじゃ太た刀ち打うちできないほどの美少女だったんで、ほうけて写真撮とるのも忘れたって悔しがってた。その子が若草色のポシェットを提さげてて、髪を二つに結んでて、しーこちゃんに似てるんだって」

「テレビ局ってどこのだ」

「えっと……」

　帆夏が局名を答える。

　そこでまた、着信が入った。

　帆夏に「あとで電話する」と言って切り替える。

「もしもし、赤城氏ですか～？　例のしーこちゃんですけど、なんかそれっぽい子が、高そうな時計をはめた小太りのおじさんと、ホテルのレストランで食事してたらしいです。そのおじさんは、専せん務むって呼ばれてたそうです」

　ひいなが口にしたのは、帆夏が教えてくれたテレビ局の近くにある高級ホテルだった。

　通話を切り、ヒカルと顔を見あわせる。

「どういうことだ、あいつ、タレントにでもなる気か」

「いや、しーこは、今まで何度もスカウトされてるけど、お母さんのことがあるから芸能人にだけはならないって、名刺も受け取らなかったはずだ」

　ヒカルが厳しい表情で考えに沈みかけたとき、今度は葵から着信が入った。

「赤城くん、頼まれていたことなんですけれど、わたし、お父様や親戚のおじ様たちに、久世さんのことをうかがってみたんです。学校のお友達が、久世さんの息子さんと、お見合いをするかもしれないと言って」

　そこで聞き出したところによると、久世の会社は今、影の経営者である久世と、新しん興こう勢力である社長との間で、静かな争いが起こっているという。久世は新しい社長に、自分の息子を就しゆう任にんさせたいが、三人の息子がどれもボンクラなため、社長派は久世を完全に隠いん居きよさせ、実権を握りたいのだと。

　その社長派の急きゆう先せん鋒ぽうである専務の郷ごう原はらが連れていた女の子が、たいそう可か愛わいらしかったこと。会社のキャンペーンガールに起用するタレントだと、郷原は話していたこと。

（まさか、そのキャンペーンガールって──！）

　帆夏やひいなの情報とも、一致する。

　ヒカルのほうを見ると、硬い表情のままうなずいた。

　葵が緊張気ぎ味みに言う。

「わたし、その女の子が、赤城くんが探しているしーこちゃんじゃないかと思うんです」

　そして真剣な声で、提案した。

「赤城くん、これから郷原さんのところへ行ってみませんか？　郷原さんとは以前、パーティーでご挨拶したことがありますし、わたしが一緒なら、会っていただけると思います」





　　　　◇　◇　◇






　郷原の居場所を教えてくれるだけでいいと、是光は何度も言ったが、葵は引き下がらなかった。

「一緒に行くのでなければ、教えません」

　そう主張し、結局、郷原の自宅まで来てしまったのだった。

「会社に電話をしたら、郷原さんはお休みということでした。なので、こちらのほうが確実です」

「なぁ、葵。もうここまででいいから。すげー助かったから、おまえは帰れ」

　空は夕焼け色に染まっている。夜になる前に家に帰ってほしい。

　けど葵は、長い黒髪を左右に振って、

「嫌です。だって赤城くん一人だと、不良と間違えられて警察を呼ばれてしまうかもしれないじゃないですか。そしたら、また学校で赤城くんが悪く言われてしまいます」

　と、うるんだ目で、是光を見上げる。

　心配してくれていることがわかって、ぐっときた反面、弱ってしまった。

「葵さんは頑がん固こだから」

　ヒカルもお手上げの様子で、つぶやいたとき。




「やっぱり、その野良犬と一緒だったのね」




　冷ややかな声に振り返ると、朝あさ衣いが嫌みなロールスロイスの後部座席から下りてきたところだった。

「朝ちゃん……！」

（斎さい賀が！）

「わたしに黙って早退なんかするから、心配したのよ。おじ様の会社へ行ったそうね。それと、近この衛えの大伯父様と、鷹たか司つかさの清きよしおじ様のところへも」

「ごめんなさい、朝ちゃん、でも……」

　朝衣は、葵の手をつかんで庇かばうように抱き寄せると、是光に強烈な非難の眼差しを向けた。

「葵をおかしなことに巻き込まないで。どのみちここには郷原も、きみの探している女の子もいないわ。騒ぎを起こして学園の評判を下げる前に、きみも早く立ち去りなさい」

「ひどいっ、朝ちゃん。わたしが自分でお手伝いさせてくださいって頼んだんです。赤城くんは悪くありません」

　是光は低い声で言った。

「……おまえは、知ってんのかよ」

　朝衣に抗こう議ぎしていた葵が、ハッとして口をつぐむ。

「郷原も、しーこも、ここにはいねーって断言するなら、二人がどこにいるのか、おまえなら、わかるのかよっ」

　熱く燃え上がってゆく目に、いっそうの力を込めて、朝衣のひんやりした整った顔を睨みつける。

　そんな是光を、葵とヒカルが、息をのむような眼差しで見ている。

「どうなんだ！　斎賀朝衣！」

　今にも目から炎が渦巻いて飛び出しそうだった。あの氷みたいに冷たい顔を、焼きつくしてやったら、どんなにすっとするだろう。

　朝衣が、さめた声で答える。




「知ってるわ──」




　是光のこぶしが、硬くなる。

「きみに教える義理はないけれど」

　冷然と言い切る朝衣のほうへ、頰を引きつらせ、目をぎらつかせ、足を踏み出す。

　是光の放つ鋭い気配に、葵がびくっとする。

　さげすむような朝衣の目つきは、変わらない。

「野や蛮ばん人じんらしく脅おどして聞き出すつもり？」

（本当に、こいつは嫌な女だ。ムカツク女だ。いつもいつも人を目のカタキにして、犬畜ちく生しよう扱いしやがって。女じゃなかったら、ぶん殴なぐってやりてぇ！）

　是光は、最後の一歩を踏み出した。

「是光！」

　ヒカルが慌あわてたように叫ぶ。

　朝衣の顔から笑みが消えた。

「！」

　是光は朝衣の足元に膝をつき、地面に頭を強く押しつけている。そうして、迷いのない声で言った。

「頼むっ！　しーこの居場所を教えてくれ！」













（あたしは、子供でいちゃダメなんだから）

　紫し織おり子こは、若草色のポシェットを、小さな手でぎゅっと握りしめた。

　足が震ふるえ、心しん臓ぞうがばくばく音を立てている。吹き出す汗は冷たく、体から熱がどんどん引いてゆく。

　車で連れてこられたのは、都内にある旧伯はく爵しやく邸ていだった。

　月明かりの中に浮かび上がるイギリス式の庭園とレトロな洋館は、一般に開放されており、庭を散策したあと本格的なティータイムも楽しめる。

　今夜は貸し切りで、久く世ぜ宗そう一いち郎ろうが会長を務めるボランティアの会の、定例会議が行われていた。

　出席者は社会的に影響力を持つ名士ばかりだと、紫織子をここまで連れてきた郷ごう原はらは話していた。

　これから紫織子は、その会議に乗り込むのだ。




　──一緒に、きみのお父さんの無実の罪をはらさないか？




　宝石入りのぎらぎらした時計を手首に巻いた、笑いかたの下品な男にそう持ちかけられたのは、昨日のことだ。

　その前に、彼の部下が紫織子に接近してきた。

　公園で、久世にわざと吉よし国くに守まもるの話をし、証しよう拠この手紙の存在をちらつかせた日。帰宅途と中ちゆう、白い乗用車が近づいてきて、中からスーツを着たビジネスマン風の男が出てきた。




　──私はあるかたのお使いでまいりました。失礼ですが、あなたは久世宗一郎氏が、お父様に責任を押しつけた上に収しゆう賄わいの濡ぬれ衣ぎぬを着せ、自殺に追い込んだ張本人だということをご存じで、あのような行動をしてらっしゃるのでしょうか。




　目的を見抜かれ、警けい戒かいする紫織子に、




　──もし、そうでいらっしゃるなら、私の上司とあなたの目的は同じです。あなたが、本気でお父様のカタキをとりたいと考えてらっしゃるのでしたら、こちらにご連絡をください。




　そう言って、携けい帯たいの番号とアドレスの書いてある名刺を寄よ越こしたのだった。

　はじめは連絡をとるつもりはなかった。

　やっぱり少し怖かったから。

　けど、朋とも彦ひこが二度目の入院をし、前のときより容よう態だいが悪そうで、どうしたらいいのかわからなくなってしまった。不安や焦あせりや恐怖や絶望が一度に押し寄せてきて、自分の中で処理しきれなくなっていた。

　おじいちゃんは死んじゃうの？

　ううん、そんなことない。きっと今度もすぐ退院して、一緒にお花に水をあげられる。

　でも、ヒカルはおじいちゃんよりずっと若いのに、ある日突然死んでしまった。おじいちゃんも死んじゃうかもしれない。

　そんな風に考えると、胸が潰つぶれそうだった。

　朋彦に元気になってもらうために、久世からお金を騙だましとって、家を買い戻そうとしていた。

　簞たん笥すの奥にあった手紙を見つけたのは、朋彦が一度目の入院をして、入院に必要なものをそろえていたときのことだ。

　宛名に母の名前が書いてあって、好奇心から便せんを広げて読みはじめ、それが今まで名前も知らされていなかった父からのものだとわかり、心臓が跳はね上あがった。

　差出人は、吉国守──。

（この人が、あたしのお父さんなの？）

　どんな人なのだろう。

　もしかしたら、お父さんに会えるかもしれない。

　そんな期待から、携帯のネット機能で名前を検索した紫織子は、すぐに愕がく然ぜんとすることになったのだった。

　吉国守が犯罪者であったこと。

　無実を訴うつたえていたが、受け入れられず、通過する電車に気づかず、駅のホームに立ち続けていて亡くなったこと。自殺と言われていること──。

　頭の中で、様々なことがぐるぐると渦巻き、息が苦しくなった。

　また、久世のアリバイは偽ぎ証しよう、吉国に隠いん蔽ぺいの指示を出したのも、収賄の罪を被かぶせたのも久世──ネットでひそやかに語られるそんな憶おく測そくも、紫織子の胸を揺さぶった。

　久世は今も、善良な人物として、テレビの画面の中で微笑ほほえんでいる。

　もしかしたら、ネットで噂うわさされているように、お父さんは久世に騙されて、身代わりになったのではないかと思い、それはしだいに確信に変わっていった。

　きっと、おじいちゃんが知り合いの借金を背負わされて家を失ったように、お父さんもいい人だから、死んじゃったんだ！




　──おじいちゃんもヒカルも、どうして、そんなに簡単になんでも許すのっ。だから他人に騙されたり、パシらされたり、悪いこと全部──押しつけられたりするんだよっ！




　体を内側から切きり裂さくような激しい感情の行き場が見つからず、ヒカルにあたりちらして、薄い胸をこぶしで何度も叩たたいた。

　そんな紫織子を、ヒカルは一晩中抱きしめていてくれた。

　翌日も、ヒカルの顔をまともに見れないでいる紫織子に、『おはよう』と優しく微笑んでくれた。

　あたたかくて澄んだ微笑みは、おじいちゃんの笑みとも似ていて、紫織子の心をとかしてくれた。

　ヒカルがいたら、あの手紙のことは、胸の奥にしまっておけたかもしれない。

　けど、ヒカルは死に、朋彦は紫織子を、死んだ母と混同するようになった。

　前の家に戻れば、おじいちゃんもよくなるかもしれない。

　そのためにお金が必要で、ヒカルに止められていた雀すずめ狩がりを再開した。なのに、頼もしい相あい棒ぼうになるはずだった目つきの悪い犬に邪じや魔まされて、全然うまくいかない。

　焦じれていたとき、週刊誌の見出しで、十年前の食中毒事件の疑ぎ惑わくを報じているのを見た。

　書店の店頭に並んでいたその雑誌の表紙を、紫織子は吸い込まれるように見つめた。

　大きな会社のオーナーである久世なら──六千四百万円、出せる。

　そうだ、久世はお父さんに罪をかぶせた悪人なんだから、久世からお金をとってなにが悪いんだろう。

　これは、復ふく讐しゆうなんだ。

　そう理由をつけ、久世のことを調べ、接近した。

　そんな中、朋彦が倒れたのだ。

　救急車の中で、紫織子は『おじいちゃん！　おじいちゃん！』と叫び続けた。

　もう一刻の猶ゆう予よもない。

　朋彦は、明日死んでしまうかもしれない。

　ヒカルの携帯に電話をしたら、従姉いとこだという女の人が出て、告別式の日を知らされたように──病院から電話がかかってきて、あなたのおじいさまは亡くなりましたと告げられるかもしれない。

　病院の付つき添そい用のベッドの中で焼けるような痛みに身み悶もだえ、紫織子は起きあがり、若草色のポシェットから夕方渡された名刺を出し、電話をしたのだ。




　──あなたの上司に会ってもいいし、手を組んでもいいわ。ただし、久世からもらうつもりだった六千四百万円を、あなたの上司が払えるのなら。




　相手は、考えさせてほしいと言った。また、こちらから連絡をすると。

　悪魔と取引しているみたいで、怖くて怖くてたまらなかった。

　返事が来たのは、祖父が倒れてから三日目の真夜中だった。

　ポケットに入れておいた携帯が震える感覚で目を覚まし、着信を見ると、あの男からだった。

　メールには一言、

『すべて了りよう承しよういたしました』

　とあり、紫織子は服を着替え、ポシェットとカピバラのぬいぐるみだけを持って、赤あか城ぎ家を出た。

　外は真っ暗で、空気も凍えるように冷たかった。

　携帯で電話をかけると、すぐあの男に繫つながり、震えをこらえ、うんと尊大に言ったのだった。




　──今すぐ迎えに来て。




　こうして紫織子は、郷原と手を組んだ。

　郷原は、久世の会社の専せん務むで、久世を今の立場から追い落としたいようだった。

　えらぶっていて、くだらない男だと思ったが、六千四百万円を払ってくれるのなら、かまわない。

　郷原は紫織子をテレビ局へ連れてゆき、報道部の人間に紫織子を売り込んだ。




　──父親の無実を訴える美少女小学生。泣けるネタだろう？




　が、先方の反応は芳かんばしくなかった。大衆の共感を得るには、紫織子は美少女すぎて、ヤラセっぽく見えてしまう。久世を敵に回して大々的に報道するというのであれば、もっと決定的な話題性が欲しいというのである。

『それならもう考えてある』

　郷原が説明したのが、久世が会長を務め、名士が集まるボランティアの会で、紫織子が久世を糾きゆう弾だんするという筋書きだった。

『そこで騒ぎを起こせば、久世のイメージに傷をつけられるし、きみの味方になってくれる支し援えん者しやも得られるだろう。そうなればマスコミも動かざるをえないはずだ』




　すべてきみしだいだ──。




　と、郷原はあの嫌らしい笑みを浮かべた。

　その郷原と並んで、館の前に立つ。

　目の前で、ぎーっと音を立てて扉が開く。

　中は照明が点ともっていて明るい。そのまばゆさに紫織子はたじろいだ。

「郷原様ですね。お待ちしておりました。おや、こちらのお嬢じよう様さまは？」

　執しつ事じの服に身を包んだ従業員が尋たずねる。

「特別ゲストだよ」

　と郷原が答え、そのまま奥へと紫織子をいざない、緋ひ色いろの絨じゆう毯たんを敷しいた階段を上ってゆく。

　一段上るごとに、胃がしめつけられ、呼吸が苦しくなる。

　怖いっ。

　足がすくむ。

　けど、やらなくちゃ。

　心細さからか、親切にしてくれた赤城家の人たちのことが頭に浮かび、体中がひりひりと痛んだ。

（あんなに優しくしてくれたのに、美お味いしいごはんを作ってくれたり、カピバラのぬいぐるみをあたしのために買ってきてくれたり、字を書いて励はげましてくれたり、一緒に眠って物語の続きを話してくれたりしたのに）

　けど、あのままあそこにいたら、きっと心が弱くなってしまっていた。迷いが生まれて、あたりまえの子供になってしまっていた！

　だから、一秒でも早く、あの家を離れなければならなかった。本当は、カピバラのぬいぐるみも、置いてこなきゃいけなかった。

（あたしは、無力な子供でいたらいけないんだからっ）

　おじいちゃんのために。

　そして、手紙の中で、お母さんのことを優しく気き遣づかい続けていたお父さんのために。

　きっと、おじいちゃんやヒカルのように、お父さんも、とてもいい人だった！

　会場へ続く扉は、もうすぐそこだ。

　肩から提さげた若草色のポシェットを、ぎゅっと握りしめ、深呼吸したあと、冷たい扉に手をふれ、押した──。




「……どういう……こと」




　天てん井じようの高い広々した部屋のあちこちに、富ふう貴き蘭らんの鉢はちが飾られている。

　ひょろりとした長い茎くきを持つもの、細く鋭するどい葉を持つもの、艶つやのある乳白色の花を咲かせるもの──どれも、どこか妖あやしく退たい廃はい的てきで。からみつくような甘い香りを放っていて──。

　ベランダ側のカーテンが開いていて、そこから月の光が静かに射し込んでいる。

　中央に、縦長のテーブル。

　けれど、着座しているのはたった一人、着物姿の上品な白髪の老人だけで──。

　その一人が──久世宗一郎が、紫織子を見て優しく微笑んだ。




「こんばんは、お嬢さん」




　冷水を浴びせられたように、皮ひ膚ふが粟あわ立だつ。

「そ、そそそ相談役っ、今日はボランティアの定例会議では──っ」

　紫織子の後ろで、郷原が青ざめている。

　久世がおだやかな眼まな差ざしで、答える。

「会は中止になったのだよ。秘書から伝わっていなかったかな？　もしかしたら、うっかり忘れてしまったのかもしれない。ダメじゃないか、きみ」

「申し訳ありません」

　出入り口のところに、紫織子を郷原に引き合わせた男が、いつの間にか立っていた。

　振り返った郷原が絶句する。

　紫織子の心臓も、ぎゅっと引き絞られる。

（こいつ、久世のスパイだったんだ──）

　その男の後ろに、ＳＰと思われるスーツの男たちが控ひかえている。

　逃げ場がない！

　郷原は赤くなったり、また青くなったりしている。

　紫織子は若草色のポシェットを右手で握りしめたまま、体をこわばらせ、唇くちびるを嚙かんでいた。

　久世が、席を立つ。

「！」

　ハッと身をすくめる紫織子のほうへ、嫌らしいくらいゆっくりと近づいてきて、すぐ手前で止まり、また涼やかに微笑んだ。

　富貴蘭の甘い香りが、紫織子の体をゆるやかに縛しばり上あげる。

「今夜は、わざわざご足労いただいて、申し訳ないことをしたね。だが、人が少ないほうがゆっくり話を聞くこともできる。郷原くん、きみも席をはずしてくれないか」

「こちらへどうぞ、専務」

「は、はなせっ、この裏うら切ぎり者ものっ」

　郷原の声が遠ざかり、扉が冷たい音を立てて閉まった瞬間、紫織子はめまいがした。

「さぁ、もうここにはきみと私しかいない。遠えん慮りよなく話すといい。そうそう、きみの好きなものをご馳ち走そうする約束だったね。なにか持ってこさせようか？　なにが食べたい？」

　どこまでもおだやかな心地ここちよい声で、久世が語りかけてくる。

　そのたび、紫織子の心臓は、毒の滴したたる骨張った指で引ひっ搔かかれているようだった。

（全部、久世に見抜かれていたんだ。最初から久世の罠わなだったんだ）

　憎い復讐相手に、手のひらでもてあそばれていたという事実が、紫織子を打ちのめす。

「返事がないね。おなかはすいていないのかな？　では食事はあとにして、先に、きみが持っている証拠とやらを、見せてもらおうかな」

　紫織子は若草色のポシェットの端をぎゅっと握りしめたまま、後ずさった。

「あ、あなたが……お父さんに隠蔽工作を指示して、お父さんに罪を全部かぶせたことは、わかってるんだからっ」

「お父さんというのは、私の秘書をしていた吉国守くんのことだったね。吉国くんに、こんな可か愛わいい娘さんがいたとは知らなかった。なのに早まったことをして」

　久世の目に、同情がこもる。演技なのか本心なのか混乱するような、痛ましそうな表情だった。

「吉国くんは今時珍めずらしい純じゆん朴ぼくな男でね。休日に釣つりへ行くのが唯一の趣しゆ味みで、派は手でに遊び歩くこともしなかった。そんな真ま面じ目めすぎる彼だからこそ、会社のためを思って、一人で事件をもみ消そうとしてしまったのではないかと、私も胸が痛んだのだ。吉国くんが、会長の私の指示だと言ったのも、私がそこにいれば、隠蔽を指示していたと思い込んでの行動だったのではないかと、悩みもしたよ。実際に私があそこにいたら、吉国くんにあんなことをさせずにすんだのに」

　久世が深い溜ため息いきをつく。その様子は、吉国の行動に自らも責任を感じているようで──紫織子を混乱させる。

「吉国くんが企業からリベートを受けていたことも、私は今でも信じていない。けどね、吉国くんの口座に不正な金が振り込まれた通帳まで見つかってしまっては……。吉国くんがどれだけ無実を主張しても、私がどれだけ彼を信じていても、どうにもならなかったのだよ。吉国くんは、世間からも警けい察さつからも連日責め立てられて、耐えきれなかったのだろう。彼はご両親を早くに亡くされていたので、私が葬そう式しきの手配をしたのだが、本当に……残念で仕方がなかった……なにも死ぬことはなかっただろうに」

　誰だれより善良な篤とく志し家かの顔で、そんな言葉を口にする。

　朋彦もヒカルも、いつもおだやかに微笑んでいた。決して声を荒らげて怒ったりせず、不条理と思えるようなことも、優しく受け止めていた。

　けど、久世の微笑みは、二人と似ているようで、やっぱり違うっ。

「もし吉国くんが、無実である証拠をきみのお母さんに託したのなら、ぜひ拝はい見けんしたい。さぁ。私が確認してあげよう」

　富貴蘭の香りのように甘く優しい声で、久世が言う。老人にしては美しい白い手を差し出されて、恐怖で声が喉のどで絡からまり、足が震え、紫織子はとっさに、若草色のポシェットを胸に抱かかえ込こんだ。

「ああ、そこに入っているんだね」

　久世がポシェットをつかみ、引き上げる。

「や……っ！」

　紐ひもが切れ、ポシェットが久世に奪うばわれてしまう。

　ファスナーを開け、久世が折りたたんだ古い手紙を引っ張り出す。消印は七月二十日浜田、宛名は『若わか木ぎ翠みど里り子こ』、差出人は『吉国守』。

　久世が、便せんを開いて読みはじめる。

　はじめは眉まゆ根ねを寄せていたが、だんだんおだやかな表情になり、しまいに吹き出した。

「これは、きみのお母さんへの、ただの近況報告だね。『今朝も暑いですが、体の調子はいかがでしょう。この手紙を出したあと父親に会います。きみに子供ができたことを報告し、許しをもらうつもりです。籍せきもなるべく早く入れられるようにするので、どうかきみは体に気をつけて元気な子を産んでください』と書いてある。子供が生まれるとわかっていたなら、何な故ぜ思いとどまれなかったのかねぇ」

　紫織子は怒りと恥ずかしさで、全身が赤く染まるような気がした。

　手紙の内容は、久世の言うとおり、出産を控ひかえた母を気遣うだけのものだった。

　吉国が無実だという証拠には、ならない。

　けど、紫織子には父の人柄や想いを伝える、大事な手紙だったのだ。

　その手紙を読んだからこそ、紫織子は父の無実を信じた。

　父はよい人なのだと信じた。

　この手紙は、その証明であり、父が母を愛し、紫織子が生まれてくることを望んでいたという〝証拠〟だったのだ。

　なのに、紫織子の心を支えるお守りを、久世はなんの役にも立たないと暴あばき、おだやかな笑みで貶おとしめた。

　紫織子はそれに対して反論ができない。なんの武器もない。丸まる裸はだかで、敵てきの前に立っている。

「さぁ、お嬢さん。きみは私を根こん拠きよもなく脅きよう迫はくしたことになる。私の名めい誉よを辱はずかしめようとした。これは犯罪だよ」

　涼しげに言い放ったあと、またやわらかに微笑む。

「いや、わかっているとも。きみのような小さな女の子が、一人でそんなことを考えられるわけがない。きみは悪い大人に、そうしろと命令されただけだよね？　それが誰か、警察で話してくれないかな。そうすればきみは被害者であることが証明される」

　久世の目的は、敵対者である郷原を排はい除じよすること。

　そのために、紫織子を自分のふところに誘い込んだのだ。

　体を捻ねじるような痛みとともに、思い知らされる。

　すべては久世の筋書き通りだったこと。

　自分が無力な子供であること！

「話してくれるよね？」

　こんな男のいいなりになんてなりたくない。紫織子は両手を固く握りしめて、唇を結んで、うつむいた。

「おや、話せない？　なら不本意だが私はきみを犯罪者として、警察に引き渡さなければならなくなるが」

　やわらかな声が、紫織子の首筋にヘビのように、絡みついてくる。目と口をきつく閉じすぎて、息ができない。水の中でじたばたもがいているみたいで、苦しいっ。

（助けて、ヒカル──）

　呼んでもヒカルはもういない。紫織子を抱きしめて、不安を取りのぞいてはくれない。

　そのとき。




「そんなことをしたら、てめぇの首を絞しめることになるぜ！」




　熱い声がして、ベランダ側の窓が全開になった。

　顔を振り上げる紫織子の目に、ばさばさの赤い髪かみを風に吹き乱し、爛らん々らんと輝く目をつり上げた瘦やせた少年が、飛び込んでくる。

「！」

　まるで吠ほえ猛たける一匹の犬のように、荒々しく息を吐き、顔を汗で濡らし、土のついた汚れた運うん動どう靴ぐつで薄い絨毯を、強く踏みしめる。

　久世が着物の内側から携帯電話を出し、ＳＰを呼ぼうとする。

　それを制するように、ヒカルがプレゼントしてくれた顔の怖い犬は──赤城是これ光みつは、目をカッと見開き、叫んだ。




「しーこは、てめぇの血の繫がった娘なんだからな！」





　　　　◇　◇　◇






　是光がなにを言っているのか、理解できない──。




　そんな顔で、紫織子は是光を見ていた。

　これから明かすべきことを考えたとき、是光の胸もしめつけられた。

（俺だって信じられねーよ。しーこが、久世の娘だなんて）

　朝あさ衣いから、久世が会長を務めるボランティアの定例会議が突然延期されたことと、会議を行うはずだった場所を伝えられ、『あとは、きみの粗そ末まつな頭で考えなさい』と言われ、ここへ向かう途中、ヒカルが、

『しーこは、罠にはめられたんだ』

　と厳しい表情で話していた。

　そして紫織子の父親は、おそらく吉国ではなく、久世であることも。

（っっ、しーこには酷こくな話になる。けど、そのことはヒカル、おまえだって承知してんだろう。それでも、しーこに聞かせようとしてんだろう）

　携帯を耳にあてたまま啞あ然ぜんとしている久世を、ヒカルが厳きびしい眼差しで見つめ、しっかりした声で語る。




「しーこのお母さんは、大手の芸能事務所に所しよ属ぞくする、デビュー前のアイドルだった」




　だから是光も、久世に──紫織子に──伝える。




「しーこの母親は、デビュー前のアイドルで、大手の事務所に所属していた」




　久世は、おそらく紫織子の母親のことまでは知らなかったのだろう。

　かすかに眉をひそめた。




「有力なスポンサーでもあったあなたとは、そのとき知り合ったのでしょう。そうして、あなたは、娘どころか孫ほどの年齢の少女と関係を持ったんです」




「あんたが、しーこの母親と出会ったのは、そのときだ。あんたはスポンサーという立場で、年とし甲が斐いもなくしーこの母親に手をつけて妊にん娠しんさせたんだ。そのせいで、しーこの母親は、事務所を辞やめなきゃならなくなった」




　紫織子は目を大きく見開いたまま、青ざめきった顔で是光の言葉を聞いている。瞳の中に、何度も戸と惑まどいと葛かつ藤とうが浮かぶ。

（しーこ、俺はヒカルが語る真実を、いっこも隠さずおまえに伝える。おまえは、すげー辛つらいかもしれねーけど、最後まで耳をふさがず聞け。それで、そこから始めろ。そのときは俺が力を貸す）

　胸の痛みをこらえて前方を睨にらみ据すえる是光に、ようやく気を取り直したらしい久世が、おだやかに反論する。

「なにを馬鹿なことを言ってるんだね。その子の父親は吉国くんだろう。ほら、手紙にもそう書いてある」

　そう言って、微笑みながら手紙を見せた。

　ヒカルが、すかさず言う。




「手紙の中で、吉国さんは『必ず父親に許しをもらいます』と書いています。けど、吉国さんの両親は亡くなって父親はいないと、先ほどあなたも言っていた！　一体誰に許しをもらう必要があったのか」




　是光は、久世の手にある封筒と便せんをわしづかみし、奪い返した。

　犬に嚙みつかれたように、久世がぎょっとして手を引く。

「この手紙の中で、吉国は、『父親に許しをもらって籍を入れる』って書いてるよな。吉国には葬式をあげてくれる家族も親しん戚せきもいなかったって言ったのはおまえだ！　ベランダで、しっかり聞いてたんだよ！」

　紫織子に手紙を返し、ぎらつく目で迫ると、久世は少し身を引いた。

「父親の墓参りにでも行くつもりだったのではないのか」




「そうでしょうか？　死んだ父親に許しをもらわなければ、入籍もできないなどということが、あるでしょうか？」

　ヒカルの眼差しも、月の光を吸い込んだ湖のように、深く鋭くなる。

　紫織子は、手紙を胸の前でぎゅっと持ち、不安そうに瞳を揺らしている。

「けれど、子供が吉国さんではなく、その上司であるあなたの子だとしたら──しーこの母親が、そのことをあなたに打ち明けることができず、吉国さんが相談に乗ってあげていたのだとしたら、手紙の内容は不自然ではなくなる！　それに、しーこの祖父が、おなかの中の子の父親について、こう話していた。『父親は、雲の上の春しゆん及きゆう殿でんで暮らしておるのでしょう。羆ひぐまを飼い、銀世界に旅をし……瀬せ戸との剣つるぎを抱き、淋さびしく鈴虫を眺ながめておるのでしょう』と──」

　急流のように途と切ぎれずに吐き出されるヒカルの言葉に、置いてゆかれないように必死に耳を澄ましながら、是光も熱い目で語り続ける。

「墓石の下にいる父親に許しをもらわなきゃ、入籍もできねーもんか？　父親は別にいて、吉国はしーこの母さんの相談に乗っていただけだと考えるほうが、自然な文面に思えるけどな。それに、しーこのじいさんが言ってた。『しーこの父親は、シュンキュウデンで暮らし、ヒグマを飼い、ギンセカイに旅をし、セトノツルギを抱いて、スズムシを眺めているのでしょう』ってな──」

　久世が顔をしかめる。

「シュンキュウデン……」




「春及殿は、富貴蘭につけられた名前です。羆も！　銀世界も！　瀬戸の剣も！　鈴虫も！　すべて富貴蘭だ！　しーこのおじいさんは、しーこの父親が、蘭の帝王と呼ばれるあなただと知っていた！」




　ヒカルが凜りんと告げる。

　是光も吠える。




「シュンキュウデンも、ヒグマも、ギンセカイもセトノツルギも、スズムシも、全部富貴蘭の名前だっ！　しーこのじいさんは、しーこの父親は富貴蘭に囲まれて暮らしてるって言いたかったんだ！　そいつは、吉国じゃねー。蘭の帝王って呼ばれてるあんただ！　久世！」


















　久世はもう笑ってはいなかった。

　目に激しい衝しよう撃げきと迷いを浮かべながら、それでもまだ抵抗を試こころみようとするように、乾ききった唇を動かそうとする。

　ヒカルが、紫織子のほうを振り向く。




「しーこ、きみのお母さんの名前は？」




「しーこ、おまえの母ちゃんの名前を言え」




　それまで、息をのむようにして是光の言葉を聞いていた紫織子が、眉を下げて混乱しきった表情になる。

　肩をぶるっと震わせ、すがるように是光を見つめると、掠かすれた声でつぶやいた。

「若木……翠里子。芸名はｒｉｋｏ……」

「！」

　久世が、今度こそはっきりと表情を変える。

　目を見張り、頰ほおをこわばらせ、紫織子を凝ぎよう視しする。

　ヒカルが静かに最後の言葉を告げる。

「それでも疑うたがうなら、ＤＮＡ鑑かん定ていをしてみてください」

　是光もぶっきらぼうにつぶやく。

「なんなら……ＤＮＡ鑑定でもしてみればいい」

　けど、その言葉はすでに久世には必要ないようだった。久世の目には今、ヒカルはもちろんのこと、是光の姿も映っていない。

　ただ紫織子だけを、上から下まで食い入るように見つめ、その目や唇や鼻筋や、流れる黒髪の中に、自分がかつて関係した少女の姿を見つけようとしているようだった。

「ｒｉｋｏの……子なのか。本当に……」

　しわがれた声が、わななく唇から漏もれる。

　紫織子は胸の前で手紙をしっかり持ったまま、怯おびえたように身をすくめ、立ちつくしている。

　父だと思った人が実は父ではなく、そのカタキとして復讐しようとしていた相手こそが、実の父親だった。

　その事実を、紫織子は受け入れられるのか。

　ヒカルが痛みに満ちた眼差しで、紫織子を見つめている。紫織子の祖父が口にした富貴蘭の名前を聞いたときから、きっとヒカルには、紫織子の父親が誰であるのかわかっていたのだろう。

　だから、紫織子が住んでいた家に行ったときも、久世に復讐をすることは、どう転んでも紫織子のためにはならないと、あんなに苦しそうな顔で断言していたのだ。

　もしかしたらこういう事態にならなければ、ヒカルは自分の心に納めていたんじゃないかと是光は思った。

　紫織子の祖父の朋彦が、十年間そうしてきたように。

　紫織子の、怯えや、不安や、混乱が、是光にも伝わってきて、一緒に胸が苦しくなる。

　そうして、久世もまた、紫織子と同じくらい混乱しながら、それでも確かめずにいられないというように、まるで一いつ介かいの老人のように弱気な眼差しで、おずおずと紫織子のほうへ手を伸ばし、ミルク色の頰にふれようとする。

　紫織子も、かたかたと震えながらも、その場から一歩も動かず、父であるとわかったその相手を恐れるような焦こがれるような目で見つめていた。

　老人と少女の目が──父と娘の目が、臆おく病びようそうに出会ったそのとき──。




　是光のポケットで携帯電話が鳴った。




　こんなときに、と切りかけてハッとする。

　着信は病院からだった。

　心臓が、大きく高鳴る。

　通話にし、耳にあてると、暗い声が聞こえてきた。




　紫織子の祖父が、亡くなったのだと。













　──しーこ、夏なつ椿つばきが満開だよ。




　それが、朋とも彦ひこの最後の言葉だったという。

　おだやかに微笑ほほえみながらつぶやいたそのとき、朋彦は以前の朋彦に戻り、娘ではなく孫と一緒に庭に咲く満開の白い花を眺ながめていたのだろう。

　看かん護ご師しからその話を聞き、紫し織おり子こは激しい後悔に襲おそわれている顔で、唇くちびるを嚙かんだ。

　なにを後悔していたのだろう。

　祖父の最後に立ち会えなかったことだろうか。

　祖父のために闘たたかってきたことだろうか。

　葬そう儀ぎは密みつ葬そうで行われた。

　手配はすべて正まさ風かぜと小こ晴はるがした。

　女嫌いの正風と、男を信用していない小晴は、普段は仲が悪いのに、こういうときは協力し、黙々と仕事をすすめてゆく。

　是これ光みつはヒカルと二人で、紫織子のそばにずっとついていた。

　紫織子はほとんど口を開かず、手を膝ひざの上に力なく置き、虚うつろな目をして、うつむいていた。

　久く世ぜも葬儀に来ていた。

　紫織子を引き取りたいと申し出があり、正風は、紫織子しだいだと答えた。

　久世が、ずいぶん弱気な顔つきで「私と一緒に来てほしい」と頼むと、質しつ素そな黒いワンピースに身を包んだ紫織子は、ぼんやりした目をしたまま黙っていたが、

「……」

　小さくうなずいた。

　紫織子が受け入れてくれるのか心配していたのだろう。久世はホッとしたように、頰ほおをゆるめた。

　けど、是光とヒカルは、お互いなにか言いたそうに浮かない顔をしていた。




　その二日後。

　久世が用意した、レースがたくさんついた可か愛わいらしいブラウスとスカートにおとなしく着替えた紫織子は、カピバラのぬいぐるみを抱えて、

「たくさんお世せ話わになりました」

　深々と頭を下げた。

　それから是光のほうを見て、ほんの少しだけ眉まゆ根ねを寄せ、

「……ばいばい」

　小さな、小さな声でつぶやき、久世がよこした車に乗って去っていったのだった。

　是光とヒカル、それに正風と小晴も、車が見えなくなったあとも、しばらく家の前に立って、紫織子が消えたほうを眺めていた。

「さて……シーツの洗せん濯たくでもするか」

「頼まれていた書き物をせんとな」

「……俺も、学校行かねーと」

「是光、きみ、左右の靴くつ下したが違う」

　それぞれが、ぎこちなく動きはじめる。

　是光も舌打ちして靴下を履はき替かえ、登校する。

（これで、しーこと二度と会えねーわけじゃねー）

　紫織子が暮らすマンションの住所も知っているし、いつでも会いに行ける。紫織子が困っていたら、力を貸せる。

　何度自分に言い聞かせても、気持ちが晴れない。

　ヒカルもやっぱり、浮かない顔をしていて……。

（多分、おんなじことを考えてるんだ）

　けど、どちらもはっきりと口にできずにいて、ずっともどかしく感じていることも、きっと同じだった。




　下げ駄た箱ばこで靴を脱いでいたら、後ろから肩を叩たたかれた。

「おはよっ！　赤あか城ぎ！」

　振り返ると、帆ほの夏かが明るい顔で是光を見つめていた。

「……うす」

「しーこちゃん、今日、お父さんのとこへ行ったんでしょう？　家族と暮らせるようになって、よかったね」

　紫織子を捜すのを手伝ってくれた帆夏と葵あおいとひいなには、紫織子が無事に見つかったことと、紫織子の祖父が亡くなり葬式のため自分も学校を休むこと、紫織子は父親に引き取られることになったことなどを、携けい帯たいで簡単に伝えていた。

（一緒に住むわけでは、ねーんだけどな……。久世にはしーこの他に家族がいるし……）

　だけどそれは、紫織子が父親に引き取られたのを喜んでくれている帆夏に話すことではない。

　それに、久世は正風に対して、娘がお世話になりましたとしっかり頭を下げ、父親としてできるかぎりのことをしますと約束したのだから。

「やっぱり小さな子は、家族と一緒にいるのが一番だものね」

「式しき部ぶさんの言う通りです」

　突然ひいなが、是光と帆夏の間に割って入る。

「家族はいつでもどこでも一緒にいなきゃです。家族は大事な宝物ですから！」

　やけに力の入った口調で、ほわほわ笑いながら言う。

「……そう、だよな」

　是光は二人に背中を向けて、先に廊ろう下かに向かって歩き出しながら、低い声で言った。

「……うん」

　ヒカルも、元気のない声で相づちを打つ。

「しーこは、父親のところへ行って、よかったんだよな」

「……うん、そう、だよね」

　二人でまた、暗い顔になったとき。




「おめでたいわね」




　行く手に、斎さい賀が朝あさ衣いが立ちふさがった。

　朝衣はひどく怒っているようで、眉根を寄せ、こめかみを引きつらせ、感情を直接ぶつけてくるような強い目で是光を睨にらんでいた。

　隣となりで葵が、

「朝ちゃん、やめてください」

　と腕を引っ張るが、さらに激しい口調で続ける。

「父親に引き取られてよかったなんて、単純に口にできる浅はかさが、本当におめでたい。引き取った父親には別の家族がいて、愛人の子供を同居させるなんて外聞が悪いから、養よう育いく費ひは出しても認知はしない。遠方の全ぜん寮りよう制せいの学校に放り込んで、親の義務とやらをはたしたつもりになったとしても、引き取られた子供は幸せだと言えるの？　だとしたらきみは──大バカだわっ」

　是光は啞あ然ぜんとした。

　クールな朝衣がここまで声を荒らげて、感情的に是光を非難したことにも、その内容にも──。

（しーこを寮に入れるなんて、聞いてねーぞ。それに認知もしねーって……）

　いや、考えてみればすぐにわかることだった。久世には妻と子供どころか孫までいる。社会的な地位もある。小学生の隠し子がいて、しかも母親は十五歳で出産したなんて、公表できるはずがない。

　久世にとって紫織子は、世間から見えないように隠しておくべき汚点で──。

（けどっ、久世はしーこを引き取りたいって、わざわざ自分から訪たずねてきて、しーこに愛情は感じてるみたいに見えた。しーこだって、久世と行くのを拒こばまなかったじゃねーか。だから俺は）

　隣でヒカルが、青ざめている。




「幸せですよ」




　突然、ひいなが、当たり前のことを口にするように、さらりと言った。

「そのお父さんは、きっとその子のためを思って寮に入れることにしたんです。だから、お父さんが決めたことを受け入れることが、娘であるその子の幸せです」

　朝衣がムッとして、ひいなを見る。

　事情をよく知らない帆夏は、いきなり目の前でどろどろした話をされて、うろたえている。朝衣とひいなと是光を、落ち着かなげにきょときょと見比べている。

　是光はひいなの発言に、また動どう揺ようしていた。

（しーこのためを思って？　確かに──近くに置いておいて、愛人の子だって冷たい目で見られるより、寮に入れたほうが、のびのび暮らせるかもしれない）

　久世は久世なりのやりかたで、ちゃんとしーこを守ろうとしてくれているのか？

　しーこが淋さびしくないように、愛してくれるのか？

　なにより、しーこは、幸せになれるのか？

　どれが正しい答えなのかわからず、心しん臓ぞうが暴あばれ回まわり、頭が爆ばく発はつしそうになったとき。

　葵がぽつりと言った。

「しーこちゃんって……なんだかヒカルみたいですね」

　是光はハッとした。

「ヒカルも小さい頃……お母様が亡くなって、帝門みかどの家へ引き取られて……」

　ヒカルも肩をぴくりと揺らし、葵を見た。

　その目がだんだん哀かなしげな色に染まってゆき……そっとまつげを伏せてうつむいたとき──。

　ヒカルの顔に、別わかれ際ぎわに見た紫織子が重なった。

　眉根を少し寄せ、淋しそうに、




　──ばいばい。




　小さくささやいたこと。

　それから、朋彦の葬儀で見た、虚ろな表情。

　ヒカルの葬儀で、目を真っ赤にして、手を固く握りしめてぼろぼろ泣いていたこと。

　一緒に来てほしいと久世が言ったとき、ぼんやりした顔でうなずいたこと。

　あたしを子供扱いしないでと言って、泣きそうなのを必死に我が慢まんしている目で、睨んだこと。

　添そい寝ねしたとき、首筋に押しつけられた鼻が涙でしめっていたこと。

　迎えの車に乗り込んだ紫織子の横顔が、人形のように無表情だったこと。




　──ぼくは、しーこを泣けない子にしたくなかった。




（そうだ！　しーこはじいさんが亡くなってから、一度も泣いてねーじゃねーか！）

　朝衣の言うとおり、自分はバカだと思った。

　今さら、そんなことに気づくなんて！

　唇を嚙みしめ、両手を握りしめる。頭の奥がジンと痺しびれ、熱くなってゆく。

「式部」

「えっ、あ、はいっ」

　いきなり名前を呼ばれた帆夏が、おたおたする。

「早退するから、担任に言っといてくれ」

　葵とひいなが目を丸くする。

　是光は朝衣のほうを見て、

「……ありがとよ」

　ぶっきらぼうに言い、下駄箱のほうへ戻った。

（大嫌いなムカツク女に、ふたつも借りができちまったな）

「ちょっと、赤城！　早退って──今、来たばっかりじゃない！」

　帆夏の声を背中で聞きながら、靴を履き替え、陽射しがまぶしい朝の昇降口を、外へ向かって出てゆく。

　登校する生徒たちが、流れに逆らって進む是光を見て、そのつり上がった眉や、引きつった頰や、強く輝く目にびびって、左右に道を開ける。

　そこを堂々と歩きながら、少し後ろを歩く友人に問いかける。

「ヒカル、おまえは、どうしたい？」

　すぐ後ろで、かすかに息をのむ気配がし、ためらうような声が聞こえた。

「……ぼくは、しーこにはまだ、保ほ護ご者しやが必要だと思っていた。宗そう一いち郎ろう氏は、しーこに愛情を持っているように見えたし、しーこが嫌でないなら、じゅうぶんな財力を持つ宗一郎氏の庇ひ護ご下かで育つのは、悪いことじゃないって、納なつ得とくしようとしていた」

（やっぱり、同じことを考えて、ぐるぐる悩んでたんだな、俺たちは）

「けど、朝ちゃんに、おめでたいって言われて……ドキッとした」

（そうだな、あの女の言葉に、横面をぶん殴なぐられたような気がした）

「葵さんに、しーこはぼくに似ているって言われて、胸が痛くなった」

（そう、葵のあの言葉で気づいたんだ）

　歩く速度がしだいに上がってゆく。前方にある校門を睨みつけたまま、是光は叫んだ。

「言えよ！　ヒカル、おまえは結局どうしたい？　幽霊だからとか、これ以上俺や俺の家に迷めい惑わくをかけられないとか、しーこの気持ちとか、そういうのいっさいなしで──おまえは、どうしたい！」

　俺は、もう決めている。

　だから、おまえも言いやがれ、ヒカル！

　隣で、激しさのこもる声が聞こえた。




「ぼくは、しーこを久世に任せたくないっ」




「おせーよっ！　なんのために、俺におまえの声が聞こえていると思ってるんだ！　ぐちゃぐちゃ悩んでねーで、大事なことはとっとと口にしろ」

　そうして、胸をふくらませ、

「任せろ」

　全力で走り出した。





　　　　◇　◇　◇






　紫織子はマンションの窓辺で、ぼんやりと外を見ていた。

「そろそろ出発しよう」

　久世が、おだやかにうながす。

　これから紫織子は、転校先の学校の寮へ向かうのだ。

「新しい学校は、自然に囲まれたいいところだよ」

　玄げん関かんへ向かいながら、久世が黙ったままの紫織子を気き遣づかうように、話しかけてくる。

　自分の娘だとわかってから、久世はずっと紫織子に優しい。

『すぐには父親と思えないかもしれないが、私はきみを、娘として大事にしたいと思っている』

　と、赤城の家に来たときも、心配そうに紫織子の反応をうかがっていた。

　フリルやリボンのついた可愛らしい服や靴もたくさんプレゼントしてくれたし、寮に入るのに必要な生活用品もすべてそろえてくれた。どれもとても高価なものだ。

　けど、その代わりに、紫織子が持っていた服も、タオルやペンケースも、全部捨てられてしまった。

　ペンケースは、朋彦が去年の誕生日にプレゼントしてくれて、大事に使っていたものだったのに。

　そんなことをされても、怒りがわいてこないほどに、紫織子は空っぽだった。

　お人ひと好よしでいつもおっとり笑っている祖父と、物心ついたときから一緒に暮らしてきて、おじいちゃんは、あたしがいないとダメなんだから、あたしがおじいちゃんを守るんだとずっと思っていた。

　おじいちゃんの家も、あたしが取り戻すのだと。

　なのに、死んでしまった。

　最後に、話もできなかった。

　顔に白い布をかけられて、ベッドに横たわる朋彦は、まるで作り物のようで──。

　あのときから、ずっと紫織子は、自分が現実にある世界のこちら側に立って、目の前で起こる出来事を、テレビでも見るようにぼんやり眺めているような感覚にとらわれている。

　なので、久世に優しくされても、寮のある学校へ転校することを決められても、なんとも思えない。

　是光の祖父からもらったカピバラのぬいぐるみも、子供っぽいと言われて、ここへ着くなり取り上げられて、箱詰めされてしまった。

　あの箱は、寮に届けてくれるのだろうか。

　ずっとお守り代わりにしていた吉よし国くに守まもるの手紙だけは、小さく折りたたんで、こっそりポケットに忍ばせていた。

　吉国が本当の父親ではないとわかっても、母の身を優しく案じてくれているその手紙だけは手放せなかった。

「どうしたんだい？　元気がないね。寮へ入るのが心配なのかい？　大丈夫だよ。休みの日は会いにゆくから。紫織子が東京に来るときは、このマンションを使うといい」

　久世が微笑みながら言う。




　──大丈夫だよ。




　おじいちゃんも、いつも紫織子に、そう言ってくれた。

　碁ご会かい所じよの傘かさ立たてに差しておいた傘がなくなっていて、濡ぬれねずみで帰ってきたときも、庭の柿の実をカラスに食べられてしまったときも、財さい布ふの中身を全部、お金がなくて困っていた知人に渡してしまったときも、むくれる紫織子に、おっとりとした笑顔で、『大丈夫だよ』と言うのだ。

　おじいちゃんが入院して、不安でたまらなかったときは、ヒカルが、




　──大丈夫だよ、しーこ。




　と、ふくよかな甘い声で言い、毎晩頰と額ひたいにキスしてくれた。

　おじいちゃんもヒカルも、世間知らずで優しすぎて、てんで頼りにならないと思っていた。

　だから、うんと怖い顔をした、強くて忠実な犬が欲しいと、ヒカルに言ったのだ。

　そんな犬がいれば、借金取りが来ても追い払ってくれる。悪いやつを、みんなやっつけてくれる。

　ヒカルは綺き麗れいな目を細めて、やわらかく微笑んで、




　──なら、しーこを守ってくれるような頼りになる素す敵てきな犬をプレゼントしよう。




　と約束したのだ。




　──そうしたら、ぼくがあずかっているしーこの家で飼えばいい。しーこも、世話をしにきてくれるだろう？




　ヒカルは、紫織子が家に来やすくなるように、わざと言ってくれているのだとわかった。

　けど、大好きなあの庭でそんな犬を飼って、ヒカルと一緒に世話をして、それでおじいちゃんが横で花の手入れをしながら、にこにこ笑っていたら、どんなに素敵だろうと思った。

　それからすぐ、ヒカルは川で溺おぼれて、死んでしまったのだけど……。

　哀しくて悔しくて、葬儀でボロボロ泣いた。

　犬をくれると言ったあの約束も、もうはたされることはないのだと思っていた。

　だけど、是光が紫織子の前に現れた。

　黒い首輪をつけた是光は、髪かみが真っ赤で顔が怖くて、瘦やせているけれど、とっても強そうで、紫織子が欲しいと言っていた〝犬〟そのもので。

　きっとヒカルのプレゼントなんだ、と思った。

　なのに、全然紫織子の言うことをきいてくれなくて、いくらしつけても刃は向むかってくるし、（もう、あんな駄だ犬けんいらないっ！）と、何度も腹を立てた。




（……みつ）




　その名前を、ちゃんと口にしたことがない。

　ずっと犬扱いしてきたから、急に名前で呼ぶのが恥ずかしかったから。




（……みつ）




　何な故ぜ、今、その名前や、いつもムッとしているような怖い顔や、ドスのきいた声が浮かぶのか。




　──おい、これから書道をするぞ！　何でもいいから書いてみろ。




　──人の気持ちをもてあそぶなっ！　子供は学校が終わったら家に帰って宿題でもしてろ！　クソガキ！




　──おまえが大人になるまで、おまえの犬になってやる。




　紫織子が久世のところへ行くと決めたときも、今朝、別れの挨あい拶さつをしたときも、久世が迎えによこした車に乗り込んだときも──、是光は頰をこわばらせて、口を固く結んで不ふ機き嫌げんそうにむっつりと、紫織子を見ていた。

（なんであんな顔で見送るの）

（仕方ないじゃない。あのまま、あんたの家にいるわけにいかない。あたしにはもう、久世しか家族がいないんだもの）

　そんなこと小学四年生にもなるのだから、わかってる。

　自分がおじいちゃんを守っていると思っていたけれど、本当は守られていたことも。

　一人では家を買い戻すどころか、あのアパートで生活することもできない非力な子供だということも──。

　全部、わかってるっ。

　マンションの外は、陽射しが強く、むっとするほど暑かった。

　門の前に、黒い車が停まっている。

　運転手がうやうやしくドアを開け、久世と一緒にそれに乗る。




（仕方がない……）




（あたしは子供なんだから）




（大人の言うことには従わなくちゃ）




　車がゆっくりと動き出す。

　口を不機嫌そうにむっつりと結んだ是光の顔も、遠のいてゆく。それだけではなく、隣でにこやかに話している久世の声も、どんどん遠ざかっていって。

　別の世界から話しているみたいに感じられて──。

　胸は冷や汗がにじむほど痛くて苦しいのに、心の中は空っぽになってゆく。まるで考えたらダメと、自分で自分にブレーキをかけているみたいに。

（おじいちゃんが死んだときも、空っぽになって涙も全然出てこなかった。ヒカルのお葬式のときは、あんなに泣いたのに。……あたしはもう一生、泣けないのかな）

　首筋や背中からにじみ出る汗がすーっと冷えて、指先からつま先まで氷みたいに冷たくなったとき。

　いきなり車が止まった。

　体が前に、大きくつんのめり、前のシートにぶつかりそうになる。

「なっ──どうした！」

　同じように前のめりになった久世が、呻うめく。

「人が急に」

　運転手が焦あせっている声で言う。

　フロントガラスの向こうに、半はん袖そでシャツにスラックスの制服を着て、通つう学がく鞄かばんを肩に提さげた少年が、息を切らして立っている。

　派は手でな赤い髪が風に吹き乱れていて、野良犬みたいに鋭い目がこっちを睨んでいて。

　とっさに、車のドアのロックをはずしていた。




「いかん！　紫織子！」




　久世が止めたときには、紫織子はそのままドアを開けて、半分身を乗り出していた。

　足を地面におろしたとたん、左の手を久世につかまれる。

「行ってはいかん、紫織子！」

　久世が、厳きびしい声で言う。

　そのとき、是光が叫んだ。




「しーこ！」




　体の芯しんが、びりっと震えた。




「来いっ！　しーこ！　おまえがいっぱしの女になるまで、俺が面めん倒どうを見てやる！　俺がヒカルの代わりに──じいさんの代わりに、おまえを守ってやる！」




　赤い髪が、熱い風にますます乱れ、額にかかり、その奥から、燃えるような目が紫織子を見つめている。

　ヒカルがくれた約束が──。

　胸の奥から様々な感情が怒ど濤とうのように押し寄せ、乾ききっていた目に、涙がにじみ、視界がかすむ。

　頭の中に、ヒカルの声が聞こえた。




　──ぼくがうんと強い犬を、プレゼントするよ。ぼくがいないとき、しーこを守ってくれるように。しーこが淋しくないように。




　澄んだ笑みを浮かべて、小指を差し出したヒカル。

　ヒカルが紫織子に届けてくれた、うんと怖い顔の──真っ赤な毛並みの──強くて頼もしい犬。




　──その犬が、しーことぼくを、今よりもっと強く繫つないでくれるよ。だから慎しん重ちように選ばなきゃ。




　──ねぇ、しーこ。我わが儘ままを言っていいんだよ。甘えてくれていいんだよ。ぼくはしーこを、世界一甘やかしてあげたくてたまらないんだから。




　──しーこは将来、きっと素敵なレディになるよ。それまで、ぼくがしーこのこと、あれこれ気にかけて、お節せつ介かいを焼いてしまうのを、許してくれるよね。




　──可愛いしーこ、ゴールデンウイークが明けたら、約束していた犬を探しにゆこう。




　とびきりの犬を、きみにあげる。

　ぼくときみを、繫いでくれる犬を。

　きみを守り導みちびいてくれる、頼もしい犬を。




　──約束だよ、しーこ。




　最後の指切り。

　そしてヒカルの声のあとに、おじいちゃんがいつも、おっとりと語っていた言葉がよみがえる。




　──なぁ、しーこ、去るものがあれば、来るものもある。必ずだ。




　紫織子を支えてくれた二人が、大好きだった二人が──優しく微笑んで、紫織子の背中を押す。

　ヒカルの約束の是イ光ヌが、紫織子に向かって赤い毛をなびかせ、手を伸ばす。

　紫織子は久世の手を強く振り払い、夢中で駆かけ出だしていた。

「紫織子！」

　久世が呼び止める。

　紫織子は是光の腕に飛び込み、獣の臭においのする硬くて薄い胸にしがみつき、目からぽろぽろ涙をこぼしながら、

「是光……っ！　是光っ！」

　と繰くり返かえした。

　涙は次々あふれてきて、是光のシャツに染みが広がってゆくが、止まらない。何度も何度も、何度も、確かめるように名前を呼ぶ。

　是光、是光、是光っ──！

　是光が、紫織子を抱きしめる。

「いいんだな、しーこ？」

　ぶっきらぼうに、けど不ぶ器き用ようなぬくもりのこもる声で、確認する。

　夢中でうなずき、

「こ、是光といる」

　と訴うつたえる。

　もうシャツはびっしょりで、しかも紫織子がしがみつきすぎて、皺しわが寄ってぐちゃぐちゃだ。

　そのとき、後ろで久世の声がした。

「私の娘から離れてもらえないかね」




　是光は紫織子を腕に抱いたまま、顔を上げた。

　久世が険けわしい眼まな差ざしで、こちらを見み据すえている。

（まぁ……そう簡単にいくわけねーよな）

　それは是光も──ヒカルも、承しよう知ちしている。

（それでも、しーこを連れ戻すって決めたんだよな、ヒカル）

　隣に立つヒカルと、視線を交わし合う。

　ヒカルが目で、もちろんだと告げ、すっと前に出る。

「取り引きをしましょう、久世さん。しーこを返してくれたら、吉国守に関する事件をこれ以上掘り返したりしないと」

　天使のように美しい横顔から流れ出る、清せい冽れつな声。

　その声が語る言葉を、是光が伝える。




「取り引きしようぜ。あんたがしーこを俺に任せてくれたら、吉国守の事件の真相を、黙っててやるって」




　久世の目に苛いら立だちが浮かぶ。

「まだそんなことを言っているのか、証しよう拠こもないのに。吉国くんの手紙に書いてあったのも子供のことだけではないか」

　ヒカルが揺るがず告げる。




「確かにあの手紙の内容だけでは、吉国さんが潔けつ白ぱくであることを示す証拠にはならない。けど、封ふう筒とうに消印が押してあったのを、あなたは見落としている」




「封筒に押してあった消印は、よく見たか」




　是光の言葉に、久世が顔をしかめる。

「消印？」

　それがどうしたのかと言いたげだ。

　ヒカルが答える。




「消印の日付は、十年前の七月二十日で、集配局は浜田市だった──」




「押してあった日付は十年前の七月二十日──集配局は島根県の浜田市だ！」




　久世がハッとする。

　日付と地名がなにを指すのか、気づいたのだろう。とたんに頰をこわばらせる。

　ヒカルがたたみかけるように続ける。




「吉国さんが隠いん蔽ぺいを指示した集団食中毒事件は、島根の海岸で開かい催さいされた海の日の町まち興おこしイベントで、発生しました。海の日は現在では七月の第三月曜日と定められていますが、二〇〇三年の祝日法改正までは七月二十日に固定されてた。つまり十年前の七月二十日は、海の日だった。この手紙は、事件が起きた当日に投とう函かんされたものだったんです」




「十年前の七月二十日は集団食中毒があった海の日で、この手紙はまさにその日に、会場になった浜田市内のポストから投函されたんだ！」




　久世がゆがんだ笑みを浮かべる。

「……それは当然だろう。吉国くんはあの日、イベント会場にいて、事件の隠蔽を指示したのだから」




「そう、そして、その日あなたは、都内の料亭の個室で知人と食事をしていた」




「あんたはその日、東京で知人とメシを食ってて、現地には一度も足を運ばなかったんだっけな」




「そうだ、私のアリバイは正当なものと認められている」

　久世が是光を刺すような眼差しで見つめながら、言う。

　紫織子が不安そうに、是光のシャツを握る指にぎゅっと力を込める。

　ヒカルが言った。




「けど、吉国さんの手紙には、このあとすぐ子供の父親──つまりあなたに会うことが、はっきり書かれているんですよ」




「しーこが持ってた手紙の中で、吉国は、『このあとすぐ父親に会う』って書いてる。父親ってのは、あんたのことだろ！」




　紫織子がポケットに手を入れる。

　折りたたんだ封筒を広げ、まず消印を食い入るように見て、それから便せんを出して広げ、震ふるえる声で読み上げる。

「……今朝も暑いですが、体の調子はいかがでしょう……この手紙を出したあと、父親に……会います。きみに子供ができたことを報告し、許しをもらうつもりです」

　涙に濡れた顔が幼くゆがみ、手紙を持つ手も震える。

　まばたきをし、目にたまる涙を頰へ落とし唇を嚙みしめ、非難のこもる眼差しで久世を見た。

　久世が声をつまらせ、額に汗をにじませる。




「あなたは十年前の七月二十日、東京ではなく島根にいて、集団食中毒の隠蔽を吉国さんに指示した。この手紙と消印がその証拠です」




「てめぇは、あの日、イベント会場にいた。それで、事件の隠蔽を吉国に指示したんだ。吉国は警けい察さつで証言したとおり、上司の命令に従っただけだった。噓うそつきは吉国じゃなく、てめぇだ！　久世！」




　是光の叫びが、響ひびき渡わたる。

　吉国守は、紫織子の母に手紙を出したことを、警察には言わなかったのだろう。

　紫織子の母を巻き込むことを恐れたのかもしれないし、上司に捨すて駒ごまにされ、噓のアリバイがたやすく認められ、自分の言葉がどうあがいても伝わらないことに、絶望したのかもしれない。

　その結果、ホームの端に立ちつくし、通過する電車に接触し亡くなった。

　ストレスによる心しん神しん耗こう弱じやく状態にあったのか、それとも自殺だったのかは、わからない。

　けど、手紙の文面から、読み取れることもたくさんある。

　吉国守は、きっとどこまでも善よい人だったのだ。

　そんな男を死へ追い込んだ久世に、あらためて臓ぞう腑ふがねじくれるほどの怒りを覚えた。

（てめぇは安あん全ぜん圏けんにいて、善人の部下に全部をおっかぶせるなんて、とんだ道徳家だぜ！）

　是光の燃え立つような目。

　それに、実の娘からの怒りのこもった眼差し。

　二組の目に見つめられて、久世が眉み間けんに皺を寄せ、苦しそうに主張する。

「て、手紙なんて──いくらでも偽ぎ造ぞうできるっ！　たいした証拠にはならない」

　ヒカルが、静かに続ける。

「そうですね。けど、十年前の事件をもう一度調べ直すきっかけにはなります。はたして、社内に抗争の火ひ種だねを抱かかえている現在でも、あなたは十年前と同じように逃げ切れるでしょうか。十年前なら郷ごう原はら専せん務むのような離り反はん者しやも出なかったでしょうし、週刊誌にあんな記事を書かれることもなかった。あなたの力はあきらかに衰おとろえている。今、騒さわぎを起こせば、今度破は滅めつするのはあなただ」

　久世を見つめるヒカルの目には、虚きよ飾しよくにまみれながら衰えてゆく老人に対する哀れみが浮かんでいる。

　是光は心の中で、野良犬のように唸うなった。

（俺は哀れんでなんかやらねぇ。おまえがしたことを、俺は腹におさめておくが、それはおまえのためじゃなくて、しーこのためだ。おまえを許したりはしねー。おまえの悪事を知ってる人間がいるってことを、おまえは墓に入るまで忘れるな）




「証拠にはならなくとも、あんたの敵対者にとっては、十年前の事件をほじくりかえして、あんたを追い落とす引き金にはなるんじゃねーか？」




　久世は完全に青ざめ、奥歯を嚙みしめ、顔をしかめている。

　苦しそうに呼吸し、

「紫織子、その手紙をお父さんに渡してくれるね」

　猫ねこ撫なで声で言った。

「お父さんが、警察につかまって貧びん乏ぼうになったら、紫織子も綺麗な服を着られなくなるし、綺麗な部屋にも住めなくなる。ホテルのレストランにも海外旅行にも連れていってあげられなくなるよ」

　紫織子は虚ろな目をした無力な少女ではなく、大人相手にもひるまず詐さ欺ぎをしかけていたあの度ど胸きようの据わった少女に戻り、是光にぴったり寄り添ったまま、手紙を胸に抱き、

「そんなの、いらない」

　久世を睨んだ。

「あたしは、是光と一緒に行くし、この手紙は一億もらっても渡さない。だって、これはあたしのお父さんの形見なんだから。あたしのお父さんは、とってもいい人なんだから！」

　ヒカルが晴れやかに微笑む。

　昼の光を振りまいたように、ヒカルの周囲の空気が澄み渡り、きらめく。

　茫ぼう然ぜんとする久世に、

「しーこの荷物は、全部俺んちへ送っといてくれ」

　そう言って、紫織子の肩を抱いたまま背を向けた。

　紫織子を真ん中に挟んで、ヒカルと是光と、三人で歩いてゆく。




「あの、こ、是光……本当に、いいの……っ？　小学生って、すごくお金がかかるんだよ？　給食費とか遠足の積み立てとか教材費とか、あっ、あたし、是光に迷惑かけないように自分でお金稼かせぐから、月に十人くらい雀すずめ狩がりして──」

　是光におでこを、ぱちんとはじかれ、紫織子が「いたっ」と涙目になる。

「ばかやろう、雀狩りは二度とナシだ。そんなことしたら、天てん井じようから吊つるしてやるからな」

「是光、それきみが言うと、虐ぎやく待たいに聞こえるよ」

「るせー、しつけだ」

「あたし、まだなにも言ってないっ。本当に……お金……」

「部屋はある、メシは俺のをわける、金が必要なら俺がバイトして稼ぐ。言ったろ？　おまえがガキじゃなくなるまで、俺がおまえの犬になって守ってやるって。だから、それまで余計な心配をせずに、ガキをやってろ」

　小学生の時、母が家出し父が亡くなったあと、正風と小晴が二人がかりでしてきたことを、高校生の自分ができるのかわからない。きっと考えている以上に大変なことだ。

　けど、学園の門の前で、是光の気持ちとヒカルの気持ちがひとつに重なり、走り出したときから、覚悟はできている。

「ヒカルは俺の友達で、おまえはヒカルの大事な紫草だから、枯らしちまうわけにいかねーだろ」

　紫織子が目をうるませ、是光の腕に、ぎゅっとしがみつく。

「あたし……、ヒカルが生きているときに、言いたいことがあったのっ」

　うつむいて、ひりひりと掠かすれた声でつぶやく。

「でも、言えなかった。ちゃんと、言っておけばよかった」

「なら、今言えよ。きっと聞こえてるから」

　ヒカルのほうを見ながら、紫織子の頭にそっと手を置く。ヒカルが是光と目をあわせて、少し照れくさげに微笑む。

　紫織子が顔を上げ、涙がいっぱいにじんだ目で、是光が見ているのと同じほうを見る。そうして、声をつまらせたあと、鼻をすんと鳴らして、一いつ生しよう懸けん命めいにささやいた。




「ヒカル……ありがとう。大好き」
















　　　　◇　◇　◇






　ぼくは死んだりして、とてももったいないことをしたね、是光。

　生きていたら、しーこは、ぼくのお嫁よめさんになってくれたかもしれない。

　えっ？　おまえは何人嫁をもらう気だって？　今は一夫多妻制の平安時代じゃねーんだ、自重しろって。

　わ、わかってるよ。そんなに鼻息を飛ばして目をむいて、がんがん怒らなくても……。

　けどね、是光。

　生きているとき、そう想像することは、とても楽しくて、わくわくすることだったんだよ。

　この子は、五年後、十年後、どんな素敵な女性になるんだろう。

　背は、どのくらい伸びるんだろう。体はどんななよやかな線を描くんだろう。

　瞳は？　鼻は？　唇は？　どんな風に変わってゆくんだろう。どんな風に、美しく花開くんだろう。

　決してよこしまな意味じゃなくて、緑の葉っぱをつけはじめたばかりの苗木を眺める気持ちで、未来に咲さき誇ほこる花の色や香りを夢想して、胸が躍おどるような幸福にひたっていた。




　だって、ぼくは、〝変わらない者〟だったから。




　意味がよくわからないって？　人は誰だれでも変わるもんだろうって？

　そうだね……。

　でも、どれだけあがいても、いくつもの出会いや別れを重ねても、変われない人間がいるんだよ。

　心が過去のひとつの場所で止まってしまって、いくら離れようとしても、そこへ戻ってしまう人間がね。

　ぼくの時間は──止まっていた。

　あの、一輪の花を見つけられずにいる王子みたいに。

　変わらないことを望みながら、変われない自分を、この世界の決まりごとから放り出されたような異質で孤こ独どくな存在に感じていた。それは体のあちこちに、隙すき間まがあるような頼りなくて淋しい感覚だったよ。

　だから、王子が、毎日変わってゆく紫草に心慰なぐさめられたように、ぼくも、しーこの成長を見守り、しーこの未来を想像するのが、楽しくてしかたがなかったんだ。

　しーこは、ぼくの〝喜び〟だった。

　しーこと過ごす時間はいつも新鮮で、驚おどろきと発見に満ちていたよ。




　ぼくは幽霊になって、ますます〝変わらない者〟になってしまったけれど。

　しーこには、この先も成長を続けて、素敵なレディになってほしい。

　しーこは大事な人を見送ったばかりで、きっとしばらくは、とても淋しくて辛つらいだろう。

　けど、きみが、しーこのそばにいてくれるなら、安心だ。

　しーこは、とってもいい子だけど、一人で頑がん張ばりすぎて、なかなか他人に頼れなくて、ちょっぴり口が悪くて強がりなところがあるから、きみも腹を立てることがあるかもしれない。

　突然しーこが不機嫌になって泣き出したり、胸をぽかぽか叩かれて、困ってしまうことも。

　そんなときは、どうかしーこの話を聞いてあげてほしい。

　そうして、

『大丈夫だ』

　って、頭を撫なでて言ってあげてほしい。

　そう言ってくれる人が近くにいるだけで、心が軽くなるものだから。

　ましてそれが、きみの口から出た言葉なら、なおさらだ。

　だって、きみは、ヒーローだから。

　いいかげんなことを言うはずがない。

　これまでだって、きみは、口にしたことは全部──それがどんなに無茶なことだって、ぼくの目の前であざやかに実行してみせてくれたんだから。




　しーこを、久世から奪うばってくれてありがとう。




　しーこを守る、頼もしい犬になってくれてありがとう。




　ぼくの願いをきいてくれてありがとう。




　ぼくは、引っ越しの手伝いもできない非力な幽霊だけど……。

　今はまだこの地球で、変わってゆくきみたちを、変わらない愛を込めて見守っているよ。













　晴れた日の日曜日。紫し織おり子この引っ越しが完了した。

　赤あか城ぎ家の客間は、そのまま紫織子の部屋になった。

　正まさ風かぜと小こ晴はるに、紫織子を久く世ぜのもとから連れ去った経けい緯いを、是これ光みつはあちこちぼかして、汗をかきかき説明した。

　久世には家族があり、紫織子を娘として認知できない立場であり、紫織子を地方の寮りように入れようとしていたこと。紫織子もこの家で暮らしたいと望んでいること。

　いくら認知できないとはいえ、実の父が引き取るといったものをさらってくるなんて、正風たちは納なつ得とくしないのではないかと覚悟していた。

　が、予期していなかった事態が起こった。

　テレビのニュース速報で、久世が政治家への献けん金きん問題で警けい察さつに任意同行を求められたことが伝えられたのだ。同時にその政治家が十年前の集団食中毒事件で久世のアリバイ証明に関かかわっていたことがスクープされ、マスコミは一いつ斉せいに疑ぎ惑わくの真しん偽ぎを追及しはじめた。

　正風たちは、是光の行動を、この騒そう動どうと結びつけたようで、紫織子を赤城家であずかることを認めてくれた。

　是光が、バイトをして紫織子の食費と学費を家に入れると申し出ると、

「バカを言うな！」

「あんたに稼かせいでもらうほど、うちは困ってないよ！」

　と、そろって一いつ蹴しゆうされた。

　久世も是光の脅おどしがきいているのか、あるいは警察の取り調べとマスコミの対応でそれどころではないのか、なにも言ってこなかった。

「なぁ、ヒカル、久世に調査が入ったのって偶然なのか」

　尋たずねると、ヒカルは聡そう明めいな眼まな差ざしで答えた。

「どうだろう。でも宗そう一いち郎ろう氏の神じん通つう力りきは弱まっていたし、いずれこうなる運命だったんじゃないかな」

「悪はいつか滅ほろびるってことだな」

　とはいえ、久世が紫織子にとって実父であるのは事実なので、少し寝覚めが悪かった。

　紫織子も、複雑な表情でニュースを見ていた。

　それでも、引っ越しがすべて終わり、客間を子供部屋に模も様よう替がえする頃には、屈くつ託たくのない笑顔を見せるようになった。

「もうお客さんじゃないから、家の手伝いもしてもらうよ。それと、『ちゃん』付けもなし。しーこって呼ぶからね」

「はい、小晴さん」

「あとで、五目並べの相手をしてくれるか」

「うん、正風おじいちゃん」

　小晴にも正風にも、すっかりなじんでいる。

　そして、是光にも──。




「送ってくれてありがとう、是光お兄ちゃん」

　月曜の朝。

　ランドセルを背せ負おい、若草色のポシェットを提さげた紫織子が、小学校の校門の前で可か愛わいらしく笑う。

　登校にはまだ少し早い時間で、校門の向こうの校庭に生徒の姿はない。

　書類が揃そろうまで仮入学扱いだが、今日から紫織子は、この学校に通うのだ。

「土曜に小晴さんと一緒に手続きに来て、職員室の場所もわかってるから大丈夫だよ。是光お兄ちゃんも早く学校へ行かないと遅ち刻こくしちゃうよ」

「けど、転校初日だし、一応」

「もぉ、信用ないな～。平気だってば」

　ぷんとすねてみせながら、紫織子は是光に心配してもらって嬉うれしそうだった。

　お兄ちゃん──と呼ばれることに、是光のほうはまだまだ慣れなくて、そう呼ばれるたび、顔が熱くなる。

　横からヒカルが、にまにましながら、

「是光お兄ちゃんは過か保ほ護ごだね。あんまりしつこくすると、是光お兄ちゃんうるさいって、嫌われちゃうよ。ねぇ、是光お兄ちゃん」

　と連れん呼こする。

（おまえがお兄ちゃん言うな！　てか、わざとだろ）

「じゃあ、まぁ……なにかあったら、すぐ携けい帯たい鳴らせよ」

　と、ヒカルから顔をそむけながら、兄貴らしいことを言って去ろうとしたとき、

「ね、是光お兄ちゃん」

　紫織子が、大きな瞳で是光を見上げてささやいた。

「あたしのこと、女にしてくれるって言ったよね？　大きくなったら、ヒカルの代わりに是光お兄ちゃんが、あたしのバージンをもらってね、約束よ」

　目をむく是光に、えへっと、舌を出して笑い、若草色のポシェットとランドセルを揺らして、きらきら光る朝の校庭を走ってゆく。

　からかわれたのか？　それとも本気か？　いや、それはまずい！

「いっぱしの女にしてやるって言ったのは、そういう意味じゃねぇ～～～～！」

　わめく是光の傍かたわらで、ヒカルが慌あわてて説せつ得とくする。

「ダメだよ、是光！　いくらしーこが魅み力りよく的てきでも、あと五年──ううん、二十年は待たなきゃ！」

「いきなり常識人になるなっ。そんなつもりねー」

「けどっ、同じ屋根の下で暮らしていたら、ふらっときちゃうかもだし」

「おまえと一緒にすんな！」

　そんなやりとりをしながら、是光たちも学校へ向かう。

　土ど手てには、すっきりとした紫むらさき君くん子し蘭らんが、今朝もその先端に小さなブーケのような清せい楚そで可か憐れんな花々を咲かせている。

　それを見つめるとき、どんなに楽しそうに笑っていても、ヒカルの瞳に甘い翳かげりが浮かぶ。

　同じ花を見て儚はかなげに涙をこぼしていた、あのヒカルに似た美しい女性は、一体誰だれだったのだろう。

　ヒカルは何な故ぜ、あんなに苦しそうに、彼女を見つめていたのだろう。




　──どれだけあがいても、いくつもの出会いや別れを重ねても、変われない人間がいるんだよ。




　ヒカルが淡く微笑ほほえみながら、そんな風に言っていたことを思い出して、胸がズキッとした。

「なぁ……」

　周りに聞こえないように、低い声でつぶやく。

「おまえは、自分は永遠に変わらないって言ったけど、そんなことないと思うぞ」

　ヒカルが目をちょっと見張って、是光のほうを見る。

　是光はうつむきかげんに、ぶっきらぼうな声で続けた。

「死んでからだって、ちょっとずつ変わってる。俺だって、ずっと鼻つまみのヤンキー扱いで、このまま一生変わらねーんじゃねーかと思ってた。友達と過ごしたり、猫を飼ったり、妹ができたりするなんて、退院して登校したばっかりの頃は、まったく思わなかった。けど、俺とおまえの関係だって、変わったよな？　はじめて中庭の廊ろう下かのとこで話しかけられたときより、俺はおまえのことをちょっとだけ理解してるつもりだし、あの頃は、いけすかないイケメン野郎ぐらいにしか見てなかったおまえを、今は──友達だと思ってる！」

　くそっ、これじゃまるで、告ってるみたいじゃねーか。

　伏せた顔が熱くなり、是光はそれを勢いきおいよく振り上げた。

　ヒカルが真ま面じ目めに聴き入っているのが視界に飛び込んできて、ますます耳や頰ほおが熱くなり、ぐっと眉まゆをつり上げた。

「だいたいっ。永遠に変わらないなんて、ずうずうしいぜっ。一生幽霊になってつきまとうつもりか。冗じよう談だんじゃねー」

　鼻先に指をつきつけ言ってやる。人目なんて今さら気にするか。

「いいか、ヒカル！　おまえはいつかきっちり、成じよう仏ぶつするんだ。そのときは、俺が笑って見送ってやる」

　ヒカルが、さらに目を見開く。

　そう、いつかその日は、必ず来る。

　それまで、俺とおまえと、二人で変わってゆけたらいい。

　もっと、お互いがお互いを知り合えたらいい。

　まぶしい笑みが、ヒカルの顔に広がってゆく。

「そうだね。きみは、ぼくの常識を次々ひっくり返してゆくから。ぼくもあんまり驚いて、少しは変わったかもしれない」

「それは、こっちの台詞せりふだ」

　口を尖とがらせて言い返し、長い土手道を歩き出す。

　ハーレム皇おう子じで、約束魔で、女にはひたすら甘くて献けん身しん的てきで、幽霊で……。

　そんなやっかいなやつと出会って、友人になって、新しい世界が日々開けてゆく。人や物の見方も変わってゆく。

　おしとやかなお嬢じよう様さまだと思っていた葵あおいが意外に行動力があったり、お騒さわがせな報道部の近江おうみひいなが家族思いで、テレビのニュースで久世のことを知って、

『どんな悪党でも家族は家族ですから。自分なら、やっぱり家族のそばにいます』

　と、真面目な口調で語ってみたり、むかつくだけだった斎さい賀が朝あさ衣いに、

『あの子、きみの家に戻ってきたのですってね。きみのような野良犬と暮らすなんて気の毒ね、同情するわ』

　と、またむかつくことを言われ、ヒカルから、

『朝ちゃんは、あれでもしーこのこと気にかけてくれてたんだよ』

　と諭さとされて、そうなのかなと思ったり思わなかったり……。

　そして──。

　見覚えのあるほっそりした足が、是光の前方を、しゃきしゃき進んでゆくのを見て、是光は自分から駆かけ寄よって声をかけた。




「うす、式しき部ぶ」




「わわっ、赤城……っ！」

　慌てる帆ほの夏かを見て、ヒカルが「やっぱり式部さんは、反応が可愛いね」と吹き出す。

　帆夏は視線を落ち着かなく動かした。

「えーと、あのっ、しーこちゃん、昨日、引っ越しだったんだっけ。その、よかったね──って言っても、いいんだよねっ？　今度は！」

「ああ」

　是光の言葉を聞いて、安心したように、はーっと肩の力を抜く。それから頰を染めたままぎこちなく、

「あたし、朝の宮たちみたいに、よく事情知らなくて。なのに出しゃばったことしちゃったかなとか、いろいろ心配だったから……結局あんまり役に立てなかったみたいだからさ、でもっ、今度はあんたも、すっきりした顔してるし──よかったよ、うん」

　うなずきながら、微笑む。

　是光の心も晴れ晴れとし、帆夏のちょっと恥ずかしそうなあたたかな笑みが、胸にしみた。

「ありがとうな、式部。おまえがいてくれて、すげー助かってる」

　とたんに帆夏が、沸ふつ騰とうしたヤカンのように赤くなる。

「ば、バカ……っ！　急にそういうこと言わないでよ。次から相談料とるからね。気安く頼らないでよねっ。本当にもう、バカバカバカ」

（礼を言ってるのに、なんで相談料とか言われなきゃならねーんだ？）

　釈しやく然ぜんとしない是光に、ヒカルがすまして言う。

「式部さんが、どうしてすねているのか、わかってない顔だね。やっぱりもう少し勉強が必要だね、是光」

　るせー、おしゃべり幽霊、と睨にらんでやる。

　バカバカと唸うなっていた帆夏が、そっぽを向いたままぶっきらぼうに言う。

「あ、あのさ……プール」

「へ」

「あんたのほう落ち着いたんなら、本当にプール、行こうね」

　最後のほうは、小さな声でささやいた。

　恥ずかしそうな横顔にドキッとして──屋おく上じようで帆夏に告白されたときのことを思い出して、胸がくすぐったいような甘い気持ちになり、そのことに困こん惑わくしながら、赤い顔で、

「おう」

　と、答えると、

「じゃ、じゃあ、あたし、先行くねっ」

　向こうも照れくさそうにプリーツスカートの裾すそを揺らして駆けてゆく。そうして途と中ちゆうで立ち止まり、真っ赤に染まった頰で、そっと振り返ったとき。




「赤城くん……っ」




　葵が息を切らして是光のほうへ走ってきた。

　帆夏の目に、驚きが走る。

（葵……？　どうしたんだ？）

「葵さん、髪かみ、リボンがほどけてる」

　切せつ羽ぱ詰つまった葵の表情に、是光もヒカルも、そして帆夏も──立ちつくしたとき。

　葵が是光の前で急停止し、泣き出しそうなか弱い眼差しで、言った。




「赤城くんっ、わたしの彼氏になってください」











　あなたを想いながら、青紫のアガパンサスを植えた。

　冴さえやかな月光を浴びて、ほっそりと茎くきを伸ばす姿は、あなたに似ていて、房ふさを形作る小さな花のひとつひとつに、わたしは口づける。




　アガパンサスの別名は、紫むらさき君くん子し蘭らん。




　花言葉は、愛いとしい人というの。




　誰より愛おしいあなたを、わたしのこの手で育てて、誰にも姿を見られないように、綺き麗れいな箱の中に、鍵かぎをかけて閉じこめておけたらよかったのに。




　そうしたらね、ヒカル──。














　あなたのあんな裏うら切ぎりを見ることは、なかったのに。


















　月に一度、朝あさ衣いは『泣けるもの』に、まみれて過ごす。

〝泣ける〟と評判の映画や舞ぶ台たいを鑑かん賞しようし、帯に〝号泣！〟とか〝百万人が涙した！〟とか書いてある小説や絵本を積み重ね、夜中まで読みふけるのだ。

　この日の日曜日も、『犬と人間の絆きずなと家族の愛情を描いた、絶対泣ける感動作！』と、銘めい打うたれた洋画を見るため、朝から映画館を訪おとずれた。

　休日のため、周りは小さな子供たちとその親、または中、高校生とおぼしきカップルだらけである。

　隣となりのシートで子供がわめき、前のシートでカップルの女のほうが、「すごぉく泣けるんだって～。あたし、ハンカチ三枚も持ってきたんだよ～。ゆっくんが泣いちゃったら、あたしが拭ふいてあげるね～」と、あまったるい声ではしゃいでいる。男のほうも、「なら、るーこの涙は僕が指でぬぐうよ」などと、気色の悪いことを言っている。

　そんな喧けん噪そうの中、朝衣はシートに軽くもたれた。

（どうして、容姿レベルが並以下のカップルほど、声が大きいのかしら）

　そんなことを心の中でつぶやきながら、冷静沈着な表情で上映を待つ。

　やがて映画がはじまった。冒頭で雪の中、捨てられた子犬がよちよち歩いているシーンから、すでにあちこちですすり泣きがこぼれはじめる。

　前のカップルは、先に男が「うっ、うぅぅ」と聞き苦しい声を上げ、女が横からかいがいしくハンカチで涙を拭いてやっている。

　朝衣は眉まゆ一つ動かさず、

（あの雪は人工かしら。降りかたが不自然だわ）

　などと、背景のチェックをしている。

　ストーリーが進むにつれ、館内はますます洟はなをすする音や、喉のどにつまる涙をしゃくりあげる音や、嗚お咽えつであふれた。

　それでも朝衣はクールな眼まな差ざしで、画面を見み据すえている。

（旦だん那なのレストランが、明日にも潰つぶれそうだというのに、家族総そう出でで犬小屋を作っている場合ではないでしょう。犬は大事な友達ですって？　犬はただの薄汚いケモノよ。友達じゃないわ。それより今は、レストランの経営をどう立て直すかを真剣に考えるべきよ。でなければ、あなたたち家族に明るい未来はないわ）

　そのまま一時間が経けい過かし、物語は多くの人々が感動したと絶ぜつ賛さんする結末を迎えた。

　エンディングロールが流れる中、仲良さげな家族と犬の映像が次々と映し出され、感かん極きわまって号泣する者までいて、前のカップルは肩を寄せ合って、お互いの涙だけでなく、鼻水まで拭きあっている。

　朝衣はといえば、

（ご都つ合ごう主義な結末ね。『世界一大好きだよ、ぼくの友達』──なんて、Ｂ級映画に百万回くらい使われた反へ吐どが出そうに陳ちん腐ぷな台詞せりふだわ）

　と、冷静に憤いきどおっていた。

　特にあの犬が気に入らない。最後、犬が助からずに死んだところだけはよかったが、あの家族はたかが犬の死を嘆なげきすぎではないか。

　そんなことを考えながら、立ち上がって振り返ったとき。

「偶然ですね、会長」

　後ろの席で、真っ赤な目をした近江おうみひいなが、洟をすんとすすって、にっこりした。





　　　　◇　◇　◇






「斎さい賀が会長がああいう映画をご覧らんになるなんて意外です。親近感が湧わいちゃいます～」

　何な故ぜか朝衣は、ひいなとカレー屋にいる。

『おすすめのお店があるんです』と、いつもの調子でしつこくつきまとわれ、追い払うのも面めん倒どうで、一緒にランチをとる流れになったのだ。

「家族ものって、やっぱりいいですよね～。犬も可か愛わいかったし、最後死んじゃうとこ、大泣きしちゃいました～」

「近江さん、わたしのこと、つけてたの」

「え～、偶然ですよ～」

「回りくどいのは好きじゃないわ。予定があるから、わたしに話があるなら早くして」

　朝衣が冷ややかに言うと、ひいなは少年ぽい眼差しになった。

「そうですか、じゃあうかがいますね。久く世ぜ宗そう一いち郎ろう氏に警けい察さつの調査が入ったのは、会長の差し金だったんじゃありませんか」

　軽く眉をひそめる。

「久世フーズは、相談役の宗一郎氏と社長の間で派は閥ばつ闘とう争そうしてたらしいですし、社長派に情報を流せば、ああなることは予想できますよね」

「わたしが、情報を流したというの」

「はい」

　朝衣はポーカーフェイスを崩くずさずに、冷ややかに答えた。

「高校生のわたしが、よその企業の事情に介かい入にゆうしてなんの得とくがあるというの」

「しーこちゃんが、宗一郎氏に引き取られたのが、気にくわなかったからじゃないですか？」

「……」

「赤あか城ぎ氏に、そのことで思いきり喧けん嘩か売ってましたよね。いつもの会長らしくなかったです」

「……」

「しーこちゃんは、ヒカルの君が気にかけて、援えん助じよしていた子ですよね。葵あおいの上うえが言ったように、境きよう遇ぐうもどことなくヒカルの君と重なります。なのに宗一郎氏に渡すなんて許せない──って、思ったんじゃないですか」

　首を傾かしげ、上うわ目め遣づかいに反応をうかがってくる。

　朝衣はポーカーフェイスを続けていたが、どうでもいいことのようにつまらなそうにつぶやいた。

「……大嫌いなわたしに土ど下げ座ざまでしたくせに、手放すなんて、そんな中ちゆう途と半はん端ぱな覚悟で、ヒカルの代理人を名乗ってほしくなかっただけだわ」

「それ、赤城氏をヒカルの君の代理人と認めてるから腹が立った、って意味に聞こえます」

「バカバカしい」

　苛いら立だたしげに言うと、ひいなはとんでもないことを口にした。

「会長。いっそ赤城氏とつきあっちゃったら、どうです」

　一瞬、ひいながなにを言っているのか、わからなかった。

　つきあう？　わたしが、あの下品な野良犬と？

　次の瞬間、可能なかぎりの侮ぶ蔑べつを込めて、ひいなを睨にらんだのだった。

「近江さん、病院で頭をＣＴスキャンしてもらったら。脳に疾しつ患かんが見つかるかもしれないわよ」

「敵対する二人が、いつのまにか恋に落ちるなんて、超～王道だと思うんですけど」

「人間は犬とは恋に落ちないわ」

「ペットショップで、一ひと目め惚ぼれとかありません？」

「アレは、ペットショップで売られているような高級犬ではないわ」

「なら、雨の日に繁はん華か街がいの路ろ地じ裏うらで」

「繁華街の路地裏なんて不ふ潔けつそうなところは歩かないし、一目惚れもいつのまにかもありえない」

　きっぱり断言し、

「話はそれだけ？　ならば、忙しいから失礼するわ」

　テーブルに千円札を置いて、席を立ったのだった。

「会長、まだ会長が頼んだマトンカレーが来てませんけど」

「きみが食べて」

「ええっ、自分はナスとほうれん草のカレーと、タンドリーチキンを頼んでますって！　二つも食べたら太っちゃいますよ～、ここのナン、大きいんですから～！」

　後ろでひいなが騒さわいでいるが、知ったことではない。

（さあ、本屋へ行って、泣ける本を買い込まなくては）

　それを読みながら、どんなときも涙をこぼさない強い心を育てるのだ。

　幼い日の約束のために。





　　　　◇　◇　◇






（いけずやなぁ、もうちょい聞きたいことがあったんやけど）

　店を出てゆく朝衣の背中を見送り、ひいなは軽く肩をすくめた。

（久世の派閥争いの構図は、どこかの大だい財ざい閥ばつの後継者争いに似てませんかーとか。そんなに謀ぼう略りやくを張りめぐらせて、権力をかき集めて、いまさらなにを守りたいんですかーとか、ヒカルの君が今、この時期に死んだのは、偶然じゃないと思いませんかーとか）

「まっ、ええか」

　明日も明後日も、その次の日も、嫌がられながら、まとわりつけばよいだけの話だ。

　それに、朝衣と話すのは楽しい。

　ひいなは、朝衣のことが割と気に入っている。

　あの刃物のような艶つやを帯びた黒くてまっすぐな髪かみが素す敵てきだ。知的さと強い意志を感じさせる切れ長の瞳も、鼻筋がすっと通っているところも、薄い唇くちびるも、美しいと思う。

　いつもまっすぐな背中にも、すっきりした体つきにも憧あこがれる。大きすぎる胸は、情報を得るのに役立つこともあったが、コンプレックスでもあったから。

　そう、朝衣の外見が、とても好きだ。

　けど、それ以上に、内に秘めた激しさや決意を、好ましいと感じる。

（うちと会長は、よう似てるし）

　きっと朝衣も、ひいなと同じように、たったひとつの〝特別〟を持っていて、その〝特別〟のためなら命でもかけられる。

　そして、もしその〝特別〟が、もう生きるのは辛つらいから殺してほしいと頼むなら──。

「うちやったら、殺せるわ」

　ほんわりとした表情で、ひいなはつぶやく。

　テーブルに広げたままの、映画のパンフレットを眺ながめ、

（やっぱり、家族はええなぁ）

　と、とろけそうな目をする。

　そうして、携けい帯たいを開いて、大切な大切な家族の写真を表示して、頰ほおを染めてはにかみながら、面と向かって口にはできない告白をした。














「世界一、大好きや。お兄さん」
















あとがき






　こんにちは、野の村むら美み月づきです。

『ヒカルが地球にいたころ……』三巻目は、平安時代を代表するロリっ娘この〝若わか紫むらさき〟でした。『源氏物語』で、光くんが幼い紫ちゃんを誘ゆう拐かいしてくるくだりは、あらためて読むと、あれ？　ここまで突っ走ってたっけ？　と光くんの評価がダダ下がりですが、一緒に暮らしはじめた紫ちゃんが、光くんに懐なついている様子は本当～～～～に愛くるしいです！　仕し草ぐさとか表情とか目に浮かぶようですよ～！

　この紫ちゃんをモデルにしたしーこは、ちょっとひねりを入れてみました。〝夕ゆう顔がお〟の巻末予告で、つぶらな瞳で雀すずめを見つめていた竹たけ岡おかさんの超可か憐れんなしーこも、本作を読み終えてからだと、違った見方ができるかも。私はイラストをいただいたとき（……今夜は、つくね丼ねっ）と、ついアテレコしてしまいました。

　しーこが作中抱きしめていたぬいぐるみは、ネットの通販ページで一ひと目め惚ぼれしたものです。最初は、やっぱりクマが定番かな……と一いち覧らん表ひようをぼーっと眺ながめていたのですが、なんだかよくわからない生き物に、目が吸い寄せられてしまったのでした。このあとデパートのぬいぐるみ売り場まで、実物を見に行ってしまいましたよ。私が通販ページで見たぬいぐるみのカピバラと実際のカピバラは、ちょっと違うようなのですが、どちらも愛らしさにとろけます。

　また、久く世ぜ氏愛好の富ふう貴き蘭らんは、ちょうど二稿目を終えた頃に出かけた植物園で、偶然展示会を開かい催さいしていて、あまりのタイミングの良さにびっくりでした。そこで色々お話をうかがうことができて、大変参考になりました。ご年配のかたが多かったのですが、みなさんとても楽しそうにお話してくださって、打ち込めるものを持っているかたは、いくつになってもきらきらしてて素す敵てきですよね。

　ひいなの方言は、前巻の〝夕顔〟から、小こ杉すぎ憂ゆう様にチェックしていただいております。○○あたりの言葉をしゃべれるかた──というピンポイントな要望にご協力くださった編集部の儀ぎ部ぶ様も、突然の申し出を引き受けてくださった小杉様も、本当にありがとうございました！

　ここからお知らせです。

　十月からガンガンＯＮＬＩＮＥ様で『ヒカル』のコミカライズを連れん載さい中ちゆうです！　作画はＣＨｕＮチユン様、構成は山やま崎さき風ふう愛あ様です。ＣＨｕＮ様の絵が素敵なのはもちろんなのですが、山崎様のネームも感かん嘆たんもののクオリティです！　ぜひぜひご覧らんになって、一緒に感嘆してください。更新は毎月一回、第三木曜日です！

　そして、ファミ通文庫の公式ＨＰで連載中の『ドレスな僕がやんごとなき方々の家庭教師様な件』も、小説が二月二九日、コミカライズが三月一日に発売されます！　こちらのコミカライズも、はる桜さくら菜な様の絵が可か愛わいく、お話のアレンジもテンポも絶妙なので、ぜひぜひぜひ！　ご購入ください！　こんなことを言っては本当はいけないのですが『ドレス』のコミカライズ、小説版よりおもしろいです。あっ！　けど！　原作小説もどうかご購入ください。天才のお姉さんの身代わりに王様一家の家庭教師になった平凡な弟くんのコメディで、大好きな作品です。弟くんと××が、いちゃいちゃするところまでどうにか続けたいので、売り上げにご協力いただけたら、すごくすごく嬉うれしいです。文庫用にお城の人たち視点の短編を、ちょこちょこ書き下ろしています！

　次回の『ヒカル④』は〝朧おぼろ月づき夜よ〟です！　兄あに嫁よめですよ～～～～！　ヒカルの花の中で一番の美人さんの登場です！　それでは、『ヒカル』は春が終わる頃に、『ドレス』は春の始まりに、またお会いしましょう！


二〇一一年一一月一八日　　野村美月
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